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身体 性 と 客観 性 
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絵 や 工作 な ど 、 手 を 動か し て も の を つく る の が 好き だ っ た わた し は 、 直 感 で 建築 へ の 道 を 選 
ん だ も の の 、 大 学 で は すぐ に 開眼 で きず 行く 未 を 送 いな が ら 1 年 が 過ぎ て いっ た 。 そ ん な 2 年 
生 を 迎え る 春休み 、 母 に 勧め られ て 知合い の 画家 さん た ち が イ タリ ア ・ フ ラン ス に ゆっ くり ス 
ケッ チ を し て まわ る 旅 に 参加 させ て も ら う こと と な っ た 。 そ こ で 思い が けず 今 に 至 る 啓示 を 受 
けた の が 、 イ タリ ア 中 部 ウン ブリ ア 州 の 都 ベ レー ジア の 中 世 山 岳 都 市 で の こと だ っ た 。 先 が 
見 通せ な い 狭 く 曲がり くね っ た 路地 を 進み 、 ア ー チ を 潜り な が ら 石 中 の 坂道 を 登っ た り 降 っ 
た り 、「 わ た し の 身体 は ここ に ある !」 と 心 の 中 で 填 び な が ら その 初め て の 感覚 に 異 奮 し な が ら 
ひと り 先 へ 先 へ と 歩き つづ けた 。 こ の 身体 より も 大 きい 実態 が つく る 感動 は 、 ほ か の メデ ィ ア で 
は で き な い 建築 特有 の 創造 の 世界 で ある と 思え た 怠 間 だ っ た 。 

そん な わた し が 、 当 時 Minlcad と 呼ば れ て いた Vectorworks を は じ め て 使っ た の は 独立 後 3 作 
目 の 実 作 く house K> の 設計 の 時 だ っ た 。13 枚 の 壁 柱 を 着 か ず 見 れず の 関係 で つなぎ と め 、 
一 歩 あ る い は 半 歩 ある く た び に その 関係 が 変わ る 、 小 さ な 風景 を 連続 させ る 。 半 囲 われ の 
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領域 で 人 は 、 ひ と り で いる と ぎの 落ち 着き と 誰か と 一 緒 に いる と ぎの 充足 感 を 同時 に 感じ る 
て と が で きる 。 そ の よう な 空間 性 を つく り た いと いう 欲求 に 突き 動か され て いた 。 

環境 か ら 導 いた 極 座 栖 に そっ て 何 度 も な ん ども 壁 柱 を CAD 図 面 の 上 で 動か し つづ け 、 内 外 
どちら か ら も 結 得 の いく 関係 と な る まで 操作 を 繰り 返し た 。 描 か れ た 図面 上 の 壁 の ライ ン の 
中 を 視野 と 身体 の 関係 を 考え な が ら 歩き まわ り 、 壁 を 動か す 全 的 図面 操作 を ある 意味 機 
械 的 に 行う こと で 、 身 体 的 に 考え な が ら 、 ひ と り の 作者 の 手 が つく り だ す 予 定 調和 を 超え た 、 
人 が 主体 的 に 活動 で きる 空間 を 立ち 現し た いと 考え て いた 。 

作図 作業 に 身体 的 思考 プロ セス が 残っ て いる と いわ れ て いる Vectorworks は その よう な スタ 
ディ に お いて と て も 有効 だ っ た 。 線 の 太 さ や 描い て いる 図面 の スケ ー ル は 相対 的 で 直感 的 に 
認識 され 、 線 や その 雪 跡 と 対話 し な が ら 考え る こと が で きる 。 そ れ を 機械 を 介し て 描き 出さ れ 
た 客観 的 な 線 を 見 る 他 者 と な っ て ふた た び 体 験 する こと が で きる 。 身 体 性 と 客観 性 、 そ の 両 
立 は と の 建築 を 考え る た め の 道 具 と し て と て も 大 切な こと だ っ た 。 
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Feature: Alvaro Siza amd Eduardo Souto de Moura 
特集 : アル ヴァ ロ ・ シ ザ と エデュ アル ド ・ ソ ウト ・ デ ・ モ ウラ 


aru March issue features Alvaro Siza (1933. born in 
Portugal) and Eduardo Souto de Moura (1952. born in 
Portuga). Through am essay written by Nuno Grande. 
a Professor at the Deparhment of Architecture of 

the University of Coimbra (DARO/FCTUG)。 we wi 
introduce to you the personal and collaboraive works 
of both Architects. 
Works (tentative) Works by Alvaro Siza. Fire Station 
in Santo Tirso/ (The) Siza House in Taifong Golf 
Glub/ The Building on the Water. Shihlien Chemical/ 
Nadir Afonso Contemporary Art Museum/ Saya Park: 
Chapel. Art Pavillion. Observatory/ Hillside Chapel/ 
China Museum Of Design Bauhaus Collection/ New 
Church of Saint-Jacques. Works by Eduardo Souto 
de Moura. 27 Dwellings in Sete Cidades/ Bernardas 
Convent Reconversion/ Cantareira Buildimg/ 
Multipurpose Pavilion in Viana do Castelo/ Tourist 
Complex in Sao Lourenco do Barrocal/ Power Plant 
for the Foz Tua dam. Collaborated works of Alvaro 
Siza and Eduardo Souto de Moura。 Imternational 
Museum of Contemporary Sculpture (MIEG) amd 


Abade Pedrosa Municipal Museum (MMAP)/ Piazza 
del Municipio Metro Stationl amd Museum. 


Ta+u』 3 月 号 は アル ヴァ ロ ・ シ ザ (1933 年 生ま れ ) と エデュ アル ド ・ ソ ウ 
ト ・ デ ・ モ ウラ (1952 年 生ま れ ) を 特集 し ます 。 ヌ ー ノ ・ グ ラン デ (コイ ン ブ 
ラ 大 学 建築 学部 教授 ) の エッ セイ な ど を 通し 、 こ の 2 人 の 個人 的 か つ 設計 業務 に 
お ける コラ ボレー ショ ン を 紹介 する 。 
作品 ( 仮 ) : アル ヴァ ロ ・ シ ザ の 作品 、 サ ント ・ テ ィ ル ソ の 消防 署 、 タ イフ ォ 
ン ・ ゴ ルフ ・ ク ラブ の シ ザ ・ ハ ウス 水上 の 建築 、 江 蘇 化学 マナ デ ィ ア ・ ア フ 
ォ ン ソ 現 代 美 術 館 だ サ ヤ ・ パ ー ク 、 チ ャ ベル 、 ア ー ト ・ パ ヴイ ィ リ オン 、 観 測 所 
ヒル サイ ド ・ チ ャ ペル ノ 中 国 デ ザイ ン ・ バ ウ ハ ウ ス ・ コ レク ショ ン 美 術 館 ン 
サン ジャ ッ ク の 新 チ ャ ベル 。 エ デュ アル ド ・ ソ ウト ・ デ ・ モ ウラ の 作品 、 セ ッ 
テ ・ シ ダー デス の 27 住 戸 プ ベル ナー ル 修 道 院 の リ ・ コ ン ヴ ァ ー ジ ョ ンカ ン 
タレ イラ ・ ビ ルディ ング ヴィ アナ ・ ド ・ カ ステ ロ の 多目的 パ ヴ ィ リオ ンプ サ 
ン ・ ロ ウレ ン ソ ・ ド ゥ ・ バ ー ホ カル の ツー リス ト ・ コ ンプ レッ クス フォ ス ・ 
トゥ ー ア ・ ダ ム の 発電 所 。 ア ル ヴ ァ ロ ・ シ ザ と エデュ アル ド ・ ソ ウト ・ デ ・ モ 
ウラ の 協 働 作品 、 現 代 膨 刻 国際 美術 館 (MIEC) と アバ デ ・ ベ ペド ロサ 多目的 美術 
館 (MMAP) 市 役所 広場 の 地下 鉄 駅 と 美術 館 。 


貴 談 


新建 築 住宅 特集 2019 年 2 月 号 


特集 プリ ノ ベ ー シ ョ ン の 醍醐 味 
新しい 価値 を 想像 する 20 の アイ デア 


批評 


内 藤 廣 
連 筑 家 
東京 大 学名 学 授 


馬場 正 尊 


旭 築 家 
東北 芸術 工科 大 学 教授 


高橋 一 平 
電 筑 家 
横浜 国立 大 学 助教 


『 新 建築 住宅 特集 」 で は 、 毎月 、 さま ざま な 作品 や 論考 、 
記事 を 掲載 し 、 広 い 射程 を も っ て 住宅 か ら 明日 を 拓く 
建築 の 可能 性 を 伝え 記録 し て いま す 。 し か し 重要 な こ 
と は 、 議 論 の 場 を つく る こと に あり ます 。 限ら れ た 誌 幅 
の 中 で 示さ れ た も の か ら 何 を 考え て いく べき か 、 そ れ 
ぞ れ の 読み 解き や 発見 を 共有 し 、 建 築 を 取り 巻く 多く 
の 事象 や 環境 と 共に 議論 を 重ね る こと 。 こ の 座談 月 評 
は 、 そ の 場 を 広げ て いく こと を 目的 に 掲載 し ます 。 
2019 年 1 12 月 号 は 、 内 藤 麻 さん 、 馬 場 正 末 さん 、 
高橋 一 平 さ ん を 評者 と し て 、1 年 を 通し て 前 号 へ の 批 
評 を 座談 形式 で 議論 いた だ きま す 。 そ れ ぞ れ の 個別 の 
評 と 共に 、 そ れ が 相乗 し て 新た な 示唆 に 展開 する 回 載 
記事 と し て 毎月 掲載 いた し ます 。 ど うそ ぞ ご 期待 くだ さい 。 
(編集 部 ) 
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内 藤 全体 と し て 、1 月 号 よ りゃ 圧倒 的 に 面白 いね 。 
詳し く 見 た いと 思う 作品 が 多かっ た 。 今 の 住宅 が 、 
新築 より リノ ベー ショ ン に 面白 さ を 感じ る の は な ぜ な の 
か 。 考 えて みる と 、 リ ノ ベ は 時 間 軸 が 否応 な く 見 えて く 
る か ら か な 。 い わ ば 新築 が フィ クシ ョ ン な ら ば 、 リ ノ ベ 
は ノン フィ クシ ョ ン 。 ノン フィ クシ ョ ン を 引き ずら な いと 
建築 が リア ル に 見 えて こない 。 いい 換え れ ば フィ クシ ョ 
ン が 極め て 成り 立ち に くい 時 代 に き て いる ん だ ろう ね 。 
それ か ら 、 今 回 の 特集 に は 量産 住宅 の リノ ベ が な いこ 
と が 気 に な っ た 。 プ レフ ァ ブ リケーション 住宅 の 軽量 
鉄骨 の 構造 体 は 、 最 小 限 の 部 材 で どう つく る か と いう 
思考 の 極致 で 、 本 来 は と て も 美しい も の 。 そ の 美しき 
が 商品 化 の 過程 で どん どん 習わ れ て 見 えな く な っ て い 
く 。 つ まり 、 完 全 な フィ クシ ョ ン が 提 造 され る 。 リ ノ ベ 
に よっ て そこ に 破れ 目 が で きる と 、 プ レフ ァ ブ と は 何 か 
と いう こと も 逆 照射 され る は ず 。 い ずれ そん な 作品 が 
出 て くる と 面白 いね 。 

馬場 フィ クシ ョ ン と ノン フィ クシ ョ ン と いう 見 立て は 
面白 いで すね 。 建 築 家 は 強烈 な フィ クシ ョ ン を も っ て 
時 代 を ジャ ンプ させ た り 、 次 の 風景 を 見 せる よう な 役 
割 を 求め られ て きた と 思い ます 。 建築 の 世界 で フィ ク 
ショ ン と いう の は 、 あ る 瞬間 の 徹 分 的 な 造形 で ある の 
に 対し て 、 リ ノ ベ は 積分 的 に 継続 する 全体 性 を どう 表 
現す る か と いう 感じ が あり ます 。 す で に ある 場 と 対話 し 
な が ら 応答 的 に 考え 、 時 間 の 菩 積 を どう 掴む か に あ 
る 。 団 地 の 再 生 に 関わ っ た 時 、 建 設 当時 の 設計 者 の 
きま ざま な 工夫 が 伝わっ て き て 、 そ の 人 た ちと 対話 す 
る よう に 設計 し た こと が 楽し か っ た の で す が 、 塚 本 由 


晴 さん の 論考 「 住 宅 作品 の 住み 繋ぎ と つく り 繋 ぎ 」 は 、 


それ を 深く 突い て いま す 。 時 代 が ノン フィ クシ ョ ン 的 な 
あり 方 を 要求 し て いる こと も ある し 、 そ れ を 素直 に や っ 
て いく 楽し さも ある 一 方 で 、 強 い フィ クシ ョ ン を 構想 す 
る 力も も つべ き で す 。 リ ノ ベ の 方 が 面白 く 見 える 背景 に 
は 、 建 築 家 の フィ クシ ョ ン の 構想 力 が 弱まっ て いる 、 
と いえ る の か も し れ ま せん ね 。 

高橋 リノ ベー ショ ン 特 集 と は いえ 、 設 計 者 が 採っ た 
方 法 と その 効果 を 記事 に する だ け で な く 、 茎 存 建築 
の 歴史 も すべ て 引き 受け た うえ で どう いう 全体 的 価値 
が 構築 で きる か を 考察 する 方 が 建築 の 本 質 に 迫 れ る 
と 思い ます 。 建築 を 見 る 時 は 、 ア イデ ア よ り ま ず は 目 
の 前 の 状態 に どっ と くる か で す よね 。 内 藤 さ ん の 「 佳 


「 住 居 No.1 共生 住居 


居 No.1 共生 住居 」 は 、 住 みな が ら 少し ずつ 変え て 、 
小刻み な 行為 の 積み 重ね に よっ て 部 成 され て いく よう 
な 価値 が ある と 思い ます 。 ま た 、 キ ッ チ ン や 階段 が ょ 
た つ 隣 り 合っ て いた り 、 核 家族 住宅 で は 見 られ な いこ 
と が 起き て いて 建築 と し て 魅力 的 で す 。 今 号 の 中 で 特 
に 力強く 見 えた の は 、 徹 底 じ て ノン フィ クシ ョ ン 的 な 行 
為 だ け で で き て いる か ら な ん で すか ね 。 ほ か の 作品 に 
は 、 リ ノ ベ が どこ か イベ ント と し て 切り 離さ れ 、 フ ィ ク ショ 
ン 構築 に 専念 し て 見 える も の も あり まし た 。 さ ま ざ ま な 
要素 を 抽象 化 さ せ た り 、 設 計 者 の スタ イル を も ち 込 ん 
だ り 、 新 築 に 用 いる よう な アイ デア を 採用 する よう な 姿 
勢 で す 。 村山 徹 さん 加藤 亜矢 子 さ ん の 「 天 井 の 本 円 」 
は 抽象 的 な つく り で 、 ア ー ト イン スタ レー ショ ン の よう 
で す 。 建築 家 の 設計 で あろ う 茎 存 建築 に 対し 、 そ れ 
を いろ いろ と 耕 定 し な けれ ば 提案 が 成立 し な いよ うに | 
も 見 え 、 前 任 者 に 後ろ め た い 感じ が し まし た 。 ピ フォ ー 
( 間 題 ) と アフ ター (解決 ) の よう に 改修 前 後 の 価 値 を 分 
離さ せ て し まう と 、 住 宅 の 全体 価値 が か えっ て 見 え ブ 
らく な る 気 が し ます 。 対 照 的 に 、 ア トリ エ ・ ワ ン の 「 八 
ウス ・ ア トリ ウム 」 は 、 戸 尾 任 宏 さ ん の 建築 に 再び 人 遷 
が 訪れ た よう な 了 融 合 の 魅力 を 感じ まし た 。 論 考 で は 、 
建築 が 継承 され る 際 の モラ ル や 、 建 築 家 で な いと 成せ 
な い 既 存 建築 に 対す る 創造 的 分 析 が 書か れ 、 建 築 が 
生き 物 で ある か の よう に 見 えま し た 。 

馬場 リノ ベ と し て 建物 に 介入 する 時 、 歴 史 や 時 間 を 
引き 受け て それ に 接木 を する よう に 馴染 ませ よう と する 
姿勢 と 、 あ えて 異物 を 挿入 する こと で 時 間 の ズレ を 表 
現す る 姿勢 、 ふ た つの 傾向 が あり ます ね 。 そ う 見 る と 「 天 
井 の 檜 円 」 は 、 あ えて 意識 的 に 時 間 を 断絶 させ よう と 
し て いる よう に 読め ます ね 。 中 村 好 文 さん や 横内 敏 人 
きん と いっ た ベテラン は 、 既 存 の 建物 を あく まで 箱 と し 
て と ら え た 自己 完結 性 が 高い 建築 を たつ くっ て いま す 。 
逆 に ツバ メア ー キ テク ツ な どの 若い 世代 の 方 が 通り 土 
間 な ど 昔 か ら あ る 言語 を 使い 、 雑 然 と し た 場所 の ハー 
モニ ー を 考え よう と し て いる こと が 伝わっ て きま すね 。 
内 藤 武田 清明 さん の 「6 つ の 小さ な 離れ の 家 」、 こ 
れ は あり だ と 思っ た 。 こ の 最初 の 見 開き を 見 て 思い 出 
し た の は 、 氏 木 了 二 さん の 「 絶 対 現場 」。 あ れ と 共通 
する よう な 、 建 築 を むき 出し に し て いっ た 時 に 現れ る 
アプ スト ラク ト な 何 か が ある 。 安 倍 良さ ん の 「 コ ヤ ト キ 
ト ツ キ 」 は 、 フ ラン ク ・O・ ゲ ー リ ー の 自邸 を 連想 し た 


「6 つ の 小さ な 
離れ の 家 」 


「 ハ ウス ・ ア トリ ウム 


な 。 ゲ ー リ ー も 出発 点 は リノ ベ 的 な 空間 の 住宅 だ っ た 
の を 思い 出し た と いう 意味 で は 面白 か っ た 。 

高橋 「 コ ヤ ト キト ツキ 」 は 、 コ ン テ ナ や 2 次 製品 が 適 
度 に 組み 合わ され 、 既 存 と 増築 部 を 曖昧 に し て いく ア 
プロ ー チ が 、 リ ノ ベ で し か で き な い ダイ ナミ ッ ク さ に 緊 
が っ て いま す 。「6 つ の 小さ な 離れ の 家 」 は 、 温 室 の 
離れ が な ぜ 屋 根 の 下 に ある の か 分 か り づ らい し 、 庭 
に 則 か れ た 離れ の 方 が 温室 に な り そ う で す 。 デ ィ テ ー 
ル を きれ い に 納め た ガラ スパ ピリ オン を た くさ ん 挿入 し 
て いま す が 、 ラ フ な 木造 軸 組 に よる 民家 の 庭 づく り 的 
な 改修 を 、 こ れ ほ ど ま で に プロ フェ ッ シ ョ ナル な 精度 
で 行う と 、 連 続 的 な 行為 に な り に くい 気 が し まし た 。 
馬場 雑然 と し た 場所 の ハー モニ ー を 考え て よう と し 
て いる の は 「 コ ヤ ト キト ツキ 」 で 、「6 つ の 小さ な 離れ の 
家 」 は 異物 を 挿入 し て 新規 性 を 出 そ う と し て いま すね 
内 藤 どちら に し て も 、 今 回 の リノ ベ が その 家 に と っ て 
ひと つの プロ セス だ と 見 える か どう か と いう の は ある ね 、 
また 5 年 後に リノ ベ さ れる か も し れ な いし 、 そ う や っ て 住 
み 繋 げ ら れ た 結果 100 年 残る 住宅 ちあ ある か も し れ な い 。 
そう いう 観点 か ら 見 る と 、「6 つ の 小さ な 離れ の 家 」 は 
現状 が 作品 に な りす ぎ て いて 、 次 の 姿 が 想像 し に くい 。 
実際 に 行っ て みて どう 見 える の か 知り た いと ころ だ ね 。 
馬場 僕 が り ノ ベー ショ ン と いう 単語 を 意識 的 に 使っ 
て 仕事 を 始め た 15 年 ほど 前 は 、 主 に 都市 部 の スト ッ 
ク が 対象 で し た が 、 今 回 の 特集 で は 地方 都市 で の リノ 
べ の 可能 性 を 見 まし た 。「6 つ の 小さ な 離れ の 家 」 や 工 
藤 潜 平 さん の 「 東 松山 の 家 」 の よう に 、 地 方 都市 で は 
人 口 が 減り 、 空 間 が どん どん 余っ て いま す 。 そ の 状況 
で すべ て を り リノ べ す る と 過剰 投資 に な っ て し まい ます 。 
素直 に 建物 を 壊し 、 屋 根 だ け 残 し て 屋内 外 を 曖昧 に 
する 。 さ ら に 居住 域 も 最低 限 まで 絞っ て 、 そ こ に 必要 
な 機能 と 投資 を 集中 させ 、 あ と は ざっ くり と し た 
割り 切っ て いま す よ ね 。 既存 に ひと 手間 を 加え て 楽し 
い 方 向 に 変換 し て いく 手法 は すご く 面 白い 。 美 し く ス カ 
スカ な 地方 都市 の 風景 が 想像 で きた こと が 、 今 回 の 1 
番 の メッ セー ジ で し た 。 ツ バ メ アー キテ クツ の 「 天 窓 の 
町 家 」 も 、 断 熱し て いる 以外 の 場所 は ほぼ 外部 と と ら 
えて いて 、 こ の 割り 切り 方 が 地方 都市 と 付き 合う 彼ら 
の 回 答 だ と 思い まし た 。 地 方 都市 に お いて 、 町 家 や 
伝統 民家 と いっ た 街 の 風景 を 形成 する 重要 な 建築 を 
扱う こと も 多く ある の で す が 、 景 観 保護 の た め に 、 フ ァ 


「 コ ヤ ト キト ツキ 」 


「 東 松山 の 家 」 
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サー ド の 保存 に だ け 補 助 金 が 出る 場合 が 多い で す 。 そ 
うす る と 、 外 見 の 化粧 は な され る も の の 実際 は 使わ れ 
て な いよ うな 状況 に 陥っ て いる 建物 が 多く 出 て き て し ま 
いま す 。 し か し 、 本 来 住宅 は 使わ れる こと が すご く 重 
要 で す 。 た と えば 十 い 建 物 を 住み 継 び うえ で 1 番 ネ ッ ク 
と な る 、 水 回 り 改修 や や 断熱 改修 に 対し て 補助 金 が 多く 
出る よう に な れ ば 、 和 建築 が 新た な 空間 構成 を 発見 し 、 
活用 の アイ デア が 生ま れ 、 地方 都市 の 住宅 の あり 方 が 
も っ と 加速 し て いく の で は な いか と 思い ます 。 

内 藤 確か に 、 今 号 で は 長屋 や 民家 の 改修 が 多い 
で すね 。 こ うい う も の に 住む こと に 価値 を 見 出す 住ま 
い 手 が 増え て きた と いう こと は 、 つ まり ノン フィ クシ ョ ン 
を 求め て いる 人 が 増え て いる と いう こと で し ょ う 。 伝統 
建築 の 改修 を 求め られ る こと が 増え て いく 中 で は 、 い 
か に クリ エイ ティ ブ で ある か に 焦点 を 当て て 取り 上 げ る 
こと は 大 事 だ と 思う 。 中 村 好 文 さん の 「 京 の 温 所 釜 
座 二条 」 は 、 庭 に 面 し た 小さ な ニッ チ の テラ ス に 椅子 
と 本 棚 が 設え られ て いる 彼ら し い 場 の つく り 方 が 巧み 
で 、 か ゆい と ころ に 手 が 届 く よ う な 建築 だ と 思っ た 。 
- 方 で 、 シ ョ ー ル ー ム の よう な よそ よそ し さ が 感 じ ら れ 
た ん だ けど 、 は 今 は 宿泊 施設 な ん だ ね 。 こ うい う 
プロ グラ ム を 住 集 に 入れ る べき な の か と いう 違 和 
感 も ある 。 住 宅 を 箱 築 す る 時 に 参考 に は な る けれ ど 、 
の 本 論 で は な いよ ね 。 物 干し 場 の な いよ うな 住 
E ま いと し て の リア リティ が も て な いな 。 

馬場 人 が 頑張 っ て 住ん で いる こと が 伝わっ て くる 
生々 し さと は 少し 違い ます ね 。 し か し Airbnb な どの サー 
ビス の 発生 は 、 法 律 の 改正 と 密接 に 繋が っ て いて 、 
宿泊 産業 へ の 企業 の 参入 が 現代 の 住宅 の あり 方 に 大 
きく 影響 し て きま す 。 そ し て 、 国 が 近代 産業 と し て 住宅 
を と ら え 、 ロ ー ン に よる 所 有 で 縛り 続け て いた こと に 本 
能 的 に 若い 人 た ち が 気 づき 、 所 有する こと の リス ク に | 
対す る 違う 関わ り 方 を 発明 し よう と し て いる こと も 感じ 
ます 。 家 成 俊 勝 さき ん の 自邸 「No.07」 で も 、 彼 が 賃貸 
に ここ まで 投資 する こと に も 驚き まし た が 、700 万 円 か 
け て な お 所 有 し な いこ と 自体 が 家 成 さん の 表現 と な っ 
て いる と 感じ まし た 。 東京 R 不 動産 で も リノ ベ 物 件 が 多 
つく る プロ セス に 熱心 に 介入 し て も 、 で 
き あ が っ た 瞬間 人 に 貸す こと を 考え る 建 主 が 割 と いて 
拍子 抜け する の で す が 、 こ の 特集 を 踏ま える と 、 住 む 
こと に 対す る 感性 や 所 有 欲 の 変化 だ な と 感じ ます 。 


「 天 宣 の 町 家 」 「 京 の 温 所 会 座 二条 
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高橋 僕 と 世代 が 近い 建築 家 は 、 社 会 や 倫理 が ノン 
フィ クシ ョ ン し か 求め な い 場 合 で も な お 、 フ ィ ク ショ ン や 
仮説 を どう 仕込 ん で 建築 の 価値 を 導く か 、 と いう 難し 
さき に 関 え て いま す 。 だ か ら 、 家 成 さ ん の フィ クシ ョ ン へ 
向かお うと され な v に は 驚き ます 。 た だ 「No.07」 
の 論考 は 、 ノ ン フィ クシ ョ ン を 超え て 私 小説 の よう に 読 
め ま し た 。 ノ ン フ ィ ク ショ ン な 活動 は 、 そ の 活動 姿勢 を 
語 ろ うと すれ ば する ほど 活動 自体 が 目的 化し て 見 えて 、 
個人 の 中 だ け に 閉じ る お それ も ある と 思っ て いま す 。 活 
動 の 楽し さ を 私 小説 的 に 語る の で は な く 、 も っ と 抽象 
的 に 伝え る こと で 、 活 動 の 目的 に 共感 を 得る 方 が 、 社 
会 に 開か れる の で は と 思い ます 。 魚 谷繁 礼 さん みわ 子 
さん の 「 頭 町 の 長屋 群 」 は 誌面 か ら は 庭 や 縁 が 演出 的 
に 見 えま し た 。 設 計 趣 紳 に 伝統 の 継承 、 健 全 化 と あり 
ます が 、 正 統 的 な 改修 が 目的 な ら ば 、 細 か な 工夫 より 
$ 日 本 家屋 が も つ 透 明 性 や ラフ さ を その まま 活か し た 方 
が 分 か りや すい の で は な いで し ょ うか 。 

馬場 「No.07」 や 「 頭 町 の 長屋 竹 」 は 、 設 計 者 の 手 
が 入る こと で 都市 の 歴史 文脈 が 浮か び 上 が っ て くる と 
ころ に 価値 が あり ます ね 。 庶 民 が 裏 に 寄り 添う よう に 
住ん で いた 、 表 通り か ら は 見 えて こ な か っ た 住ま い の 
あり 方 が 見 えて きま す 。 家 成 さん の 特集 論考 を 読む と 、 
犬 阪 の 都市 の 歴史 が 浮か び 上 が り 、 そ れ に 反応 し な 
が ら つ くっ て いる 。 旭 築 家 は 街 の 歴史 を 風景 か ら 感 じ 
と る カカ が あっ て 、 造 形 的 な 表現 だ け で な く 発 見 自体 が 
表現 に な っ て いる こと が 面白 い の だ と 思い ます 。 

内 藤 京都 は も と も と 借家 文化 で 、 外 の 人 が 成功 す 
る に し た が っ て 中 心地 に 近づい て いく 。 京 都 の 中 心 の 
E む と いう こと は すご ろく の あがり の よう な も の 。 
こと の 流動 性 が も の すご く 高かっ た 。 今 
らい の 話 の は 
っ て 、 住 む 場 
っ た こと に 関係 し て いて 、 そ れ ら を 
うに な っ た 歴史 は そん な 『 く な い 。 
する の は 、 そ の 裏 に 「 住 宅 」 の フィ 
クシ ョ ン を 構築 する カ が 弱まっ て いる か ら な の だ ろう け 
ど 、 そ れ を 打開 し て いく こと が 正しい の か 、 近 代 社 会 
や 家族 が も は や すでに 形骸 化し て いる と 考え る か 、 も 
し く は 量産 住宅 や 持ち 家 願 望 が 生み 出し て きた 幻想 
が すでに 月 壊し て いる と 見 る か 、 さ ま ざ ま な テー マ が 
浮か ん で くる 。 だ か ら 、 リ ノ ベ は 当分 面白 そう だ ね 。 


「 頭 町 の 長屋 群 」 
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栖 策 が 大 好き だ 』 


住宅 建築 に は 

クラ イア ント の 夢 を 叶え る 列 
か つ 、 安 全 性 や 数 々 の 制 絢 
この 仕事 で は 、 た び た び 茂 し ざさ 


ンカ が 必要 だ 。 
合い を つけ な けれ ば な ら な い 。 
面 する 。 


で も 、 設 計 し た 建物 が 久 ラ イア ント に 豆 ん で も ら え た 時 、 
何 も の に も 代え が 妨 鹿 嬉し さ を 感 じ る 。 


この 仕事 を 選ん で 良かっ た 。 
僕 は 、 建 築 が 大 好き だ 。 
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作品 18 題 

908 清里 の グラ スハ ウス 未 光 弘和 末光 陽子 / SUEP. 
018 方 眼 の 間 古 和 弘一 建築 設計 事務 所 

028 玉城 の 家 STUplo cocHI ARcHiTEcTS 

036 長 床 の 家 Life style 工 房 安 交 好 太朗 

042 基 野 の 家 形 下 均 旭 築 工房 

050 松山 の 住宅 松本 悠介 建築 設計 事務 所 

058 町 家 倶 楽 部 意 海 光 ぶ らん ・ に じゅ うい ち 

066 シラ ス 洞 窟 の 家 英 + 唐 本 研 介 + 三 原 悠子 
074 守山 の 地表 と 住処 倉橋 友 行 / 倉 橋 友 行 建築 設計 室 
082 船橋 梨園 の 家  # 上 洋介 建築 研究 所 

090 日 光 の 家 TAKiBI 栃 内 秋彦 + 佐 藤 季 代 

098 寄 棟 の 舎 服部 信康 建築 設計 事務 所 

106 大 津 の 住宅 sruplo Yuko MAKI 

112 防府 の 家 皿 村 健一 /KEN 一 級 寺 筑 士 事務 所 

120 間 の 間 の 家 高野 洋平 + 森 田 祥 子 /MARU。architecture 
128 毛 鹿 母 の 家 浅夫 雄 + 吉 田 澄 代 / 容 築 計画 

134 竹林 の 家 臭 野人 + 作 ノア トリ エ ・ プ リコ ラー ジュ 


140 鹿屋 の 家 吉 計 万 ニ ノ ヨ シタ ケ ケ ンジ 建築 事務 所 
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『 新 建築 住宅 特集 』2019 年 3 月 別冊 は 、 集 成 材 と 接 
| 合金 物 を 使用 し 地震 に 強い 木造 住宅 を つく る た め の 
SE 構法 を 提供 し て いる エヌ ・ シ ー・ エ ヌ (NCN) の 特 
集 号 で す 。 
NCN で は SE 構法 の 普及 を 通し て 、 木 造 住宅 の 耐震 
| 化 だ け で な く 、 さ ま ざ ま な 方 向 へ の オー プン 化 (三木 造 
住宅 を ひら く ) と いう こと を 当初 か ら 目 指し て いま す 。 
本 特集 号 で は 、 さ ま ざ ま な 方 面 で 活躍 する 建築 家 と の 
コラ ボレー ショ ン や 、 大 規模 木造 建築 の 最新 事例 な 
ど 、NCN の SE 構法 に よる 取り 組み を 紹介 し 、 新 し い 
木造 住宅 の あり 方 を 探り ます 。 


発行 : 思考 
また 、 巻 頭 イ ンタ ビュ ー で は 、 東 大 名 誉 教授 で 日 本 の 株 式 会 社 新 守 築 社 と 9 | 
〒100-6017 さ * っ 


建築 法 、 填 築 生産 研究 の 大 家 で ある 内 田神 哉 氏 東京 者 代田 区 吉 が 関 三 5 号 諾 が 関 ビル ディ ング 17 隊 。- 
に 、 こ れ か ら の 工法 に つい て お 話 を 伺い まし た 。 Tel.03-6205-4380 Fax.03 386 。 が SS も 
https:/shinkenchikuonlrre。 SYS 
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156 第 12 回 「 建 築 九州 賞 」 発 表 / 第 8 回 サス テ ナ ブ ル 住 宅 賞 発表 建築 士 事務 所 の 業務 報酬 基準 を 10 年 ぶり に 改訂 
/ 平 成 30 年 新設 住宅 着工 、 持 家 と 貸家 が 減少 / 東 京都 現代 美術 館 が リニュ ー ア ル ・ オ ー プ ン 


BOOKS 


157 日 本 建築 学会 編 建築 フィ ー ル ド ワ ー ク の 系 譜 』/ 内 田 祥 哉 著 『 デ ィ テ ー ル で 語る 建築 』/ 戸 谷 英世 著 『 欧 米 の 建築 家 日 
本 の 建築 士 』/ ジ ェ イ ン ・ ジ ェ イコ ブ ズ 著 サミ ュ エ ル ・ ジ ッ プ ネイ サン ・ シ ュ テ リン グ 編 宮崎 洋司 訳 『 ジ ェ イ ン ・ ジ ェ 
イコ プ ズ 都市 論集 都市 の 計画 ・ 経 済 論 と その 思想 』 


EXHIBITION 


158 「index architecture/ 建 築 知 」 建築 の た め の 知 の イン フラ を つく る 発表 シン ポジ ウム ノワ イル ド ・ エ コロ ジー : 能 作文 徳 展 
RCR ア ー キ テク ツ 展 夢 の ジ オグ ラフ ィ ー レポ ー ト : 坂 邊 卓 / 子 ども の た め の 建築 と 空間 展 
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東側 外観 。 ガ ラス 屋根 床 軸 春 旭 融 こ と を 
ガラ ス 面 の 東側 に は 、 玉 剖 還 語 が 清流 上 : 


南側 外観 。 ゲ ラス ハウ ス の 屋根 は 西側 の 個室 上 部 の 壁 と 、 土 留め を 兼ね た 三角 形状 に 立ち 上 が る 基礎 に 
到 え られ て いる 。 暖 炉 部 分 を 除い て 土間 の 下部 に は 基礎 は 打 た ず 、 土 を 硬化 させ て 仕上 げ て いる 。 


2019 03 .03 


1.112m の 高原 で は 、 le な の 人 か 
「 な 場所 で あり 、 年 間 を 通し て 穫 叶 は 低く 。 日 
多い の が 特徴 的 な 気候 で ある 。 私 だ ち は 、 
この 自負 境 を 最大 際 受 する た め 、 ガ ラス 提 
。 訟 と RC の 個室 を 組み 合わ せ だ を 考え た 
| 緑 の ト シネ ル 状 の 長い アプ ロー ナ を 抜け る グ 
ラス ハウ ス が 現れ る 。 こ の グラ スハ ウス は 地形 
) つて 柴村 の 染 を 斜め に 連続 きせ て で きた > [ ーー 
間 で 、 そ こ に ガラ ス 屋 根 を 架け だ 温室 で ある 。 1 : 1 日 
視 敬 的 な 内 外 の 連続 尾 だ け で な く 、 清流 に 沿っ る 全便 
て 流れ て くる 夏 の 流 風 や 、 冬 に 降り 注ぐ 豊か な 


日 を 享 愛す る 。 温 室 の 室内 は 、 床 を 止 で 仕 較 較 国 四 ーー 二 夫 は 

上 げた 土間 で あり 、 外 部 の 自然 と 内 部 の 個室 を | | | | | 4 

繋ぐ 中 間 領 域 と し て の 場所 と な る 。 温 室 の 中 央 ] 時 1 は お こい 
部 に は 、 段 状 に 掘り 込ま れ た 円 形 の 場 を 設け 、 の ーー ーー デミ 

中 心 に 暖炉 を 設け 、 家 族 の 集まる 場所 と し た 。 Ep クー ニー ンー ニー ニー ・ あ 。 
混 窒 の ガラ ス は 、 特 注 の ガス ケッ ト と 昌和 取得 ト ・ M 2 


型 Low.B ペ アガ ラス を 用 いる こと で 、 高 性 能 な 
断 欠 作 能 サッ シ ま し て お り 、 これ だ け 大 き な 開 ロ 
( 面 を つく りな が ら 、 建 物 全体 で 省エネ ルギー 基 
準 を 満た し て ぬる 。 冬 は 、 重 前 中 に 射 し 込む 日 
に 。 射 エ ネル ギー を 取り 込み 、 土 間 に 蓄 欠 す る 。 朝 
の 明か い 則 の 光 を 浴び な が ら 食事 を し た り 、 く 
つろ い だ り で きる 特別 な 時 間 と な る 。 夏 に は 、 
窓 を 開放 し 、 自 然 通風 に よっ て 外部 の 涼風 を 取 
り 入 れる 。 川 の せせらぎ を 聞き な が ら 、 風 を 感 
じ る 快適 場所 が 生ま れる 。 
斜面 に 埋め 込ま れ た 半 地 下 状 の RC の 個室 部 は 、 
安定 し た 明 境 の も う ひ と つの リピ ビング で ある 。 
断 癌 サッ ジ に よう て 温室 と 区 切り 、 断熱 ライ ン を 
レー ソー 形成 する と と で 、 日 中 に は 、 建具 を 開放 て 温 
/ 室 部 と 一 体 的 に 自然 エネ ルギー を 享受 じ な が ら 
暮らし 、 冷 え 込む 夜 に は 、 建 具 を 閉じ る に と で 
温室 部 と 緑 を 切り 、 葉 っ て 周 ご す 生活 と な る 。 
建物 を 自然 か ら 完全 に シャ ッ ト アウ ト する の で は 
な く 、 半 分 は 半 尾 外 宰 問 で 自然 エネ ルギー の み 
で 暮らし 、$ う 半分 は コン パク ト な 空間 で 少な い 
エネ ルギー で 暮らす 。 人 の 手 で 制御 し な が ら 、 
それ ら を 組み 合わ せ て 自然 と 一 体 的 に 通 ご す ラ 
イフ スタ イル と な る 。  ( 未 光 弘和 末光 陽子 ) 
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清里 の グラ スハ ウス 
所 在 地 山 梨 県 北杜 市 
主要 用 途 / 別 寿 

家族 構成 / 夫 婦 + 子 供 


設計 
未 光弘 和 未 光 坦 子 /SUEP 


構造 一 鈴木 府 /ASA- 担当 相川 導 太 


リピ ング 正面 身 は 洗面 、※ 
k ! 桂 、 江田 後 了 
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温室 の 通 基 コ ンク リト PS0mm 
断面 詳細 図 


ミュ レー ショ ン (夏至 ) と 
縮尺 1: 100 
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担当 / 未 光弘 和 . 末光 陽子 実 戸 優太 


環境 基本 設計 : 東北 大 学 小林 光 研 究 室 


橘 重行 ノ Passive Window Japan 

施工 

山口 工務 店 担当 / 山 口 利 秋 清永 道 溶 

設備 中 央 水道 - 担 当 / 青 本 筋 

電気 穴 原 電気 工事 店 "担当 篠原 泉 

外 機 ・ 造 園 八ヶ岳 クリ ー ン サー ビス . 
担当 藤井 幸治 

構造 ・ 材 法 

主体 構造 ・ 構 法 - 鉄筋 コン クリ ー ト 造 
一 部 木造 

基礎 べた 基礎 

規模 


4909 
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賭 数 . 地 上 1 階 

最高 の 高 さ -6,454mm 

軒 高 ^6.220mm 

敷地 面積 。 2203.51m 

建築 面積 245.97m キ 」 

( 半 式 11.07% 許容 40%) 

延 床 面積 " 245.97m' 

(容積 率 11.07% 許容 100%) 

1 階 - 245.97m 

工程 

設計 期間 - 2016 年 5 月 <y 2017 年 6 月 
工事 期間 、 2017 年 6 月 2018 年 8 月 


ず イ cz2205k の 上 
A 本 2 チレ ン フォー ム に 50mm 


縦 ガス ケッ ト 断 面 詳細 図 縮尺 1:5 

形状 を 特注 で 制作 し た ガス ケッ ト サ ッ シ 。 日 射 

取得 型 の Low-E ペ アガ ラス と 合わ せ て U 値 = 

1.39 と 高い 断熱 性 の ガラ ス 面 と し て いる 。 
(末光 弘和 ) 


敷地 条件 
^ 地域 地区 都市 計画 区 域外 
3 道路 編 負 南 6.6m 
駐車 台数 1 台 
外部 仕上 げ - ーー 
屋根 特注 ガス ケッ ト サ ッ シ (タケ チ ) 
タケ イ 式 進化 コラ クリ ー ト 防水 
外壁 / RC 打放し の 上 クリ ア 塗 装 < 
開口 部 木製 サッ シ (山崎 屋 木工 製作 所 ) 
外 構 ノ ウッ ド デ ッ キ . 枕木 な ど 
金物 プシ ステ ム ワ ー ク 
内 部 仕上 げ 
キッ チン 
床 / 土 系 告 装 (地球 環境 技術 研究 所 ) 
壁 / RC 打放し の 上 クリ ア 浴 装 
天井 / 特 注 ガ スケ ッ ト ザ サッ シ (タケ チ ) 
厨房 機器 / し 
IDe Dietrich DTI1089V' 
。 換気 扇 (シェ ー ド ) / best Lift90 
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シス モン ペリ エ ) へ て 了 イ 
壁 ・ 天 井 / カ ー ボ ンコ ー ト 大 官 仕上 げ 
カー 昌和 作 ・ シ ナ 衝 人 人 抜 オ スモ カラ ー - 
建築 金物 引手 金物 :KAWAJUN PC-366-XB 
に 表示 錠 : KAWVAJUN 3KM-19:XB /+ 


便器 LIXIL サテ ィ ス S 

洗面 カウ ンタ ー ノ タモ 集成 材 オス モカ ラー 

洗面 用 水 栓 金物 / TOTO LS716 

和室 

床 / 床 暖房 対応 琉球 叶 

壁 ・ 天 井 / カ ー ボ ンコ ー ト 左官 仕上 げ 

リピ ング 

床 / 積 層 フ ロー リン グ t=18mm (IOC プロ ヴァ 
ンス モン ペリ エ ) 
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壁 ・ 天 井 ア カー ボン コー ト 左 官 仕上 げ 
家具 匠 スト ー プ : Contura C850 
照明 / DAIKO DSY4557YT 


設備 シス テム 
空調 暖房 方 式 / 床 暖房 新 ス トー ブ 
換気 方 式 / 第 三種 換気 


骨 室 その 他 / 床 展 房 
床 / 土 系 舗装 (地球 環境 技術 研究 所 ) 給排水 給水 方 式 / 上 水道 直結 

壁 / RC 打放し クリ ア 塗 装 排水 方 式 / 公 共 下 水道 

天井 / 特 注 ガス ケッ ト サ ッ シ (タク チ ) 答 湯 納 湯 方 式 / ガ ス 式 引 湯 有 

家具 制作 暖炉 (暖炉 屋 ) 撮影 / 新 建築 社 写真 部 
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温室 内 部 の 微 気候 を エン ジニ アリ ング する 

日 射 取 得 型 に よる 蓄熱 と 、 通 風 を 促す た め の 空気 の 流れ を 制御 し た ガラ ス 温室 。 冬 
季 は 、 午 前 中 の 日 射 を 取得 し 土間 と RC 壁 に 蓄熱 する こと で 、 晴 天 時 で 外気 温 十 約 
10 度 、 曇 天 時 で 外気 温 約 3 度 と な る 。 夏季 は 、 ブ ライ ンド で 直射 を 制御 し な が ら 、 
自然 通風 に よっ て 川治 い に 上 が っ て くる 南 風 を 取り 込む こと で 、 涼 し い 高原 の 外気 温 
と ほぼ 同じ に な る よう に し て いる 。 (末光 弘和 ) 


を 設置 qz 枝 三 も 旗 に 面 し て 王 間 : 


謙 え 中 許 越 し に は な れ と 繋い で 
の 表 の 中 の どこ に いて も 家族 ジ 


気配 を 感じ る こと が で きる 。 
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中 庭 越し に は な れ を 上 晃 る 。3 尺 グリ ッ ド に 沿っ て 合板 を 張っ た 格子 梁 で 屋根 を 組み ボッ クス 状 の 図書 室 ( 右 ) と 倉 
( 左 ) を 除き 外部 空間 と し た 。 ソ トマ の ダイ ニン グ テ ー ブ ル は 制作 で 、 ネ ッ ト を 取り つげ 車 球 台 と し て も 利用 で きる 。 
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母屋 か ら は な れ へ 続く アプ ロー チ 。 飛び石 の 周り は 久 を 飼育 する た め 


深 さ 500mm の 水路 と な っ て いる 。 


| 
配置 図 縮尺 1:3.000 | 
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リビン グ ダ イ ニン グ 。 宗 際 の 内 部 王 間 か ら ソ hg 
90x45mm 角 の 材 で 構成 し 、12mm 厚 の 合板 を 


ソト マ 。 左 手 の 自立 し た コン クリ ー ト 壁面 に ベジ 
550mm と し 、 夏 場 は 昼寝 を し て 過ごす こと が イメ 
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中 庭 が 広げ る 内 外 が 一 体 と な っ た 生活 

「 案 を 考え て み ま し た 。」 最初 の 打合せ で 建 主夫 
妻 か らい くつ か の 平面 図 が 提示 され た 。 そ の 平 
面 図 を 詳し 説明 し て も ら うと 、 家 族 4 人 で 議論 
を 重ね た 楽し そう な 六 跡 も 見 られ た 。 こ こま で 検 
討 を 進め て いる の で あれ ば 、 是 非 そ の 想い を で 
きる 限り 実現 し た いと 考え た 。 

か つて 住宅 の 間取り は 、 建 主 と 大工 が 三 尺 の モ 
ジュ ー ル を ルー ル に つく り 上 げ て きた と 聞く 。 そ 
の 建 主 と 大 工 の よう な 関係 を 確立 する こと を 目指 
し た 。 そ こ で まず 、 設 計 の 議論 を 進め や すく する 
た め に 、 三 尺 の 方 眼 を 天井 に 視覚 化す る こと を 
提案 し た 。 そ の 方 眼 上 に 柱 や 壁 を 配置 すれ ば 、 
どん な 平面 で も 可能 で ある 。 ま た 、 そ の 天井 の 
方 眼 を 構成 する 格子 染 は 、 特 殊 な 技術 、 金 物 
を 用 いる こと な く 、 在 来 構法 の 延長 に 成立 させ 
て いる 。 分 か りや すい 構法 を 確立 する こと で 、 
- 般 的 な 大 工 さ ん で も 、 将 来 の 増 改 築 の 際 は 
在 来 木造 と 同様 に 、 壁 や 柱 の 移動 を 可能 に し て 
いる 。 

建 主 は 母屋 の 部 屋 の お お ま か な 配 置 の ほか 、 
個室 は すべ て 引戸 で 仕切 り 、 部 屋 自体 は 小さ く 
する こと を 要望 され た 。 そ こ か ら 引 き 戸 を すべ て 
開け る と か つて の 日 本 家屋 を 初 御 させ る 一 体感 
と 開放 感 を 感じ る こと が で きる 住ま いと し た 。 
また 敷地 に 恵まれ て いた た め 、 は な れ を つく る こ 
と を われ われ か ら 提 案 し た 。 は な れ を 設け る こと 


で 近隣 の 視線 が 遮 られ 、 中 庭 が 家 の 中 心 と な る 。 
その 結果 、 中 庭 に 面 す る すべ て の 部 屋 を 開放 的 


に つく る こと が 可能 に な っ た 。 休 み の 日 に 父親 が 
図書 室 に いて も 、 倉 庫 に いて も 、 リ ビン グ か ら 
様子 が 伺え る 。 ソ トマ で 子供 が 遊ん で いて も キッ 
チン か ら 様 子 を 見 守る こと が で きる 。 家 中 の どこ 
に いて $ 家 族 の 気配 を 感じ る こと が で きる よう に 
な っ た 。 

今回 も 大 工 を プラ ン ニ ング 段階 か ら 巻 き 込み 、 
構法 を 検討 する と 同時 に 、 建 主 の 意見 を 極力 受 
け 入 れ た 。 そ うし て 許容 力 を も つ 和 構法 を 生み 
出す こと で 、 住 まい 手 の 要望 を 取り 入れ 生活 の 
変化 に も 対応 し た 、 長 く 住み 続け られ る お お ら 
か な 家 づ くり を 目指 し た 。 ( 訓 森 弘一 ) 


建て 方 の 様子 。 工 場 で 組み 立て られ た 小さ な ユニ : 
込ま れ 、 は な れ を 含め 248 個 の 知 形 の 集合 体 と な 
に 方 眼 が 現れ た 瞬間 。 


格子 染 か ら 軒 に か け て の 近 景 。 柱 は すべ て 105mm 角 と し 格子 梁 上 部 まで 貫通 し て いる 。 


格子 梁 と その 可変 性 に つい て 

屋根 を 支持 する 格子 染 は 、 ト ラス T 面 材 (側面 及び 屋根 面 ) で 成立 し て いて ヒエ ラル キー の ある 構成 で 、 鉄 骨 造 の よう な 線材 の 
み で の トラ ス と は 異な る 。 こ れ は 木 の 力 の 流し 方 に 多様 性 が ある こと の 違い に 起因 する 。 将来 の 壁 や 柱 の 移動 に 関し て は 、 現 状 
と 比べ て 壁 量 が 減少 し な いよ うに すれ ば 屋根 面 の 性 が 連続 し て いる た め 、 比 較 的 自由 に 行え る 。 柱 も 負担 する 屋根 荷重 が 増 
えな けれ ば 自由 に 行う こと が で きる 。 (高嶋 謙一 郎 / Atelier742) 


frCNe0e75mm 80.80.80。 
上 ダブ ル 


中 日 団 
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リビン グ ダ イ ニン グ 。 柱 間 3 間 半 以内 で あれ ば 、 改 修 も 自由 に で きる 


方 眼 の 間 

所 在 地 / 福 岡 県 北九州 市 
主要 用 途 / 専 用 住宅 

家族 構成 / 夫 婦 十 子供 2 人 


設計 
古森 弘一 建築 設計 事務 所 
古森 弘一 橋 人 弘 平 穴 井 健一 
構造 Atelier742 担当 高嶋 議 一 朗 
照明 Plusy 
担当 / 安 原 正樹 松 
外 構 ・: 浦田 庭園 設計 事務 所 
担当 浦田 知 裕 
施工 
山下 建設 現場 監督 山下 裕 大 
棟梁 / 興 本 
工 棟梁 浦田 昌 議 
屋根 板金 / テ クノ スラ イフ 担当 
YKKAP 担当 遠藤 明美 
木製 建具 / 江 漠 建 担当 / 漠 武美 
左官 大 前 左 宣 担当 / 大 前 恵 則 
担当 / 下 川 久 夫 
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階数 地上 1 階 
軒 高 3.540mm 最高 高 さ 4.275mm 
敷地 面積 673.49m 
建築 面積 330.88m 

(建蔽率 50.459% 
延 床 面 積 

(容積 率 34.559% 

70m 


2017 年 2 月 10 月 
2017 年 12 月 - 2018 年 5 月 


地域 地区 市 街 化 区 域 

道路 幅員 東 58m 

駐車 台数 2 台 

外部 仕上 げ 

屋根 / カ ラー ガル バ 鍋 板 撃 は ぜ 暮 き 

外壁 プ / サ イデ ィング 1=14mm ウレ タン 塗装 
レン ガタ イル (アイ コッ トリ ョ ー ワ ) ウレ タン 塗 
装 ラス モル II (富士 川 建材 工業 ) 左官 仕 上 
げ 手 落と し 

開口 部 アア ルミ サッ シ 、 木 製 建 具 YKKAP 

外 構 / ま さ 土 ガン コマ サ 、 一 部 芝 

内 部 仕上 げ 


トバ ス (LXIL) 
トイ レ 洗面 所 
床 プリ ノリ ウム (ABC 商 会 ) 


壁 ノ エコ カラ ッ ト (LIXIL) 
天井 ノラ ワン 合板 =12mm EP 
便器 / TOTO 
玄関 シュ ー ズ クロ ー ク 
床 / 磁 器質 タイ ル (KY タ イル ) 
壁 ・ 左官 仕上 げ 播 落と し 
リピ ング ダ 
床 / プ ラッ クチ ェ リ ー 無 垢 フロ 
5mm (前 田 木材 ) 
壁 ノ ラワン 合板 =12mm EP 
浸透 性 塗料 
洋室 1 洋室 2 洋室 3 マル チル ー ム 
クチ ェ リー 無垢 フロ 
nm (前 田 木 材 ) 
EP 


天井 / OSB ボ 
は な れ 倉庫 
床 / カ ラー モル タル 金 ご て: 
壁 ノ 
倉庫 : OS5B ボ ポー ド =12mm EP 
天井 / OSB ボ ー 
外部 仕上 げ 


コピ ーー- 敵 促 騙 / 
NON 35 所 朋 
ング INNNL 


。 ソ トマ を 中 心 に びと が 集う 。 
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特集 : 平屋 と いう 選択 


玉城 の 家 | 
House in Tamagusuku 
沖縄 県 南城 市 


STuDploieGHl ARCHITECTS 


ーー 
0 


車 熱帯 の 風土 の 中 に 暮らす 


近年 、 沖 縄 で は 均質 化 が 進ん で ほか の 
地方 都市 と も 変わ ら な い 街並み が 増え 、 辛 うじ 
て 地域 性 を 残し て いる の は 植物 と 空 、 海 《 ら い に 
感じ られ る 。 本 州 仕様 の 省エネ や 高 気 密 高 断 
熱 の 価値 観 に 流さ れ 、 風 の 通る 開放 的 な 空間 
は な く な り 、- 周 り を コン クリ ー ト で 固め 、 小 ざい 
窓 を 閉じ 、 空 調 の 効い た 快適 な 室内 空間 を も つ 
住宅 に 変わ っ で き で Ma る 。 夏 の 盛り は 外 に いて 
も 風 の 抜け る 庭 の 木陰 は この 住宅 で 
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じ る 空間 を つく り た 


も そん な 人 間 的 な 快適 さ を 
いと 考え た 。 

敷地 は 沖縄 県 本 島 南 部 の 集落 の 外れ に あり 、 
山 か ら 続く 傾斜 地 で 、 南 側 に 海 を 一 望 で きる 周 
辺 を 緑 に 囲ま れ た 場所 に ある 。 北側 に 山 を 削っ 
て つく られ た 道路 が 通り 、 山 か ら 続く 敷地 は 道 
路 よ り 少 し 高く な っ て いる 。 プ ライ バシ ー の 確保 
と 山 の 記憶 を 残す た め 、 詩 地 の 形 状 に ほな る ペ 
く 手 を 加え な いよ う 配 置 計画 を 行っ た 。 

アプ ロー チ は 、 了 敷地 高低 差 と 植物 、 建 物 の 配 
置 を 利用 し 、 ア トリ エ と 住宅 の 隙間 を 回 り 込 む よ 
うに する こと で 、 住 宅 へ の 視線 は 焦ら れ 、 海 へ 


と 視線 が 抜け て いく 。 ま た 、 内 部 の 活動 を 伺う 
よう に 来訪 者 が 一 旦 立ち 止ま り 、 無 問 な 侵入 を 
緩やか に 拒む 結界 を つく っ た 。 住 宅 と アト リエ を 
繋ぐ (前 庭 ) は 大 き な 陰 が 覆い 、 来 訪 者 の 
対応 か ら 供 の 遊び 場 、 外 で の 食事 、 ワ ー ク 
ショ ッ プ や イベ ント の スペ ー ス と 、 玄 関 の 役 目 か 
ら 活動 の 場 まで 多目的 な 空間 と な る 。 内 部 は 、 
外 と 連続 し た 開放 的 で 風 の 抜け る 陰 の 空間 と し 、 
子供 た ちの 駆け 回 る 大 き な 林 陰 の よう な 快適 
と 、 こ の 地 の 伝統 や 精神 條 を 再 構 築 し た 沖縄 の 
現代 建築 を 目指 し た 。 (五十嵐 敏 基 ) 
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One-story House 


大 屋根 の 下 で 内 外 を 行き 来 し て 暮らす 
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配置 平 面 図 縮尺 1:90 


52 


配置 較 縮尺 1 : 4.000 


北側 全景 。 前 面 道路 と 1.300 一 2.200mm の レベ ル 差 が ある 。 道 路側 は アト リエ と 住宅 の 間 の アプ ロー チ 。 
段階 的 に 植物 を 増やし て いき 、 将 来 的 に は 森 と な っ て 建物 を 科 う 計画 。 
032 2o903 


アト リエ か ら 南 東側 を 見 る 。 内 外 が ひと 続き と な っ て 見 える よう に 、 建 具 の 枠 を 


駐車 場 か ら ア トリ エ を 見 る 。w2.700xh2.500mm の 大 き な 建 
具 は チー ク で 制作 。 机 は ニー ビ 石 と 呼ば れる 沖縄 県 の 山 の 中 か 
ら 採れ る 卵 型 の 石 を 脚 と し 、 そ の 上 に チー ク の 天 板 を 乗せ て いる 。 


」 


二 


断面 詳細 図 縮尺 1:80 
GO 275 
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は 置 せ ず 、 屋根 に 建具 の レー ル を 彫り 込ん だ 納 ま 


アト リエ か ら ナ ー (前 庭 ) を 見 る 。 住 宅 へ の アプ ロー チ 


は 版 築 の ベ ペンチ 。2 棟 の 屋根 の 隙間 か ら 光 が 差 し : 


玉城 の 家 

所 在 地 / 沖 縄 県 南城 市 

主要 用 途 / 専 用 住宅 

家族 構成 夫婦 十 子供 3 人 


設計 


STUDIO COCHI ARCHITECTS 
担当 五十嵐 敏 森 


内 部 ・ 林 工事 ・ 家 具 atelierNUK 
担当 佐々 木 幸 史郎 


時 


て アト リエ 大 区 る 。 リ ピン グ の ソフ ァ は イヌ マキ 材 の 育 も た れ に Kvadrat の 生地 で 制作 し 


大 国 提 台風 の 日 以 : 


外 構 ・ 造 園 庭 善 担当 / 比 喜 繁 

土 壁 ・ 土 間 三 和 土 ・ タ ラ ソ ミ ックス 営 山 官 業 
担当 / 堂 山 政 人 

石 貼り ・ 土 間 三 和 土 ・ 芝 貼り ・ 内 部 塗装 
担当 / STUDIO COCHI ARCHITECTS& ワ ー 
クシ ョ ッ プ 

構造 ・ 構 法 

主体 構造 構法 補強 コン クリ ー ト ブロ ッ ク 造 

基礎 鋼管 杭 

規模 

階数 地上 1 階 

軒 高 3.451mm 最高 高 さ 3.871mm 

敷地 面積 651.32m* 

建築 面積 144.65m 
(建蔽率 22.20% 許容 70%) 

延 床 面積 105.72m' 


(容積 率 16.23% 許容 200%) 
1 階 105.72m 


2017 年 1 月 6 月 
2017 年 6 月 ~- 2018 年 4 月 


無 指定 地域 

北 13.12m 駐車 台数 4 台 

屋根 プ コ ンク リー ト 金 ご で て 押さ え 一 部 遮 熱 防 
水 塗装 


外壁 プ / モ ル タ ル 研ぎ 出し 仕上 げ 一 部 コン ク 
リー ト 打 放し (普通 型 枠 ) 浸透 系 水 剤 

和室 外壁 / 土 壁 (セメント 入り ) 

開口 部 木製 サッ シ (チー ク 材 ) 

内 部 仕上 げ 


一 きま を 間 


は ほとん ど 開 け 放ち 、 内 外 が 一 体 と な っ た 暮らし を し て いる 。 


リビン グ ダイ ニン グ キッ チン 寝室 
トイ レ 洗面 脱衣 室 
床 / コ ンク リー ト 唐 き 防 鹿 塗 装 
壁 プ クイ ッ ク & イ ー ジ ー (プラ ネッ トウ ォ ー ル ) 
一 部 モル タル 研ぎ 出し 
天井 / コ ンク リー ト 打 放し (普通 型 枠 ) 
厨房 機器 / 
食 洗 器 / バ ナ ソ ニッ ク NP-45VS6 
ガス コン ロ ノ リン ナイ RD640STS 
家具 制作 
照明 / LED ダ ウン ライ ト 
建築 金物 / 
シン ク 水 栓 金物 / CERA Ono 
便器 / バ パナ ソニ ッ ク アラ ウー ノ 
洗面 カウ ンタ ー ノ 制作 (タラ ソ ミッ クス ) 
浴室 


子供 室 


上 
9」 


ダニ ジ テー ブル 
チク 


1 momee 


Cr2450 


3708 


3319 


4350 


床 / コ ンク リー ト 磨 き タラ ソ ミ ックス コー ト 剤 
壁 プ モル タル 塗り 押さ え 仕上 げ 撮 水 剤 
天井 / コ ンク リー ト 打 放し (普通 型 枠 ) 揚水 剤 
照明 / LED ダ ウン ライ ト 
和室 
床 / 畳 
壁 / 土 般 
天井 / 土 塗り 
照明 / LED ダ ウン ライ ト 
設備 シス テム 
空調 冷暖 房 方 式 / ル ー ム エア コン (和室 ・ 
寝室 ) 
換気 方 式 / 第 三種 換気 
給水 方 式 / 上 水道 直結 
排水 方 式 / 合 億 浄化 模 
給湯 方 式 / ガ ス 給 湯 器 

撮影 神宮 巨樹 


給排水 


給湯 


上 : ダイ ニン グ か ら リ ビン グ を 見 る 。 正面 は 


節 り 棚 兼 靴箱 。 下 : 廊下 か ら 和室 を 見 る 。 
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One-story House 


配置 平面 図 縮尺 1:80 
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減 築 し て コミ ュ ニ ケー ショ ン の 場 を つく る 


360 


ー 9835 


日 常 の 光景 を 残す 

敷地 は 福島 県 南 相 馬 市 で 、 福 島 を 代表 する 祭 
り の ひと つ 「 相 馬 野 馬 追 」 の 舞台 と し て 有名 だ 。 
し か し 、 今 は 「 一 時 避難 指示 区 域 」 と し て の 知名 
度 の 方 が 上 だ ろう 。2011 年 の 福島 第 一 原子 カ 
発電 所 の 事故 以降 、 街 を 離れ た きり 戻ら な い 人 
も 多く 、 空 き 家 も 目立つ 。 建 主 の 両親 も 一 時 放 
難 を 余儀 な くさ れ た 。 規 制 が 解除 され 、 長 年 慣 
れ 親 し ん だ 土地 に 戻る こと を 選ん だ 両親 の 家 を 、 
われ われ が 改修 する こと に な っ た 。 


2019 03 


築 34 年 の 平屋 は 、8 畳 問 が 7 つ に 広い 台所 、 ト 
イレ が ふた つと いう 、70 代 の 夫婦 2 人 が 暮らす に 
は 広 す ぎる 間取り だ っ た 。 相 続 後 の 管理 まで 考 
慮 する と 、 現 実 的 に は 減 築 する こと が ベタ ー だ と 
思わ れ た が 、 岩 災 に も 耐え 抜い た 瓦 屋根 は 力 強 
く 、 こ の 伴 ま い を 活か すこ と に し た 。 

建 主 の 父 は 、 か つて 相馬 野馬 追 の 総 大 将 を 務 
め る な ど 、 地 域 の 伝統 行事 を 大 切 に 受け 継い で 
きた 人 で 、 昔 か ら 来 客 が 絶え な か っ た そう だ 。 
いつ も 誰か し ら と 縁側 に 腰掛 け て 話し て いる 光 


景 が 、 実 家 の 日 常 だ っ た 。 縁側 は 人 を 迎え る の 
に ちょ うど よい 場所 だ 。 訪 れる 人 に と っ て も 、 靴 
を 脱 で ほど か し こま ら ず 、 い つ で も き て パッ と 立 
ち 去 れる 気軽 さ が あ る 。 南 相馬 に は 雪 は ほど ん 
ど 降ら な い の で 、 季 節 を 間 わ ず 、 お 茶 と タバ コ 
の 縁側 コミ ュ ニ ケー ショ ン は 行わ れ て きた 。 所 
屋根 と 共に 、 こ うし た 日 常 の 光景 を 残し た い 。 
地域 に 戻っ て きた 人 びと の 拠り 所 と な り 、 日 常 的 
に 交流 の も て る 場 を つく る た め に 、 屋 根 架構 は そ 
の まま に 居住 部 分 を 最小 限 に 減ら し て 、 残 り の 


4095 


大 部 分 を 広 緑 と し た . 
相 』 の 際 に は 、20 人 前 後 の 人 びと が 入 
れ 替 わり 立ち 替わり この 家 に 集まる 。 靴 を 脱ぎ 
収納 する た め の 玄関 を 設け た も の の 、 来 客 は 玄 
関 を 通ら ず 広 い 縁側 の どこ か ら で も 訪れ る こと が 
で きる よう に し た 。 祭り の 後 、 互 い を 労い な が ら 
広 縁 に 集まっ て ゝ 合う 地域 の 人 びと の 姿 が 眼 
に 浮か ぶ 。 そ の よう な 光景 が 末 長 く 続く こと を 


願っ て いる 。 (安齋 好 太 郎 ) 


上 : 南西 側 夕景 。 
さま ざま な 花 や 緑 を 楽し * 


庭木 が 多く 、 春 か ら 秋 に か け て 
と が で きる 。 下 : 南側 全景 。 
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\ 長 床 の 家 
電 所 在 地 / 福 島 県 南 相 馬 市 
主要 用 途 / 専 用 住宅 


房 担当 / 安 診 好 太 郎 渡部 翔太 
照明 設計 
施 エ 
Uife 房 担当 / 古 関 秀章 

サム シン グ 担当 / 東 藤 孝文 


佐藤 重 建築 担当 / 
左官 藤巻 左官 工業 
サッ シマ 担当 / 梶 山 政志 
建具 太 齋 木 工 所 担当 / 彰 藤 正義 


内 装 鎌田 企画 担当 鎌田 成 真 
タタ ミ の エン ド 


ツボ イ 担当 遠藤 耕 久 
電設 担 品 信 一 

日 東 物産 担当 / 佐 々 木 正和 
瓦 穴澤 瓦 店 担当 穴澤 章 
構造 ・ 構 法 
主体 構造 ・ 構 法 木造 在 来 工法 
基礎 布 基礎 
規模 
階数 地上 1 階 
軒 高 3.806mm 最高 高 さ 6.089mm 
敷地 面積 1.419.20m 
建築 面積 194.72m 

(建蔽率 13.79% 許容 66 


グ キ ッ チ ン を 見 る 。 リ ビン グ と . 


室 、 和 室 が 並ぶ 。 


キッ チン を 縁側 に 開け た 南側 に 配置 。 天気 の よい 日 は ダイ ニ グ キ ッ チ ン と 隣接 し た 縁側 を 外 の リビン グ と し て 使え る 。 


延 床 面積 156.14m 
(容積 率 11.0% 

1 階 156.14m 

工程 

設計 期間 2016 年 12 月 2018 年 7 月 
工事 期間 2017 年 11 月 ~- 2018 年 7 月 
敷地 条件 


*3806 


断面 詳細 図 縮尺 1:75 


左 : 玄関 。 既 存 の 位置 や 規模 を その まま 活か し て いる 。 右 : 縁側 か ら 南 北側 を 見 る 。 玄 
関 と リビン グ の 間 に 外 部 空間 を 挟ん だ 構成 に な っ て いて 、 玄 関 を 介さ な く て も 出入 り で きる よ 
うに な っ て いる 。 縁側 上 部 の 天井 ライ ティ ング レー ル か ら シ ー ン に 合せ ライ ティ ング を 変え る 。 


地域 地区 都市 計画 区 域 

道路 幅員 東 5.Om 駐車 台数 5 台 

外部 仕上 げ 

屋根 / 瓦 (既存 利用 ) 

外壁 / 訟 業 系 サイ ディ ング リシン 吹付 け 塗装 

開口 部 // 木 製 建 具 複合 サッ シ 

縁側 プス ギ 30x105mm 目 透 か し 張り t=15mm 

内 部 仕上 げ 

ダイ ニン グ キ ッ チ ン リピ ング 

床 ノ スギ 浮 造 り 仕上 げ 

壁 / AEP 塗 装 SOLID 

天井 / AEP 浴 装 

厨房 機器 
シス テム キッ チン / YS オリ ジ ナ ル A プ ラン 
キッ チン ラク シー ナ 
換気 扇 (シェ ー ド ) 三菱 電機 VD-13ZVC3 バ 
ナ ソ ニッ クレ ンジ フー ド スク エア セン ター フー ド 
照明 / ダ ウン ライ ト パナ ソニ ッ ク LGB745802LB1 
ペン ダン トラ イト オー デリ ッ ク OP087386LD 
空調 機器 : 天井 カセ ッ ト 形 エア コン RC 
GP63RGHJ 

浴室 

ユニ ッ ト バ パス / パ ナ ソ ニッ クソ シ エ VE タ イプ 1616 

空調 機器 / MAX No.XS553C 

トイ レ 脱衣 洗面 室 

床 /CF 

壁 ・ 天 井 / AEP 塗 装 

照明 / ダ ウン ライ ト パナ ソニ ッ ク LGB74502LE1 

便器 / TOTO ネオ レス ト 

トイ レ 洗 面 カウ ンタ ー/ カ クダ イ 497-504.W 


360 


時 120x120mm 
紀 


上 人 1204450mm 


洗面 カウ ンタ ー ノ ラワン ラン バー 24mm カク ダ 
イ 497-022H 
洗面 用 水 栓 金物 プ カ クダ イ 183-119 


壁 / 乗 楽 避 

天井 / AEP 塗 装 

照明 / ダ ウン ライ ト バナ ソニ ッ ク 

LGB745602LB1 

設備 シス テム 

空調 冷暖 房 方 式 / 天 井 吊 エア コン 
換気 方 式 / 第 三種 換気 

給排水 給水 方 式 / 上 水 直結 方 式 
排水 方 式 / 合 併 処理 浄化 槽 下水 道 
放流 

給湯 給湯 方 式 / 電 気 ヒ ー ト ポン プ 

撮影 / 新 赴 築 社 写真 部 


配置 図 縮尺 1:2.000 
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特集 : 平屋 と いう 選択 


ーー ーー 
限 野 の 家 
House in Komono 
三重 県 三重 郡 


杉下 均 建 築 工房 
Hitoshi Sugishita 
Architects & associates 


ロ デ 

7 間 四 方 の 正方 形 プラ ン の 中 央 に 配 さ れ た 3 間 四 方 の / 

間 の 床 は 玄 昌 石 。 腰 掛け は 厚 さ 50mm の 2 

養生 ブラ ダン を 通し て 拡散 させ で いる 。』 

光 が 左 家 仕 上 げ の 壁 の 素材 感 を 浮か び 上 が ら せ る 計 夫 
ーー 


っ ニー 


042 20903 


南 向き の 広間 の 窓 。 広 間 と 居間 と を 区 切る 壁 に も 開口 を 設け る こと で 空気 や 視線 、 動 線 を 停滞 させ ず 、 行き止まり を な くし て いる 。 


居間 か ら 開 口 越し に 広 聞 を 見 る 。 開口 の 大 き さ は 1.200mm 角 。 


044 2o903 


り : ま MI? た ココ 
ヴ フ ァ や 広間 の 服 掛 け (に 鹿 っ た 入 と 、 食 凍 の 格子 
る 人 と の 視線 の 差 を 小さ くじ で 落ち 着き を 出し て いる 。 


広間 か ら 北 の 入口 を 見 る 。 入口 に は 網戸 も 設え られ て 
お り 、 建具 を 開け 放っ て 外 が 見 通せ る よう に な っ て いる 。 


2ol903 045 


余白 が 生む 可能 性 

敷地 は も と も と 先祖 伝来 の 広い 田んぼ の 一 部 だ っ 
た 。 地 域 一 帯 に は 昔 、 マ コモ (イネ 科 の 多年 草 ) な ど 
が 生い茂る 原野 が 広がり 、 衝 野 の 地名 は そこ か 

ら 名 付け られ た と いう 。 代々 眺め て きた だ ろう 風 自然 の 中 で 広 問 を 内 包 す る 家 
景 の 記憶 を な る べく その まま 繋ぐ よう 、 抑 えた 次 5 で 広間 
に し た いと の 思い か ら 必 然 的 に 平屋 に な っ た 。 

鈴鹿 山脈 の 姿 や 陽 の 光 な ど 自然 の 恩恵 が 充分 に 
受け られ る 反面 、 そ の 威 も 直接 受け 止め る こと 

に な る 。 そ こ で で きる だ け 軒 高 を 低く 抑え 、 鈴 鹿 

嵐 や 明 に 直接 さら され る 外 座 の 面積 を 少な くし た 。 

屋根 は 単純 な 切妻 に し て 軒 を 出し 、 外 に 向かう 
開口 は 限定 し て 設け 、 壁 面 を 多く 取る こと で 、 外 清 聞 = =。 
界 か ら 守 られ た 場所 で ある と いう 安心 感 を も た せ | 

た 。 家 族 の 集い の 中 心 に な る 食堂 の 窓 か ら は 、 

その 名 の ご と く 卿 里 を 提 徴 する 御在所 岳 を 望む 。 本 | 
木造 の 合理 的 な モジ ュー ル で ある 2 間 ス パン を 単 ドー 
位 と し て 外周 部 に 必要 な 室 を 配置 し 、 内 に 余ら せ K 

た 塗 間 を 広間 と し た 。 広 問 の 床や 柱 、 建 具 は 黒 | 
く 沈ま せ 、 天 窓 の 下 に は 腰掛 け を 配 し 、 低 い 重 ず 
心 を 意識 させ て 囲ま れ た 場所 の 落ち 着き を 出し た 。 4 
全体 を 正方 の 平面 プラ ン に 整え た が 、 広 間 に 坦 
集中 形式 の 空間 の 強い 求 心 性 が 出る と 内 に 籠り 『 
すぎ て 徐 屈 な 感じ を 与え る の で 、 切 妻 の 小屋 裏 | 
を 現し て 均質 に な る こと を 避け た 。2 間 スパ ン だ と R 

3 問 角 の 広間 に は 人柱 が ひと つ 必 要 に な る が 、 そ れ だ 


も 真中 心から 455mm ず らし て 同心 円 の 動 線 に し 


な いこ と で 肌 掛 け 前 の 空間 に ヴォ リュ ー ム を も た ! ーー 
せ て いる 。 還 

家 は その 存在 が 地域 に 与え る 影響 か ら 、 自 分 の * デ | 

も の で あり な が ら 自 分 だ け の も の で は な い 。 か た 生 。 

ち は 肌 染 みあ る も の で 、 内 に は 発展 を 感じ きせ る を | 


も の で あり た いと 思う 。 長 く 読み 継が れる 文学 や 、 アー 
時 を 超え て な お 見 る 者 を 魅了 する 絵画 な ど に は 、 

共通 し て 確固 た る 芯 が あり 、 同 時 に 受け 取る 側 に 

いろ いろ な 解釈 の 余地 を 与え て くれ る と 感じ る 。 「 


そん な 余白 を 傘 み 、 時 を 経て も 古び な い 家 の あ り 
よう を 考え て いき た い 。 ( 艇 下 均 + 出 口 侍 子 ) 


配置 平面 図 縮尺 1:100 


寝室 か ら 広間 を 介し て 食堂 を 見 る 。 要 補 の 床 は FL+840mm。 食堂 か ら 居間 を 見 通す 。 


046 2o903 
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同 記 り 正 面 に 御在所 岳 を 望む 。 
日 射 し を 調整 する 。 


西 日 が 強い 時 間 に は 窓 横 に 納まっ て いる 格子 網戸 を 閉め て 


ンー" 


トレ ス に カバ - 


居間 。 座っ た 時 に 水平 に 視線 が 移る よう 横長 に 窓 を 配置 。 南 に 設え た ソフ ァ は 肥 製 の ッ ト マ ッ 
/ グ し た も の を 4 つ 並 べ て いる 。 
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入口 へ の アプ ロー チ 。 外観 を 低く 抑え る よう 、 下 屋 の 填 
先 先端 で 高 さ 1.950mm 程 度 に し て いる 。 水 墨 画 の よう 
に 風景 と 馴染 ませ る た め に 外壁 は 淡い 墨色 に し た 。 


匠 野 の 家 電気 三重 電設 担当 齋藤 質 司 (容積 率 36.529% 許容 200%) 

所 在 地 / 三 重 県 三重 郡 攻 野 町 構造 ・ 構 法 工程 

主要 用 途 / 住 宅 板金 浅井 板金 工業 所 主体 構造 ・ 構 法 木造 設計 期間 2017 年 1 月 2018 年 1 月 

家族 構成 / 夫 婦 子 供 2 人 山口 左官 担当 山口 光 司 基礎 べた 基礎 工事 期間 2018 年 2 10 月 
タイ ル ・ 石 樋 笠 タ イル 担当 / 樋 笠 規模 敷地 条件 

設計 金 建 ・ ガ ラス コン ドウ 階数 地上 1 階 1 区 域 区 分 非 設定 


杉下 均 建築 工房 担当 杉下 均 出口 佳子 木製 建具 荒 木 建具 4.100mm 道路 北 6.0m 駐車 台数 2 台 

施工 家具 落合 洋 家具 製作 所 外部 仕上 げ 

リバ ティ 担当 辻 康宏 塗装 服部 塗装 担当 ノ 建築 面積 208.15m 屋根 / ガ ル バ リウ ム 負 板 =0.35mm 加 は ぜ 暮 き 
大 工 山中 建築 棟梁 / 山 中 一 朗 設備 アク ア 建 設 担当 / 出 口 茂 孝 (建蔽率 41 %) 外壁 プス ギ 板 t=15mm 押 緑 キシ ラ デ コ ー ル 
本 工 事 山西 鈴鹿 店 担当 丹羽 勇 買 ガス イワ タニ 三重 担当 中 川 久 司 策 開口 部 / 木 製 建具 シ 
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キモ キキ 


外 構 / ア アプ ロー チ : コン クリ ー ト 
い 出し CB 敷き 


ポー ド 下 地 プラ スタ ー 中 塗り 

井 / 小 屋 組 現し 野地 板 : ス ギ t= 

登 イマ ツ 105x150@910mm 
家具 アシ ナベ ニヤ 

照明 / 陶 製 得 子 (青山 製 陶 ) + 白 熱 球 


換気 扇 (フー 

フー ド : 制作 

家具 / 天 板 : SUS No.4 加工 面 材 
スギ 無垢 

便 

洗面 器 / 洗 面 : TOTO SK106 

Tform FAA70-2203 


浴室 


床 ・ 壁 プ / モ ザイ クタ イル 貼り (協同 組合 ケー エ 


スジ ー) 


井 / ス ギ 板 ( 


明 / ヤ マギ ワ BEGA 


バス 


東 面 の 外観 


撮影 / 新 建築 社 写真 部 
配置 較 


縮尺 1 


辺 は 水田 や 畑 が 広がる 。 西 の 山並 み に 呼応 する 切 大 屋根 。 


特集 : 平屋 と いう 選択 


ん エ 空 
松山 の 住宅 
House in Matsuyama 

| 要 媛 県 松山 市 


松本 悠介 建築 設 計 事務 所 | 


Yusuke Matsumoto Architects | 
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ル グ か ら 玄 関 を 見 る 。 し 
の 一 方 で 外壁 の 内 側 の 壁 は 室内 の 延長 と し て 感じ られ る よ 
う | 


唄 調 佐 官 材 仕上 げ と し て いる 。 視線 が 抜け る よう に 玄関 扉 と 
| 外 頒 の 開口 を 設け 、 内 外 は 4m の 建具 の 開閉 に よっ て 仕切 る 
7 。 / 
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『」 


環境 を つく る 

愛媛 県 松山 市 に 建つ 、 夫 婦 と 子供 ふた り の た め 
の 木造 平屋 の 住宅 。 建 主 は 、 私 の 姉 夫 婦 で ある 。 
プラ イバシー を 確保 し つつ も 、 明 る く 開 放 的 な 
住宅 に し て ほし い 、 移 動 の し や すさ か ら 平 屋 が よ 
いと いう 要望 だ っ た 。 

そこ で 、 住 空間 と 連続 的 な テラ ス を 複数 設け 、 
敷地 全体 が 開放 的 な 生活 の 場 、 ど の 場所 に い 
て も 周辺 環境 や ほか の 場所 を 感じ 2 こと の で きる 


ワン ルー ム 的 な 環境 、 隣 接する スペ ー ス 同士 が 


互い に 関係 し 合う 動 的 な 環境 を つく る こと に し た 。 


- 方 で 、 プ ライ バシ ー の 確保 に 従順 に な りす ぎ 
る あま り 、 閉 鎖 的 な 雰囲気 の 建物 に な る こと は 
避け た い 。 そ こ で 、 閉 じ る こと と 開く こと を 同時 
に 解決 する 方 法 と し て 、 建 物 の 高 さ を で きる だ け 
高く し て 大 き な 開 口 を 設け 、 プ ライ バシ ー が 必要 
な 場所 に は 上 部 に 開口 を 設け た 。 そ れ に より 、 
外 に も 大 き な 開 口 か ら 室 内 の 雰囲気 が 伝わり 、 


右手 に 室 3 を 介し て テラ ス 2、 左手 に テラ ス ]1 を 見 る 。 


内 テラ ス の よう な 場所 に な る 


宮部 屋 が テラ ス に | 


を 外部 化し 、 外 部 を 屋内 化 ず る 。 そ れ に よっ て テラス: 
ム と な り 、 内 外 や 室 同士 の 境界 を 意識 する こと な く 


開放 的 な 空間 を 予見 させ る よう な 建ち 方 と な る こ 
と を 考え た 。 ま た 、 天 井 高 さき を 上 げ る こと で 、 屋 
内 外 が 同じ くら い の 明 る さ に な り 、 テ ラス や 周辺 
環境 と より 連続 的 な 環境 に な る こと を 期待 し た 。 
平面 計画 は 、 中 心 に みん な の 集まる リビン グ を 
配置 し 、 周 辺 に 個室 や テラ ス を 配置 し た 半 入 れ 
子 状 の 構成 と し た 。 室 内 は 、 周 辺 環 境 と の 関係 
を 考慮 し て 高 さ を 4m に 計画 し た 。 

室内 と テラ ス の 床 の レ ベル を で きる だ け 揃 え 、 内 


外 を で きる だ け 連 続 さ せる た め に 同じ 材料 で 仕 
上 げた 。 テ ラス の 植物 は 、 室 内 と 同様 の 存在 の 
仕方 に な る よう に 鉢植 え を 複数 置い て いる 。 

単純 な 内 部 外部 と いう 関係 の 先 に ある 環境 と 
それ ら を 同時 に 感じ る こと の 快適 さや 生活 ( 休 験 ) 
を 通し て 、 建 物 の 輸 部 が 曖昧 に な る よう な あり 
方 を 目指 し た 。 (松本 悠介 ) 
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過す 
One-story House 


| 
内 外 を 横断 し て 暮らし を 楽し 平屋 
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セー ジュ 


左 : リピ ング と チラ ス 1。 ア ラス に 和 z と SW06H だ する ご と で 介 75 じ 男 る さだ な る は テレ ビ 台 は 制作 。* 室 1。 側 の クロ ー ゼ ッ ト 上 部 
右 : リピ ング ダイ ニン 多 ツチ ン 側 の 階段 上 部 は テラ ス 4。 モ ル タ ル や 黒鉄 亜鉛 メッ キ な ど で 内 外 を で きる だ け 同 じ 素 材 で 仕上 げ て いる 。* か ら 採 光 や 通風 を 確保 。* 
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ゴト ーー コト ーー-【 リレーー ル トーー リル ーー リレー 


し 4 Eh 


配置 平面 図 縮尺 1:90 


四 リビン グ を 見 る 。 普 段 は 建具 を 開け て リ 叶 ジグ ど 拓 
の 時 ス と じ で 用 し 、 来 客 時 は 客室 と 


| 
|" る 
] 


ルク の 


テラ ス 4 か ら リ ピン グ 、 テ ラス 1 を 見 る 。 天気 が よい 日 は 、 テー ブル を 移動 し て 木陰 の 下 で 食事 
を する こと が で きる 。 植物 や 家具 の 配置 に よっ て 内 外 を 超え た 空間 の 使い 方 が で きる 。** 
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松山 の 住宅 

所 在 地 / 愛 媛 県 松 山 市 
主要 用 途 / 専 用 住宅 

家族 構成 / 夫 婦 + 子 供 2 人 


設計 

松本 悠介 建築 設計 事務 所 
担当 松本 悠介 

構造 岩下 建築 設計 事務 所 


担当 / 岩 下 晶 夫 


外 半 ・ 造 園 ハチ タス 担当 / 吉 田 司 


施 エ 
世良 建設 担当 / 世 良 正人 


設備 千 設 備 工業 担当 / 千 智 司 
電気 和田 電気 設備 担当 / 草 田 千 頭 夫 
製作 金物 西村 鉄工 担当 / 西 村 健 


造作 家具 ・ 建 具 田窪 木工 所 


担当 / 田 窪 浩三 


外 構 ・ 造 園 ハチ タス 担当 / 吉 田 司 


構造 ・ 構 法 


主体 構造 構法 木造 在 来 工法 


基礎 べた 基礎 
規模 一 
階数 地上 1 階 


軒 高 4.662mm 最高 高 さ 5. 


敷地 面積 265.08m' 
建築 面積 131.67m* 


087mm 


(建蔽率 49.67% 許容 50%) 


延 床 面積 131.67mi 


(容積 率 49.67% 許容 50%) 


1 階 131.67m' 
工程 


設計 期間 2016 年 11 月 一 2017 年 5 月 
工事 期間 2017 年 6 月 ~ 11 月 


敷地 条件 


地域 地区 第 一 種 低層 住居 専用 地域 


法 22 条 区 域 
高度 地区 10m 


道路 幅員 南 4m 駐車 台数 2 台 


外部 仕上 げ 


屋根 / 防 火 仕様 FRP 防 水 アイ カジ ョ リエ ー ス 
外壁 / 軽 量 モル タル += ニ 15mm+ 揚 水 剤 


開口 部 プア ルミ 


外 構 / 土 間 コ ンク リー ト 金 ご 


シダ ー ウ ッ ド デッキ 
内 部 仕上 げ 
キッ チン 


シュ スチ ー ル サッ シュ 


て 押さ きえ レッ ド 


床 / 床 暖房 対応 無垢 スギ フロ ー リ ング + オ イル 


ワッ クス 


壁 / 磁 気質 タイ ル タイ ルカ ン パ ニー モル タル 


金 ご で て 押さ え + 揚水 剤 
天井 / AEP 準 装 
厨房 機器 ノ 

食 洗 器 / Miele 

ガス コン ログ ハー マン 


換気 扇 (シェ ー ド ) ・ 家 具 / 制 作 


照明 / 磁 気質 ソ ケッ ト 
建築 金物 / 
シン ク 水 栓 金物 / GROHE 


9 
モタ ル に 15m( 生 アルネ 人 
本 


ルン 2 リキ 
本 
生野 に 15mm 
人 て 選 り 9m 
半 


衣 に = 


ガー ル W ア 
622 仙 
各 c て 夫 え 
人 月 2 レ ー 衣 | 


断面 詳細 図 縮尺 1:100 
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テラ ス 2 か ら 室 3 を 見 る 。 ド イツ トウ ヒ と カツ ラ の プラ ンタ ー ボ ックス は 、 
スタ ンド テー ブル と し て も 利用 で きる よう に スチ ー ル て 制作 。 約 800mm 
の 立方 体 で 、 仕 上 げ は それ ぞ れ 錆 仕上 げ と 黒鉄 ウレ タン クリ ア 。* 


浴室 

床 / 磁 気質 タイ ル 平田 タイ ル 

壁 / 磁 気質 タイ ル タイ ルカ ン パ ニー 

天井 / SOP 準 装 

照明 プ パ ナ ソニ ッ ク 

建築 金物 プ / ド アノ ブ ・ 施 錠 金 物 ・ サ ッシュ ユ 
ニオ ン (以下 同様 ) 

バス タブ ノ 下 欠 槽 大 重工 

シャ ワー 水 栓 金物 / HANSGROHE 

空 貞 機 器 / バ ナ ク 

リピ ング ダイ ニン グ キッ チン トイ レ 洗面 所 

床 ノ リビン グ ・ ダ イニ ング ・ キ ッ チ ン : 床 暖房 

対応 無垢 スギ フロ ー リ ング +oilwax トイ レ ・ 


洗面 所 : モル タル 人 金 ご て 押さ えす 揚水 剤 
壁 ・ 天 井 / AEP 塗 装 


本 
0 人 FE035m 
EC 


5087( 人 | 


家具 制作 

照明 / 磁 気質 ソケット 

便器 / TOTO 

洗面 カウ ンタ ー/ 洗面 器 サン ワカ ン バ ニー 
制作 カウ ンタ ー 

洗面 用 水 栓 金物 プサン ワカ ン バ ニ ー 

室 1~-3 

床 / 室 1・3: 無 垢 スギ フロ ー リ ング + オ イル ワッ 
クス 室 2 : 琉 球 畳 無垢 スギ フロ ー リ ング 
オイ ル ワ ックス 

壁 / AEP 塗 装 モル タル 金 で て 押さ え + 授 水 剤 

天井 / AEP 準 装 

照明 / 磁 気質 ソケット 

納戸 クロ ー ゼ ッ ト 

床 / 無 垢 ス ギフ ロー リン グ + オ イル ワッ クス 


上 : 北側 全景 。 駐 車場 を 兼ね た オ 
場所 に し て いく こと を 考え て いる 。 
方 で 建物 が 暗い 印象 に な ら な いよ うに 、 


ー ブ ン な 前 庭 を 設け 、 今 後 少し ずつ 植 栽 を 増やし て 小さ な 公園 の よう な 
下 : 北西 側 全景 。 周 辺 の 2 階 建 て 住宅 と 同じ ぐら い の 高 さ 。 光 の 当り 
外壁 モル タル の グレ ー の 揚水 材 を 3 段階 調 色 し て 塗布 し た 。* 


塁 / AEP 塗 装 | 
天井 納戸 : シナ 合板 素地 クロ ー ゼ ッ ト : ] 
AEP 塗 装 
照明 / ダ ウン ライ ト オー デリ ッ ク | 凡 - 
設備 シス テム ー 
空調 冷 服 房 方 式 / ル ー ム エア コン 選 田 
(バッ ケー ジ 式 個別 空調 ) ー 
換気 方 式 / バ イブ ファン 1 | 
その 他 / 床 暖房 ガス 温水 式 床上 房 に デー 
ガス ファ ン ヒ ー タ ー ーー ーー 
給排水 給水 方 式 / 直 結 方 式 | | 
排水 方 式 / 兆 化 民 方 式 『+ | | 
給湯 給湯 方 式 / ハ イブ リッ ド 給 湯 器 = 
(ガス ・ 電 気 ) | 拉 
撮影 / 平 井 広和 
"撮影 / 川 本 晃司 
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集 3 =: 平屋 と いう 選択 


家 倶楽部 


SO Ho JrWAira 
台 島 県 始 良 市 


超 海 光 ぶ らん NN や 還 


細 生 2 コ の の 2! る 
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水路 を 挟ん で 向かい 合う 母屋 と ゲス ト ハ ウス 
この 住宅 は 水路 を 挟ん で 母屋 と ゲス ト ハ ウス が 
向かい 合う 一 対 の 建築 で ある 。 土 問 や 庭 、 軒 
下 な ど 住 宅内 外 の 中 間 領 域 を 再生 し て 「 家 と 町 
を 上 繋ぐ 」 設 計 方 法 「 現 代 町家 」*' を 提案 し て 、 日 
本 各地 の 工務 店 と 共同 作業 を 続け て いく 中 で 、 
まず 2011 年 に 母屋 の 「 薩 摩 町 家 」 が 建ち 、5 年 
後に 離れ の ゲス ト ハ ウス と し て 「 町 家 倶楽部 」 が 
増築 され て 現在 の か た ち に な っ た 。 
鹿児島 県 始 良 市 の この 辺り は 、 蒸 暑 地 域 な の に 
町 を 歩く と 閉鎖 的 な 家 が 多く 目 に つく 。 母 屋 か ら 


離れ へ と 、 こ の 住宅 を 連続 的 に 設計 する 中 で 考 
えた の は 、 周 囲 の 環境 に 開い た 暮らし の 場 を つ 
くる こと だ っ た 。 幸 いこ の 敷地 で は 真ん中 を 農業 
用 の 水路 が 横断 し て いる 。 こ の 水路 を 生か し た 
庭 を つく り 、 そ こ に 向かっ て 母屋 と 離れ が 同時 
に 暮らし の 場 を 開く よう な 家 の あ り 方 を 目指 し た 。 
具体 的 に は 、 土 間 ・ 軒 下 ・ 縁 側 と いう 3 つの 空 
間 要 素 を 再 利用 し て 、 庭 と 住宅 と その エッ ジ (境界 
面 ) を 構成 し た 。 

母屋 か ら は 水路 の 上 に 縁側 デッキ を 跳ね 出し 、 
それ に 呼応 する よう に 対面 の ゲス ト ハ ウス で は 深 


い 軒 下 に 包ま れ た 土間 と 縁側 を 北 の 水路 と 中 許 
に 向かっ て 張り 出し て いる 。 さ ら に 土間 先 に は 石 
積み の 貯水 池 を つく り 、 ゲ スト ハウ ス の 屋根 に 降 
る 雨水 を そこ に 集め て オー バー フロ ー し た 雨水 を 
水路 に 流す 工夫 を し た 。 

「 町 家 倶楽部 」 の 土間 に は 純粋 な 土 の 三 和 土 で 
は な く 調 合 済み の ペー スト (タタ キバ イン ド ) を 使用 
し 、 地 場 で 取れ た 小石 や 砂利 を 混ぜ て 仕上 げ 
て いる 。 下地 は コン クリ ー ト の た め 土 間 床 の 浮き 
沈み の リス ク か ら は 解放 され た 。 ま た 屋根 の 登 
り 梨 を その まま 跳ね 出す こと で 1.5m の 深い 軒 の 


出 を つく り 、3m 幅 を フル オー プン する 木製 サッ 
シ と は ヘー ベ シ ー べ の 機構 を 組み 込ん だ 建具 を 徳 
島 で 制作 し た 。 あ り ょ ふれ た 町 場 の 技術 で 過去 の 
日 本 家屋 が も っ て いた 豊か な 暮らし の 場 を 取り 
戻す こと が 地域 の 工務 店 と 共同 作業 を 続け る 
「 現 代 町 家 」 の 目的 の ひと つ で も ある 。 な お 、 こ 
の 住宅 は 施工 を 担当 し た 創建 が 建 主 で も あり 、 
同社 社長 の 自邸 と な る 予定 が 、 見 学者 が 多かっ 
た た め 現 在 も モデ ル ハ ウス と し て 使わ れ て いる 。 

( 趙 海光 ) 


※1:「 現 代 町 家 」 に つい て は 、『「 現 代 町 家 」 と いう 方 法 』 
(2018 年 、 建 築 資料 研究 社 ) 参照 。 


直 問 ラウ ンジ か ら 填 記 土 問 を 介し て 中 庭 、 水 路上 に 跳ね 出し た 母屋 の 南 デ ッ キ を 
旧 る 証 四 庭 に 面 じ だ 左右 引き 分 け の 木製 建具 ( 幅 3m) は すべ て 開け 放つ こと が で き 、 
主 則 ラウ ンジ が その まま 軒下 土間 へ 連続 する 。 中 庭 へ きれ いな 影 を 落と せる よう に 、 


| | クス トバ ウス は 階 高 を 抑え た 平屋 と し 、 屋 根 勾配 を 北 の 中庭 側 に 向け て いる 。* 
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配置 平面 図 縮尺 1:90 


母屋 (本 摩 町 家 / 2011 年 竣工 ) 


母屋 南 デ ッ キタ 景 。 デッキ は 水路 上 に 跳ね 出し て ! 


母屋 の キッ チン か ら 南 デッキ を 介し て 水路 の 先 の 中 庭 を 見 る 。 


母屋 の アプ ロー チ 。 
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One-story House 


ECEEE 庭 を 挟ん で 暮 ら し を 開 く 2 醒 


ゲス ト ハ ウス の 板の間 か ら 中 庭 を 望む 。 和幸 か ら 中 旗 を 見 る 。 吉 天 風呂 。 サ ワラ 材 の 木製 浴槽 を 据え 、 天 井 は 竹竿 の 上 に ) 
筒 型 の 開口 部 は 畳 を 敷い た 「 箱 窓 」。 


2olgo3 063 
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左 : 土間 ラウ ンジ か ら 板 の 間 を 見 る 。 板 の 間 の コー ナー 部 の 柱 は 古 材 。 ホ ソ 穴 や 欠き 込み が つい て いる 。 
右 : 土間 ラウ ンジ か ら キ ッ チ ン を 見 る 。 中 央 の 箱 は キャ スタ ー 付 き の 可動 パン トリ ー (J バ ネル 製 1.450mm 角 )。 


町 家 倶 楽 部 


(建蔽率 5.8% 許容 50%) 


所 在 地 / 鹿 児島 県 始 良 市 延 床 面積 67.20m* 

主要 用 途 ノ ゲス ト ハ ウス (容積 率 4.7% 許容 80%) 
1 階 6720m' 
工程 


設計 期間 2014 年 8 月 2015 年 6 月 
工事 期間 2015 年 7 月 一 11 月 
敷地 条件 


構造 東 昭 エン ジニ アリ ング 担当 / 閲 野 淳 


施 エ 第 一 種 低層 住居 専用 地域 法 22 条 地域 
前 建 担当 / 演 田 健一 郎 道路 幅員 南 6m 駐車 台数 20 台 
設備 原田 設備 工業 担当 原田 芳 孝 外部 仕上 げ 


電気 始 良 電 設 担当 / 東 鶴 博 美 
外 構 ・ 造 園 青 楓 緑化 担当 / 岸 野 純 一 


屋根 ガル バリ ウム 銅板 t=0.35mm 堅 は ぜ 暮 き 
外壁 / 漆 喰 源 り カル クウ オー ル スギ 板張り 


構造 ・ 構 法 =15mm キシ ラ デ コ ー ル 和 梁 布 

主体 構造 ・ 構 法 木造 在 来 工法 開口 部 木製 サ ッ シ モロ ー ズ アル ミサ ッ シ 
基礎 コン クリ ー ト べた 基礎 内 部 仕上 げ 

規模 土間 ラウ ンジ キッ チン 

階数 地上 1 階 床 プ タタ キバ イン ド t=20mm カネ ミヤ 

填 高 3.850mm 最高 高 さ 4.010mm 壁 ノ メソ ポア 否 士 手 の 物 語 


敷地 面積 1422.0m* 
建築 面積 。 82.40m' 


天井 / ス ギ 板 t=12mm 目 透かし 張り 水性 塗装 
家具 可動 バン トリ ー 制 作 (J バ ネル t=30mm 
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w=1,450mm d=1.450mm hs2.000mm) 
照明 オーデ リッ ク OS047212 
木製 サッ シノ M 窓 モロ ー ズ 
板の間 
床 / 製 材 無 垢 ス ギ 板 =30mm w=180mm 
壁 ・ 天 井 / メ ソ ポ ボア 否 土 手 の 物語 
家具 / 箱 窓 制作 (スギ 幅 は ぎ バ ネル t=20mm) 
照明 遠藤 照明 RAD428L 
トイ レ 
床 / オ ー ル ドバイ ン t=20mm 本 実 板張り ( 古 材 ) 
壁 プ スギ 本目 幅 は ぎ パ ネル t=25mm 秋 張 り 
天井 / 鞭 薄 圭 
照明 / パ ナ ク ML3211-01 
便器 / LIXIL サテ ィ ス S タ イプ 


飼 
中 庭 か ら 東 側 を 見 清正 面 の 和室 と 右側 の 土間 ラウ ンジ が 軒下 空間 で 繁 が る 。 填 護 は リバ 


洗い カウ ンタ ー/ TOTO ベッ セル タイ プ 
面 用 水 栓 金物 / TOTO TCL11C2 

露天 風呂 

床 ・ 壁 / 製 材 無 垢 ス ギ 板 t=30mm 


2 っ 
天井 露天 一 部 竹 
バス タブ / サ ワラ 材 に よる 木製 治 本 
設備 シス テム # 
空調 暖房 方 式 / 新 スト ー プ (ダッ チ ウ エス 3 

ト ・ セ ネ カ ) 施工 : ウッ ドス トッ ク / 

冷房 方 式 / 壁 掛け ルー ム エ ア コン 

換気 方 式 / 第 三種 換気 
栓 湯 給湯 方 式 / ガ ス 給 湯 器 

撮影 / 新 旭 築 社 写 真 部 ] 
・ 撮 影 ノ 上田 明 。 
配置 図 縮尺 1:2.000 南東 側 外観 。 大 き な 窓 を つく ら ず 、 玄 関戸 だ け を 穴 の よ えて いる 。 


jm 


1000 。 


本 アイ パード 105m み 


ザー ルリ 


還 ラ ウン 


0 旧 


断面 詳細 図 縮尺 1:60 
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研 介 十 三 原 悠子 
Kensuke Toki 
填 Yuko Mihara 


れ た 居室 の 間 に 配 置 され 、 星 外 テ 
から の 日 射 と 床下 暖房 に よる 熱 を 薔 吾 す る 。 
は 建 主 の デザ イン に より シラ ス の 篤 石 が 埋め 込ま れ た 。 


グ 
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風土 と 呼応 する ーーー ニ ーーーー 
泊 和 県 城 市 の 放 外 、 大 山 員 出 物 が 推 柄 て 
で きた シラ ス 台 地 に 建つ 夫婦 の た め の 住 宅 で あ 
る 。 建 主 は シラ ス の 建材 会 社 の オー ナー で あり 、 
幼少 期 の 原 風景 で ある シラ ス の 洞窟 を テー マ に 、 
シラ ス の 建材 を 用 いて 周辺 環境 を 活か し た 家 を 
つく る こと を 望ま れ た 。 
敷地 は 周明 を スギ や クヌギ の 雑木 林 に 環 ま れ た 
川沿 い の 高台 に あり 、 木 立 の 合間 か ら は 時 折 噴 
煙 を 上 げ る 霧島 連山 を 望む こと が で きる 。 中 間 
期 は 木漏れ日 や そよ 風 が 心地 よく 、 晩 秋 に は 落 
葉 で 一 面 理 め つく され る 。 この 風景 が 残る よう 
に 木々 の 伐採 を 最小 限 に し て 建物 を 雑木 林 の 中 
に 配置 し た 。1 枚 の 大 屋根 の 下 に キッ チン 、 寝 
室 な ど を 地層 を くり 抜い た よう な 曲面 形状 の ヴォ 
リュ ー ム に まとめ て 分 散 配 置 し 、 そ の 余白 を 雑 
木 林 と 繋が る お お ら か な ワン ルー ム と し た 。 昌行 
し て 連なる 空間 に 玄関 、 リ ビン ダイ ニン グ を 
配 し 、 そ の 延長 に 屋外 テラ ス を 設け て いる 。 ヴ ォ 
リュ ー ム を 相互 に ずら し て 配置 する こと で 雑木 林 
が 見 え 隠 れ す る よう な 奥行 き が 生ま れる 。 緩 や 
か に カー プ し た 遼 に 沿っ て 四方 さま ざま な 角度 か 
ら 光 や 風 が 流れ 込み 、 周 辺 環境 の 変化 を 感じ 、 
時 間 の 移る い を 楽し むこ と が で きる 。 
屋根 は 北 か ら 南 へ し な や か に 反り 上 が る か た ち 
と し た 。 夏 に は 深い 底 と 生い茂っ た 木々 に よっ て 
日 射 を 館 り 、 大 き な 開口 か ら 卓越 風 を 取り 込む 。 
冬 に は 落葉 し た 木々 の 間 か ら 差 し 込む 日 射 を シ 
ラス 石材 の 床 に 蓄熱 する 、 自 然 エ ネル ギー を 活 
か し た 断面 形状 で ある 。 
や せ た 土 地 の た め 長 らく 負 の 遺産 と され て きた シ 
ラス で ある が 、 古 く か ら 南 九州 の 生活 文化 に 根 
ざし 、 近 年 で は 多 機能 建材 と し て 見 直さ れ て い 
る 。 こ こ で は ほ は 壁 や 天井 の 内 外装 に シラ ス 左 官 材 
を 、 リ ピング の 床 に は シラ ス の 石 、 キ ッ チ ン に は 
シラ スタ イル を 用 い 、 内 外 に 渡っ て シラ ス に 包み 
込ま れる よう な 設え と し た 。 シ ラス は 微細 な 多孔 
質 構造 に よる 調 湿 、 消 臭 効果 が あり 、 年 間 を 通 
し て 快適 な 住 環 境 を 保つ 。 知 覧 の 武家 屋敷 に み 
られ る シラ ス の 枯山水 に な ぞ ら えて ラン ドス ケー 
プ に お いて も シラ ス の 舗装 材 、 シ ラス の 軽石 、 シ 
ラス コン クリ ー ト を 随所 に 鎌 め た 。 
シラ ス だ け で な く 構 造 材 や 床 材 に は 地場 の スギ 
を 用 い 、 こ の 土地 の 素材 に よっ て 地面 か ら 芽 生 
える よう な 建築 の あり 方 を 考え た 。 屋外 テ ラス に 
お いて は スギ の 丸太 柱 を 林立 させ 、 雑 木 林 に 溶 
け 込 ん で いく 風景 を つく り 出し て いる 。 洞窟 と 雑 
木 林 が 混ざり 合う よう な 、 内 と も 外 と も つか な い 
中 間 領 域 が 心地 よい 住宅 を 目指 し た 。 
(石沢 英之 上 唐木 研 介 ) 
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に 配置 平面 図 縮尺 1:75 
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ダイ ニン グ か ら リ ビン グ を 見 る 。 
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ど と コン 3 て ブーン ン こ ゃ ー 
雑木 林 か ら 見 る 南東 側 外観 。 北 か ら 南 た 反り 上 が る 屋根 の 下 に 多様 な 奥行 き を も つ 半 屋外 空間 が 生ま れ て いる 。 外壁 も シラ ス 左官 仕上 げ 
で 内 璧 と 同様 に 無 着色 の 素地 色 と し た 。 外壁 の 方 が 塗 厚 が 大 きく テク スチ ヤ も 粗目 の 仕上 げ と し て いる 。 


和 相 テラ R1 | 


生 ス を きよ げ Bm 


45r60mm 
誰 け 9 ルフ ォ ー ム に 160mm 


生 ラ ス を WHY sam 


Ag タイ エン グ 和 
SE ーsA26- ジ lamm Tiem 
セラ ン ガン バッ 25mm 一 ーーー 人 24mm 計時 E2P ゴ 1 重則 
骨 設 ーー 1 森 厩 り (所 に 12mm 
大 引 90x90mm @310mw Sm @9109m 
PEEn1 介 ま se00mm ] | 2 
- 宮 豆 
還 ーー ニー ニー F エ アコ ン L ロ シク リート (和央 F70mm 
ーー | rc FN 
ーー ーー ーー 
ES ー ez 0 ドー 
] 5 と si 
断面 詳細 図 縮尺 1 : 80 
ララ 人 


072 2o903 


シラ ス 洞窟 の 家 
所 在 地 / 宮 崎 県 者 城市 
主要 用 途 / 再 用 住宅 
家族 構成 / 夫 婦 


設計 
石沢 英之 


唐木 研 介 


プロ デュ ー サ ー 高千穂 担当 / 新 劉 昌 秦 
施工 

西山 工務 店 担当 / 西 山 秀 樹 
外 構 ・ 造 園 谷口 工業 担当 / 森 山善 明 
構造 ・ 構 法 

主体 構造 ・ 構 法 木造 在 来 軸 組 工法 
基礎 べた 基礎 


規模 

階数 地上 1 階 

軒 高 5.005 一 2.965mm 最高 高 さ 5.480mm 
敷 地面 積 3.570m* 

建築 面積 178.71m' 

延 床 面積 122.97mY 

工程 


期間 2016 年 1 月 一 6 月 

工事 期間 2016 年 10 月 一 2017 年 5 月 
敷地 条件 
地域 地区 


都市 計画 区 域外 


道路 員 南 4m 

駐車 台数 1 台 

外部 仕上 げ 

屋根 / フ ッ 素 樹 擬 ガル バリ ウム 呈 板 
(元旦 ビュ ー テ ィ 工 業 ) 

外壁 ・ 軒 豪 / シ ラス 左官 仕上 げ : スー パー 白 
州 そ と ん 豆 W 素地 色 (高千穂 シラ ス ) 

舗装 / シ ラス 舗装 材 : シラ スト ント ン 
(高千穂 シラ ス ) 

堀 / シ ラス コン クリ ー ト (高千穂 シラ ス ) 

開口 部 木製 サ ッ シ (モロ ー ズ ) 一 部 アル ミ 
サッ シ 

内 部 仕上 げ 

キッ チン 

床 プ スギ 白 太 フ ロー リン グ t=15mm 

壁 ノシ ラス タイ ル (高千穂 シラ ス ) 

天井 ノシ ラス 左官 仕上 げ : 中 肥 島 壁 ライ ト ( 高 
千穂 シラ ス ) 

照明 / ダ ウン ライ ト 

家具 制作 

浴室 

床 ・ 尻 壁 プ シラ ス の 石 : 苔 石 (高千穂 シラ ス ) 

壁 ・ 天 井 プ ヒノ キ 羽 目 板 防水 処理 

バス タブ ノダ イワ DJ150 

シャ ワー 水 栓 金物 / GROHE グロ ー サ ー モ 
100o 

トイ レ 洗面 所 

床 プ スギ 白 太 フ ロー リン グ t=15mm 

壁 ノシ ラス 左官 仕上 げ : 中 邑 島 壁 素地 色 
(高千穂 シラ ス ) 

天井 / シ ラス 左官 仕上 げ : 中 肥 島 壁 ライ ト 
素地 色 (高千穂 シラ ス ) 

照明 / ダ ウン ライ ト 

便器 / LIXIL サテ ィ ス S 

洗面 カウ ンタ ー ノ ボー ル : チエ ロ opera70 

トイ レポ ー ル / チ エロ opera45 

洗面 用 水 栓 金物 / GROHE エッ セン ス 

家具 造作 

リ ビ ピング ダイ ニン グ 玄関 

床 プ シラ ス の 石 : 昔 石 (高千穂 シラ ス ) 
太 フ ロー リン グ t=15mm 

壁 ・ 天 井 ノ シ ラス 左官 仕上 げ : 中 零 島 壁 ワイ 

ルド 素地 色 (高千穂 シラ ス ) 

照明 ノダ ウン ライ ト 

寝室 脱衣 室 家政 婦 室 クロ ー ゼ ッ ト 

物置 

床 / ス ギ 白 太 フ ロー リン グ t=15mm 

壁 / シ ラス 左官 仕上 げ : 薩摩 中 霧島 壁 素地 色 
中 緒 島 壁 ライ ト 素地 色 (高千穂 シラ ス ) 

天井 / シ ラス 左官 仕上 げ : 中 島 壁 ライ ト 素 
地 色 (高千穂 シラ ス ) 

照明 ノダ ウン ライ ト 

ゲル トル ー ム 兼 シア ター ルー ム 

床 / ス ギ 白 太 フ ロー リン グ t=15mm 

壁 ・ 天 井 / シ ラス 左官 仕上 げ : 白州 当 喰 ( 高 
千穂 シラ ス ) 

照明 / ダ ウン ライ ト 


スギ 白 


東側 外観 。 北 か ら 南 に 向かっ て 反り 上 が る 屋根 が 浮か び 上 が る 。 


設備 シス テム 
空調 暖房 方 式 / エ アコ ン ( 一 部 床下 設置 ) 
冷房 方 式 / エ アコ ン 


換気 方 式 / 第 三種 換気 


給排水 給水 方 式 上 水道 直結 
排水 方 式 / 合 併 処理 浄化 模 
給湯 給湯 方 式 / ガ ス 給湯 器 
撮影 / 新 填 筑 社 写真 部 


の 
の 革 ま い -| | の mem り Ah る aueam で 
人 ” 昌 6 科 る 。 大 @ な 間口 あの 

LO DR 
環境 ダイ アグ ラム 


プレ カッ ト と 伝統 構法 を 併せ た 直線 材 に よる 曲面 構造 


商品 展開 を 見 越し た 住 


: 宅 プロ ジェ クト で あり 、 プ レ カ ッ ト を 用 いた 木造 軸 組 工法 で の 曲面 空間 を 目 


指し た 。 桁 方 向 に 直線 梁 を 並べ 、 ス パン が 2 間 半 程度 に 納まる よう に 柱 か ら 両 腕 を 伸ばし た 「 や じ 
ろ べ え 」 の よう な 登 梁 で 支持 する 。 柱 の ほとん ど は 曲面 壁 内 に 納め 、 一 部 独立 柱 と し た 。 屋根 ・ 天 


井 は 、 寺 社 建築 の 野 垂木 を 参考 に 小径 の 長 尺 材 を 擁 ま せ 、 馴 染 ま せ て 滑ら か な 曲 | 
下地 を 含め て 曲げ 加工 を 用 いな い 直 線材 で 構成 し た 。 


し て お り 、 
(三原 悠子 三原 悠子 構造 設計 事務 所 ) 


hm 
7i28-09 
7ー071428 
6-07 
5-06 


曲面 を 直線 部 材 で 構成 し て いる こと が 分 か る 構造 解析 モデ ル 


昌和. 床下 エア コン | 
の 箇 # シ ラス の 生 ・ 守る 常 細 と 
コシ ター ト に 著 全 する 北側 に 人 

する 屋根 


「 や じ ろ べ え 」 の よう な T 形 の 柱 梁 で 支え 、 
無理 の な い スパ ン で 構成 し て いる 。 


2o1903 073 


話 友 行橋 友 行末 設 計 宇 ! 
Tomoyuki Kurahashi ア Kiado 
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身体 を 通し て 繋が る 建築 と 地形 SSss = 9 
敷地 は 十 数 m の 高 さ の 木々 が 育つ 水はけ の よい 0 3 ガー 
土地 で 、 東 の 前 面 道路 に 向かっ て 下る 傾斜 地 SS 3 SN 6、②* 1 2 
だ 。 南 に は 隣家 が あり 南西 に は 緑化 用 地 が ある 。 ご 
木々 が 育つ 土壌 や 光 、 風 な ど が 揃っ た 環境 だ っ 
た 。 建 築 を つく る こと は 土地 に 何かしら 人 の 手 を と 
加え る こと だ が 、 同 時 に この 土地 の よさ を で きる ee さき ーー た の Wo 
限り その まま 残す こと を 目指 し た 。 そ こ で 土地 の 。 9 eV て "つい 
造成 か ら 庭 づ くり まで 一 貫 し て 庭師 と 共に 考え る : こい 
こと を 大 事 に し た 。 * き る - 
「 こ の 崖 に 平屋 を 建て た い 」 と いう 建 主 の 希望 を 2 4B55 

受け 、 土 地 の 高低 渡 の 中 で いか に 場所 を 上 繋げ 、 6 と 
心理 的 な 高低 差 の 壁 を つく ら な いよ うに する か 』 
を 考え た 。 壁 、 天 井 、 床 の 距離 感 や 、 素 材 や 

形状 な どの バラ ンス を 調整 し つつ 、 内 部 と 外部 

を 織り 交ぜ な が ら 、 外 部 も ひと つの 室 と 捉え て 

構成 し 、 平 忌 の よう に 地面 と 共に ある 生活 を つく 

ろう と し た 。 

内 部 は 、 唯 一 中 庭 と 同じ レベ ル で 平たく 繋が る 

中 間 (リピ ング ) を 中 心 に 、 下 段 に ダイ ニン グ 、 キ ッ 

チン 、 新 スペ ー ス 、 上 段 に 水 回 り と 寝室 な どの プ 

ライ ベー トス ペー ス を 配 し た 。 大 きく 3 段 の レベ 

ル が 崖 の 地形 に 沿っ て 繋が る 構成 と な っ て いる 。 

中 間 の 天井 高 を 抑え る こと に より 、 視 線 や 光量 、 

熱 環境 な ど を 緩く 区 切っ て いる 。 視覚 的 な 連続 
性 だ け で な く 、 光 や 風 、 温 度 な ど さ ま ざま な 要 

素 か ら 内 外 や 個々 の 空間 を 認識 し つつ 、 連 な っ 

て いく 奥行 き を も つ 住ま いで ある 。 

どこ か 一 方 向 の 関係 性 で は な く 、 内 外 や 上 下 の 

空間 が 双方 向 の 関係 性 を も っ て 繋が っ て いく 。 3 
それ は 建築 と 土地 が 等 価 な 住ま い の あり 方 だ 。 

高低 差 の ある 敷地 の 中 に それ ぞ れ 居 場所 が で き 、 

その 間 を 移動 する こと で 生活 と 土地 が 繋が る 。 

上 地 へ の 敬意 を も ちな が ら 暮 ら す 豊 か さ が 、 周 

辺 に も 広がっ て ほし いと 願っ て いる 。 (倉橋 友 行 ) 


2 


上 : 南東 側 か ら 見 る 。 下 : 北側 外観 。 
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配置 平面 図 縮尺 1: 
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中 庭 か ら 窓 越し に リビン グ と ダ - グ を 見 る 。 片 も ちの コン クリ ー ト で で 
き : ブル と シン ク は 、 コ ー ヒ ー ス ペー ス や BBO、 魚 拉 き な ど サ ブ キ ッ 
チン と し て も 使わ れる 。 ま た 、 主 寝室 の 出口 の 踊り 場 に も な る 。 


One-story House 


高低 差 の ある 土地 と 緊 が る 生活 の 場 


門 
上 
較 


配置 図 縮尺 1:1.500 


3FLKBMY4Z45) 


FUKBMr3820) 
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断面 詳細 図 縮尺 1:100 
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リピ ング と 子供 室 。 ダ イニ ング と リビン グ 、 子供 室 の レベ ル 差 は それ 
ぞ れ 760mm、925mm。 ダ イニ ング と 子供 室 は 同じ 屋根 勾配 で 、 リ 
ビン グ の み 隊 屋根 と な っ て いる 。 リ ビン グ の 天井 高 は 2.170mm。 


階段 室 を 上 が っ た と ころ に ある ダイ ニン グ と リピ ビング 
高低 差 の ある 地形 に 沿う よう に それ ぞ れ の レベ ル に 居 
場所 を 設け る こと で 、 地 面 と 薄 が る 佳 ま いと し で いる 。 


守山 の 地表 と 住処 


倉橋 友和 建築 設計 宇 Kado 人 構造 構法 
構造 ワー クシ ョ ッ プ 舞 


隊 数 地上 1 階 


軒 高 4.401mm 最高 高 さ 4.664mm 


一 種 低層 住居 専用 地域 緑化 地区 風致 地区 
法 22 条 地域 高度 地区 宅地 造成 規制 区 域 


道路 幅員 東 3.8m 駐車 台数 3 台 
外部 仕上 げ 
屋根 / ガ ル バ リウ ム 魚 板 可 は ぜ 慕 き 
外壁 プ モ ル タ て 押さ え 援 水 剤 塗布 
開口 部 木製 填 具 (ベイ スギ ) アル 

版 筑 任 意 搾 壁 、P 板 (現場 制作 ) 


キッ チン ダイ ニン グ 
mm 室 氷 ワ ックス 塗布 
壁 ノ クレ ー ベ イン ト 一 部 モ 』 
天井 構造 用 合板 =24mm 現し 
家具 制作 
照明 / LEDL 
室 
床 ・ バ スタ ブ 
1e16 


LLD9 flame 制作 


OTO ハー フ ユ ニッ トバ ス 


LEDD87000L 
主 寝室 子供 室 トイ レ 洗面 所 
床 ノ ス ギ 板 (=30mm 室 独 ワッ クス 塗布 
壁 ノラ ワン 合板 t=5.0mm 張り 
天井 構造 用 合板 =24mm 現し 


子供 室 か ら リ と ダ - 
れる 。 レ ベル 差 や 光 の 陰 


照明 / OD261030LD 
階段 室 喜 関 
床 / モ ル タ ル 金 ご て 押さ え 防塵 塗料 


明 ノ chikuni 
設備 シス テム 
空調 暖房 方 式 / 新 スト ー ブ 
冷房 方 式 ノ ルー ム エ ア コン 
換気 方 式 ノ 第 三 
給湯 方 式 / ノ ー| 
撮影 / 新 建築 社 写真 部 


コン クリ ー ト と 木 で つく る 現代 の 日 本 家屋 

初め て 敷地 雪 訪 れ た 時 の 母屋 の 立派 な 伴 ま い が 
と て も 印象 居 交 ろ あて いる 。 そ れ は 60 年 前 建 詩 の 
祖父 の 代 に 建 訂 幼 た と いう 瓦 茸 き の 堂 々 と し た 
民家 だ っ た 。 家 の 蘭 因 長年 手 人 れ を し て きた 
庭 が 広がり 、 傍 ら に 柚 萬 向 で 一 番 古 いと いう 
作業 小屋 が あっ た 。 船橋 軒 @ あ た り 一 帯 は た 
くさ ん の 梨園 が あり 、 通 称 梨 御 讃 軒 呼 ば れ て い 
る 。 街 道 沿 い に は 農家 の 建物 と 加 閣 到 瓦 昔 き 
の 家 が 多く 残る 


思 ーー 


有 


方 、 宅 地 へ の 転用 も 進み で いる 。 


この 住宅 ほ 梨 園 を 富 お 幸子 ラ - 作 桂 3HF 代 の 年 
宅 で ある 。 設 計 に あたっ て 建 主 か ら の 要望 ほ 既 
存 の 母屋 を 残し な が ら 新しい 住ま い を つく る と い 
う も の 。 南 向き の 母屋 を 曳 家 て 東向 き に 移 
築 し 、 道 路側 か ら 作 業 場 と じ た いと いう こ 
と 。 そ の 上 で 新しい 住ま い を 自由 に 提案 し て ほし 
いと いう こと だ っ た . 

単純 な 切妻 屋根 の 平屋 に する イメ ー ジ は 、 敷 地 
を 訪れ た 時 か ら も っ て いた 。 新 し い 住ま らい は 、 母 
屋 よ り 主張 し な いよ う 高 さ を 抑え た 平屋 と し 、。 屋 


キッ チン より 緑 側 方 向 を 見 通す 。 奥 に 既存 倉庫 。 ベ イマ ツ 材 に よる 節 を 井桁 状 に 組み 、 そ の 上 に 


登り 梁 を 1.820mm ビ ピッチ で 架け て いる 。 軸 旋 は 主 に 鉄筋 コン クリ ー ト 璧 柱 が 負担 し 、 一 部 鉄骨 
リビン グ ・ ダ イニ ング ・ キ ッ チ ン の 床 は 丁目 の スギ 材 に よる フロ ー 


柱 で 補強 し て いる 。 
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リン グ 敷 き 。 


根 ば 屋 の z 派 な 屋 想 と 調 
く こ と 。 東 西 に 長い ボリ ュー 
型 に 配置 し 、 庭 を 囲む 構成 
設計 の 基本 的 な 考え 方 で ある 。 

東西 に 長い 平面 は 、 5 ピッ 規 世 林 
子 世帯 に 分 か れ 、 同 居 し な が o 請 衣 野 に 生活 
空間 を 仕切 っ て いる 。 構 造 は っ 楓 軒 計 と 木 の 
混 構 造 。 部 屋 の まとまり ご と に 再 議 紅 時 ンク リー 
ト の 壁 を 配置 し 、 梁 を 井桁 に 組 . 柚 講 還 ) を 架 
けた 。 璧 に 仕切 られ な が ら も 、 家 府 牧 が ひと つ 


ら 大 き な 研 問 を 目 計 
多 ク リー ト > 木 、 
屋根 に は 母屋 と 同じ 表 > 


あっ た 寿行 め m 械 を 引き 終 ぐ 革 細 良 計 還 に 6 
然 行 を 所 枯 cy あ 。 と 才 


時 代 の 流れ と と も に 都市 1 


(井上 洋介 ) 
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ここ = ェ = ニー - 三 三 
SA SS 導き っ + 本 
rory House 【 本 3 で - 1 ーー 


D り びやかな 平屋 を 皿 吉村 と 六 [切る 誤 ーー gs 


大 きく 時 を 紀 り 出し た 7 プロ ー チ 。 車 の 雨 除け も 
3 


400 


平面 図 縮尺 1:150 ・ 
ミー ニー = 一 ーー ニーーーーーーーー ーー ーー 
2019 03 


AM 
(人 


ー GET 導 


上 : 西 より 見 る 。 母屋 に 対し て 軒 を 低く 抑え つつ 大 きく 張り 出し て いる 。 奥 に 梨園 を 見 る 。 


下 : 南 よ り 見 る リビン グ 。 南北 に 配 され た 壁 柱 が 買 通す る 。 壁 柱 の 位置 や 長 さ を 変え る こと で 、2 世 帯 を 緩 や か に 仕切 る 。 


1820 


8640 


3540 


LT 


左 : スギ 小幅 板 型 枠 に よる 鉄筋 コン クリ ー ト 壁 柱 。 打 設 時 の ノロ を 敢えて 出し テク スチ ャ ー を 与え る こと で 、 光 の 当たり 方 に よっ て 異な る 表情 を 持つ 。 中 上 : ダ - 
えら れ て いる 。 中 下 : 玄関 より 見 る 璧 柱 。 右 


屋 組 が 連続 する 。 奥 の 壁 柱 に は 暖炉 が | 


西側 伏 。 手 前 中 央 に 敷地 。 奥 に 梨 
へ の 転用 も 進ん で いる 。 


088 


2019 03 


グ よ り 見 る 。 壁 柱 の 上 は 抜け て いて 、 小 


リビン グ よ り 廊 下 を 見 る 。 玄関 ホー ル か ら 畳 敷き で 、 幅 1 間 の ゆっ た り と し た 空間 。 


| 


| で は 農地 か ら 宅 地 


船橋 梨園 の 家 

所 在 地 千 葉 県 船橋 市 

主要 用 途 専 用 住宅 

家族 構成 / 親 夫婦 十 夫婦 子供 2 人 


設計 

井上 洋介 建築 研究 所 

担当 / 井 上 洋介 渡邊 裕香 
岡崎 幹 史 ( 元 所 員 ) 

構造 田中 哲也 建築 構造 計画 

担当 田中 哲也 

施 エ 

みく に 建築 担当 / 中 村 真 也 加藤 大 介 
大 工 加藤 大 介 


プレ カッ ト 中村 材木 店 担当 / 吉 村 ゆ た か 


ひら い 担当 多田 弘樹 鈴木 啓介 
基礎 ・ 型 枠 山口 土建 興業 担当 / 山 口 守 
山口 晋平 


鉄筋 義 川 金属 担当 / 義 川 明仁 
屋根 ハヤ カワ 担当 / 折 笠 展 雄 
板金 朝倉 板金 所 担当 / 朝 倉 W 
左官 江沢 左官 工業 担当 江沢 明夫 
内 装 トム ラ 内 装 担当 / 戸 村 隆 夫 

塗装 戸村 建 装 担当 / 戸 村 治 夫 

建具 丸 庄 担当 / 米 良 庄 三 

石 各務 石材 工業 担当 / 各 務 良 彦 
N-tree 担当 長崎 剛志 

家具 クニ ナカ 担当 / 國 中 昇平 國 中 弥生 
畳 宇田 畳 店 担当 / 宇 田 進 一 

電気 設備 昭和 コン ジッ ト 担当 浜崎 雅 史 
給排水 設備 山路 担当 / 吹 野 武夫 

外 構 UGF 担当 / 祖 
カー テン コル ティ ナ 担当 宮下 志 保 
構造 ・ 構 法 

主体 構造 ・ 構 法 鉄筋 コン クリ ー ト 造 + 木 造 
基礎 べた 基礎 


規模 
階数 地上 1 階 
軒 高 3.830mm 最高 高き 4.170mm 
敷地 面積 1.064.41m 
填 築 面積 343.11m* 
( 建 毅 率 32.239% 許容 50%) 
延 床 面 積 262.43m* 


(容積 率 24.65% 
工程 

設計 期間 2016 年 1 月 2017 年 12 月 
工事 期間 2018 年 1 月 11 月 
敷地 条件 
市 街 化 調整 区 域 、 法 22 条 区 域 
道路 幅員 西 73m 駐車 台数 2 台 
外部 仕上 げ 
屋根 機 瓦 昔 き 

外壁 ノコ ンク リー ト 打 放し 仕上 げ スギ 小幅 板 
型 枠 w=150mm 揚水 剤 塗布 自然 石 腰 積み 
筑波 石 リシン 吹付 け 

軒 天 / ベ イツ ガ 羽 目 板 、 木 巣 現し 

開口 部 木製 サッ シ 、 ア ルミ サッ シ 
外 構 / 駐 車場 アプ ロー チ 犬 走 り コン ク 
リー ト 洗い 出し アプ ロー チー 部 御影石 敷 
石 

その 他 / テ ラス デッキ スギ 板 t=30mm 
w=120mm 
内 部 仕上 げ 
ホー ル 和室 
床 / 本 畳 スギ フロ ー リ ング t=30mm (ニッ シ 
ン イ クス ) 

壁 ノ コン クリ ー ト 打放し 仕上 げ スギ 小幅 板 型 
枠 じゅ らく 

天井 / ベ イツ ガ 羽 目 板 木 梁 現し 

リビン グ ダイ ニン グ キッ チン 

床 / 因 幅 ス ギフ ロー リン グ =15mm (本 塊 ) 
壁 ノ コン クリート 打 放し 仕上 げ スギ 小幅 板 型 
枠 じゅ らく 

天井 / ベ イツ ガ 羽 目 板 木 梁 現し 

家具 / ベ イマ ツ 丁 目 突板 クリ アオ イル 仕上 げ 
その 他 / 新 スト ー プ (ディ ー エ ルディ ー) 

厨房 機器 

食 洗 器 / ASKO 

ガス コン ログ ノー リツ 
換気 扇 / ア リア フィ ー ナ 

シン ク 水 栓 金物 プ グ ロー エ 

家具 / ベ イマ ツ 磁 目 突板 クリ アオ イル 仕上 げ 
寝室 

床 / ス ギフ ローリン グ t=30mm ( ニ 
ス ) 

壁 ノ コン クリ ー ト 打放し 仕上 げ スギ 小幅 板 弄 


許容 100%) 


枠 藻 土 ク ロス 貼り 
天井 / ベ イツ ガ 羽 目 板 木 梁 現し 

浴室 

床 / 600mm 角 タイ ル (アベ ルコ ) 

壁 プ ノコ ンク リー ト 打 放し 仕上 げ スギ 小幅 板 弄 
枠 揚水 剤 塗布 イベ t=20mm OS 
600mm 角 タイ ル (アベ ルコ ) 

天井 ノイ ベ =20mm OS 

バス タブ / 大 和 重 エ 

シャ ワー 水 栓 金物 / ハ ンズ グロ ー エ 


洗面 所 

床 / ス ギフ ロー リン グ {=30mm (ニッ シン イク 
ス ) 

壁 / 鞭 藻 土 ク ロス 貼り 

天井 ノシ ナ 合 板 目 透かし 貼り 

家具 / ベ イマ ツ 村 目 突板 

洗面 カウ ンタ ー/ 人 造 石 研ぎ 出し 

洗面 用 水 栓 金物 プ セ ラ ト レ ー デ ィング 

便所 

床 / ス ギフ ロー リン グ t=30mm ( ニ 


リク 


ス ) 
壁 プ ノコ ンク リー ト 打 放し 仕上 げ スギ 小幅 板 型 
枠 スギ フロ ー リ ング 
天井 / ベ イツ ガ 羽 目 板 木 梁 現し 
家具 / ベ イマ ツ 丁 目 突板 
便器 / TOTO 
手洗 い カ ウン ター/ ス ギフ ロー リン グ t=30mm 
洗面 用 水 栓 金物 / グ ロー エ 
設備 シス テム 
空調 暖房 方 式 / エ アコ ン 


冷房 方 式 / エ アコ ン 
換気 方 式 / 第 一 種 換気 ( 熱 交換 型 ) 
その 他 / 新 スト ー ブ (ディ ー エ ル 


ティ ー) 
給排水 給水 方 式 / 井 戸 水利 用 

排水 方 式 / 浄 化 槽 処理 
給湯 格 湯 方 式 / ガ ス 旨 器 


撮影 / 新 填 筑 社 写真 部 
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断面 詳細 図 縮尺 1:75 
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日 % の 3 
House in Ni 
栃木 県 日 光 市 


TAKiBI 栃 内 秋彦 佐藤 季 代 
TAKiBI 
/ Akihiko Tochinai 寺 Kiyo Sato 


ョ ーーー 2 階 子供 室 か ら 集 会 室 越 し に 街並み を 見 渡す 。 左 手 の 光 庭 、 中 庭 と 内 外 が 入り 組ん で 連続 する 。 
ーー ンー 一 屋根 委 は 38mm 厚 x184 一 238mm 高 の ツー バイ 材 を 455mm ピ ッ チ で 架け で いる 


ュー 20993 091 


0 
(WaRRe 和 27210 


中 庭 より 集会 越し に 前 面 道路 を 通り 過ぎ る 祭 の 山車 を 見 る 。 前 面 道路 か ら 約 10m 引 き を と っ 
て 配置 し て いる た め 、 屋 外 も 集会 ・ 談 話 スペ ー ス と し て 利用 可能 。 


家族 室 か ら 集会 室 を 見 る 。 集 会 室 は 近隣 の 人 びと に 開か : 


も な る 。 


180 
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One-story House 


光 と 風 を 取り 込み 街 を 引き 込 お 細長 い プ ラン 


2019 03 


ーー スクリーン 
IFhC の 2 


集会 室 か ら 家族 室 を 見 通す 。 


上 34450m 


明川 川 
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2 階 平面 図 縮尺 1:150 
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訂 う 9 人 15mUC 


表 宇 ( 屋 間 1 食 
座 ロ ー リ ング 15mm 品 
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上 
- リ ラプ ト 15wm 胃 
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大 ・ 環境 ・ 都 市 を 此 げ る 佳 まい 

I 町 の 街道 沿い に 建つ 5 人 家族 の た め の 任 
宅 で ある 。 前 面 道 路 の 幅 』 工事 計画 を 考 
慮 し た 4 台 分 の 駐車 スペ ー ス が 求め られ た 。 そ 
の た め 奥 行き の 深い 敷地 形状 を 活か し 、 大 きく 
セッ トバ ッ ク し た 配置 と し 、 斜 め の 大 屋根 と 低層 
の 水平 屋根 の 下 に 諸 室 と ふた つの 中 庭 が 交互 
に 連なる よう に プラ ン ニ ング し た 。 2.73m 角 グリ ッ 
ド に 建て た 桂 割 り を 基本 と し て 、 太 陽 の 光 と 風 
の 流れ を 効率 よく 室内 に 取り 込む た め に 、 敷 地 


室 。 左 手 の 小 語り の 


上 連 y 


の 方 位 


] 射 角度 、 卓 越 風 の 向 和 周 辿 建 物 
の ヴォ リュ ー 表 大 析 を も と に 半面 輸 表 屋根 の 
部 に 斜め の 左 散 操 


家族 の 集まる 斜め の 吹抜け と 、 階 


メリ ハリ の ある 一 室 空間 が 生ま れ た 
屋根 ・ 外 壁 ・ 基 礎 は 共に 駆 体 の 外側 財 
熱 パ ネル を 張っ た 完全 な 外 断 熱 構 

調 方 式 は 家族 室 小 上 が り の 床下 
台 の 空調 機 と 、 居 室 根太 間 に 取 設 し 


工 床 明 房 を 組み 合 報 度 詩 准 評 ネ ル ヤ ー 避 
% ト な 冷暖 房 シ ステ 8 計 振 骨 有 た 。 バッ ジ 請 療 嘆 
培 軸 御 の 重 法 と アク カ 科 府 請 法 を 誠 合 所 軒 ら 
で 、 二 呈 較 谷 ほ 冷 え 込 呈 の 本 旧 日光 地 震 還 細 
いて $ 壇 自 能 が っ 義広 向 薫 伽 主 Ka 実現 し 訂 計 

下関 士 間 居 隊 接 画 る 骨 1 の 誤記 な 本 会 や は 王 直 
域 の 寄 ) 人 の ため に 用 放 加 本 玩 り 、 住 吐い 
の 語 部 に パ 弧 久 な 機能 る 畑 せ る こと で 、 放 
5 し が 都市 に 開 意 衝 る こと を 国 四 
りな アク ティ ビ 幸 # を サポ ー ト する た め に 古 空 間 


南西 側 外観 。 前面 道路 側 の 4 台 分 の 駐車 スペ ー ス は 、 将 来 的 に は 集会 室 の 機能 が 拡張 し た り 、 住 居 の 離れ の 増築 な ど が 検討 され て いる 。 


日 光 の 家 

所 在 地 / 栃 木 県 日 光 市 

主要 用 途 専 用 住宅 

家族 構成 / 大 人 2 人 + 子 供 3 人 


設計 - 
TAKiBI 担当 / 栃 内 秋彦 佐藤 季 代 


9 
上 : 中 庭 。 南 東側 は 外壁 の 延長 上 に 透 光 通 風 ス クリ ー ン を 立て て いる 。 
下 : 南 か ら 見 る 。 近 隣 に は 多様 な 高 さや 機能 を も つ 建 物 が 建ち 並ぶ 。 


096 2o903 


施 エ 

カク ニシ ビル ダー 担当 / 西 村 陽一 林 晴 矢 
木工 事 善 林 建 築 担当 / 矢 林 新 本 
プレ カッ ト オノ ツ カ 担当 小野 塚 真 規 
基礎 栃 創建 設 担当 栃木 忠行 
屋根 ・ 板 金 美 名 海 担当 深津 元 洋 
外壁 渡辺 工業 担当 鈴木 健太 郎 


ft 


設備 富屋 設備 担当 / 枝 孝 

電気 津 吹 電 気 担当 / 金 子 恵司 朗 
床 暖房 イ ゼ ナ 担当 / 椎 名 洋行 
木製 建具 アイ エム 担当 / 石 塚 和 之 
塗装 工事 坂本 塗装 担当 佐藤 公彦 
外 構 ・ 造 園 ジャ ービス 商事 
担当 / 山 田 昌 希 


0E 和 の 人 寺村 
を 


人 で Be ヒメ シャ うじ 的 
3 と に 大 放 B の 
LT 


王 % 
か ト T る 本 


SS モレル 
宙 YEEH7 


2730x3 


断面 詳細 図 縮尺 1:75 
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斜め の 屋根 形態 で 光 と 風 を 取り 込む 

構造 は 集成 材 軸 組 工法 で ある 。 諸 室 の 面積 と 構造 の 合理 性 を 検討 し た 結果 、 柱 委 は 基本 的 に 
2.73m 角 モジ ュー ル で 組み 上 げ 、 屋根 梁 は ツー バイ 材 を 455mm ビ ッ チ で 均一 に 架け 渡す こと で 、 
経済 的 か つ 軽 快 な 現し の 架構 を 実現 し た 。 斜 め の 形態 は 太陽 光 や 風 の 流れ を も と に 決定 し 、 気 


積 を 減ら すこ と に よる 熱 負 荷 の 削減 効果 も 意図 し て いる 。 


( 栃 内 佐藤 ) 


ー ま ooom 
JreteSma-、 toreom ンー ーー 
の 
み ー i 中 
と 品 
る 貞 
ーー 5 _ き 
ーーー ーー 270 」 z70 | z7o | 27m | 279 | zzm 、 279 je ー 
配置 図 縮尺 1 : 1.500 構造 アク ソノ メト リッ ク 縮尺 1 : 250 電 の 0 の 5 ッ 
植 載 田中 緑 生 園 担当 / 田 中 利 昌 外部 仕上 げ ユニ ッ ト バ ス (TOTO) 天井 / ラ ワン 合板 t=28mm 自然 塗料 
構造 ・ 構 法 屋根 / ガ ル バ リ ウム 銅板 可 は ぜ 慕 き トイ レ 洗面 所 製作 家具 / ラ ワン ラン バー コア =21mm 自然 
主体 情 造 構法 木造 内 組 工 法 外壁 ノ ガ ル バ リウ ム 銅 板 大 波 (セキ ノ 興 産 ) )。 床 / カ バフ ロー リン グ t=15mm 塗料 


基礎 べた 基礎 


窯業 系 平形 スレ ー ト (ケイ ミュ ー) 


壁 ノ モ イス t=6mm 素地 仕上 げ 


照明 / LED ス ポッ トラ イト (コイ ズミ 照明 ) 


規模 開口 部 プア ルミ 樹脂 複合 サッ シ +Low-e ベ アガ 天井 ノラ ワン 合板 t=12mm 自然 当 料 集会 室 客 問 

階数 地上 2 階 ラス (LIXIL サ ー モ ス X) 製作 家具 / ラ ワン ラン バー コア t=21mm 自然 床 / 縁 無し 畳 =15mm 

軒 高 5,.150mm 最高 高 さ 6.287mm 外 構 ノ 原石 玉 砂利 仕上 げ 健 笠 壁 / PB 寒冷 維 AEP モイ ス t=6mm 素 地 仕上 げ 
恒 地 面積 430.49m* 内 部 仕上 げ 便器 / LIXIL YBC-S20S+DVS615-R2 天井 ノラ ワン 合板 =12mm 自然 当 料 

填 築 面積 139.12m 台所 洗面 器 / Tform ADF70-0006-001 照明 / LED ス ポッ トラ イト (コイ ズミ 照明 ) 


( 旭 蔽 率 32.329% 許容 80%) 
延 床 面積 152.22m 


床 / 磁 器質 タイ ル =10mm 
壁 ノ モ イス t=6mm 素地 仕上 げ 


棚 受 ブラ ケッ トノ / SATPRODUCTS Bracket S 
照明 / LED 直 付 電球 (Panasonic) 


子供 室 
床 プ ラワン 合板 t=9mm UC 


(容積 率 35.36% 許容 400%) 天井 アフ レキ シブ ルポ ボー ド t=6mm 援 水 剤 家族 室 (居間 食堂 小 上 が り ) 壁 ノ フレ キシ ブル ボー ド t=4mm 提 水 剤 
1 階 124.22m 2 階 28.00m' ガス コン ロ / Rinnai RHS31W17G24R-STW 床 / カ バフ ロー リン グ t=15mm 天井 ノラ ワン 合板 t=12mm 自然 塗料 
工程 換気 局 / Panasonic FY60DWD3-S 壁 ノ フレ キシ ブル ボー ド t=4mm 提 水 剤 照明 / LED ス ポッ トラ イト (コイ ズミ 照明 ) 
設計 期間 2016 年 11 月 - 2017 年 10 月 製作 家具 / ラ ワン ラン バー コア t=21mm 自然 天井 ノラ ワン 合板 =12mm 自然 塗料 設備 シス テム 


工事 期間 2017 年 11 月 一 2018 年 6 月 準 料 製作 家具 / ラ ワン ラン バー コア {=21mm 自然 空調 冷暖房 方 式 ア アク アレ イヤ ー ヒ ー テ ィ 
敷地 条件 照明 / LED ペ ンダ ント ライ ト (flame) 塗料 ング シス テム エア アク ア 方 式 ( 床 冷 
地域 地区 商業 地域 法 第 22 条 地域 シン ク 水 栓 金物 / LIXIL SF-NB451SXULIXIL 照明 / LED ペ ンダ ント ライ ト (flame) 明記 空調) 
道路 幅員 南西 16.8m 構造 金物 / ス トロ ー グ オノ ツ カ (その 他 共 通 ) LED ス ポッ トラ イト (コイ ズミ 照明 ) 換気 方 式 / 第 三種 換気 
駐車 台数 4 台 浴室 主 報 室 WLC 給排水 給水 方 式 / 上 水道 直結 

床 / カ バフ ロー リン グ (=15mm 排水 方 式 / 下 水道 放流 

壁 ノ モイ ス t=6mm 素地 仕上 げ 給湯 給湯 方 式 / ガ ス 給湯 器 

ーーーーーーーーー 撮影 / 新 建築 社 写真 部 


LT LJ H 


omaems 
は 594705Z0 
2 ファル UL 

有用 


Fi2mm 
0 hn 90790 910mm 
'@910m 


[af 
昌信 いり 6 は 
2 こと で 2 


249 は か は 


人 上 『 の 江 ん うり 6 


0 高 を 昌 小 具 に 准 え る こと で 
em 1 RT HL 
hs 1 3 HG PO 
\ | EE HRC 
っ op 交 2 
wo の 192 ーー 較 
we ー ト ms 1 
本 と | 
RM 1 『 
7 2 | 語 
トー 地 画 | 科 / 1 人 
TI INNEN 画 !( 下 || 時 | 画 丘 YE | | 
八 穫 9 | 
必 本 7 骨 ー | 間 
必 WWri emem ( 村 人 = 
| 芝 4ea 
| 


Pa 1 ー 紅き ま eS を w8 み . オ 人 ウレ トー) と コン リー ト に 
8 し 
YO2m ESTEELERIEH ER 
人 線 6Wm 


2730 


1_ 


2730 ー 279 


7 


2o1903 097 


ピー 
ん うと が - pa ン 。 ンー の 
ンー Sc マン な と 9 に ー 2 デー プ ーーーー 


"特集 : 平屋 と いう 選択 


寄 棟 の 舎 


YOSEMUNENOIE 
又 阜 県 岐 阜 市 


服部 信康 建築 設計 事務 所 
Nobuyasu Hattori 


計画 じ て い る 小豆 い 正 か ら 紀 る タ 
N 匹 の た め の 竹 宅 < 
ちら この 属 替 ! 
うに 寄 極 の 屋根 と し た z 
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ドッ グラ ン 用 の 入り 口 か ら 光 鹿 下 を 見 る 。 編 約 820mm、 長き 綱 
8.800mm の ト : イト より 玄関 ホー エル や 居 室 な ど に も 区 が 届 % 計 


トッ プラ イト に は ヴォ ー ル ト 状 の ルー パー を 300mm ピ ッ 
4 NN チ で 設置 する こと で 板 面 1 枚 1 枚 に 光 の グラ デー ショ ン 
AI が 生ま れ て いる 。 光 廊下 の 天井 高 は 約 3.100mm。 
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配置 平面 図 縮尺 1:75 
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玄関 か ら 外 を 見 る 。 右 手 に は 犬 用 の シャ ンプ ー の シン ク を 設置 。 


洗面 室 。 テ ラス に 出る と 物 千 し 場 と 


な っ て いる 。 
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屋 連 メラ ミン 化 四葉 TJY.2052K オー ク 
し 中 14 人 0 
拍 画 室 | 上 
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E 光 の グラ デー ショ ン が 貞 ぐ 幕 らし 
「「 OnadStory H6user 建 主 は 電気 設備 の 会 社 を 経営 する 夫 夫 で 、 愛 
4 5 犬 4 匹 と 快適 に 暮らせ る 平屋 の 住宅 を 希望 し て 
光 廊下 と 回 廊 を も つ 寄 棟 の 家 、 いた 。 同じ 敷地 内 に は 会 社 の 事務 所 委 人 庫 を 
建設 予定 で 、 そ れ ぞ れ の 配置 計画 と 、 住 宅 の 
9 設計 を する こと と な っ た 。 敷地 は 、 調 整 区 域内 
ーーー に ある 広大 な 北 垂れ の 土地 。 西 側 の 接 道 付近 
Pe< ま ーー 1 に は 事務 所 兼 倉庫 を 配置 し 、 北 東奥 の 少し 小 
高い 位置 に 住居 、 そ し て 住居 東側 の 斜面 の 部 
| 分 に は ドッ グラ ン を 計画 し た 。 
平面 計画 は 、 東 西 に 長い 長方形 と し 、 事 務 所 
か ら の 視線 が 気 に な ら な いよ う 広 め の 基 壇 と 深 
い 軒 の 出 を 設け た 。 さ ら に その 軒 を 建物 の 周囲 
に ぐる っ と 回 し 、 回 廊 型 の 軒下 空間 を 用 意 し た 。 
幅 は 芯 々 で 1.500mm、 こ こ で は 室内 で 飼 わ れ 
て いる 4 匹 が 天候 に 因 ら ず 自 由 に 走り 回 る こと が 
で きる 。 ま た 、 屋 内 外 を 行き 来 する 犬 た ちの 中 
継 と な る 玄関 部 分 に も 気 を 配っ た 。 内 装 は 水 や 
汚れ に 強い 長 尺 シー ト 、 タイ ル 、 メラ ミン で まとめ 、 
シャ ンプ ー 台 や 犬 用 トイ レ の 設置 、 広 々 と し た 軒 
下 と 基壇 も 機能 性 に 一 役 を 担っ て いる 。 
し か し 、 平 面 に 厚み が あり 軒 の 出 も 深い 分 、 必 
然 的 に 室内 の 光 は 減っ て 、 大 屋根 の 民家 の よう 
に 瀧 暗 い 空 間 と な っ て し まう 。 そ こ で 寄 棟 屋根 
の 棟 部 分 に 幅 約 820mm の ライ ン 状 トッ プラ イト 
を 設け る こと で 断面 的 に 解決 し た 。 ト ッ プ ライ ト 
か ら 入 っ て くる 直射 光 は 、 ヴ ォ ー ル ト 状 の ルー 
バー 天井 =30mm @300mm) に 当たっ て 拡散 し 、 
板 面 1 枚 1 枚 に 光 の グラ デー ショ ン が 生ま れる 。 
王 動 線 と し て それ ぞ れ の 部 屋 を 繋ぐ で この 光 廊 下 
に は 、 和 柔らか く 変化 に 富ん だ 光 が 充 満 し 、 明 か 
り 取り と 共に この 住ま い に 奥 行き を 与え て いる 。 
回 廊 を も つ 寄 棟 の 住ま いで 犬 た ちと 夫妻 が 光 廊 
下 を 介し て 繋が り 、 今 後 ド ッ グ ラン や 外 構 を 整 
備 し て いく こと で 、 生 活 が さら に ゆっ た り と 、 広 
大 な 大 地 へ 広がっ て いく こと を 期待 し て いる 。 
(大 部 信康 ) 
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ダイ ニン グ か ら リ ビン グ を 見 る 。 テ ラス の 緑 が 窓 の 向こう に 見 える 。 
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寄 棟 の 舎 
所 在 地 野 息 県 岐阜 市 


途 専 用 住宅 
家族 構成 夫婦 + 犬 4 匹 


設計 
服部 信康 建築 設計 事務 所 

担当 / 服 部 信康 増田 電 司 ( 元 所 員 ) 
構造 ワー クシ ョ ッ プ 担当 安江 一 平 


担当 ノ 
タル ブラン 工 業 
電気 ワー ルド 電化 
大 工 羽田 野 建築 担当 / 羽 田野 福 夫 
板金 クラ フト コー ポレ ーション 

担当 / 滝 沢 直哉 
左官 吉田 業務 店 担当 / 尾 関 直樹 
内 装 壮 美 社 担当 / 土 井 章 
家具 木製 建具 近藤 工業 
構造 ・ 構 
主体 構造 ・ 構 法 木造 在 来 工法 
基礎 べた 基礎 
規模 
階数 地上 1 階 
軒 高 2.630mm 最高 高 さ 4010mm 
敷地 面積 994.75m 
建築 面積 183.60m 

(建蔽率 26.209 
延 床 面積 111.96m 
(容積 率 21.73% 
工程 


ョ 内 田 剛志 


設計 期間 2015 年 2 月 2016 年 12 月 

工事 期間 2016 年 1 月 2017 年 11 月 
敷地 条件 
地域 地区 


層 住 居 専 用 地域 


駐車 台数 7 台 


屋根 / 耐 摩 カ ラー GL ( 遮 茸 タ イプ ) t=0.35mm 


外壁 正面 と 外周 部 : モエ ン パ ネル 大 壁 工法 
他 面 : ジョ リバ ッ ト ネ オ JQ-650 シ リー ズ 
エン シェ ント ブリ ッ ク 仕上 げ 

開口 部 / LIXIL 2 


ッ シ デュ オ PG (ベア 


キッ チン リピ ビング ダイ ニン グ 洗面 室 


床 / フ ォ ル ボ ・ フ ロア リン グ 09 5 

壁 ・ 天 井 ノ フ ジワ ラ 化 学 シル タッ チ ・ フ ラッ ト 

滑 仕上 げ 

ノア イカ メラ ミン 化粧 板 T)Y2052K オー ク 

機器 / IH 建 主 支給 
食 洗 器 / Miele G 
換気 扇 (シェ ー ド ) 

家具 制作 

照明 / DAIKO DSY4394YW Fl 

シン ク 水 栓 金物 / LIXIL JFAB466SYX 


展 


洗面 室 水 要 

洗面 カウ ンタ ー/ ABC 商 会 Square 
トイ レ 

床 プ アフ ォ ル ボ ・ フ ロア リン グ 3709 


壁 ノ LIXIL エコ カラ ッ ト プ ラス ECP-2 
尻 壁 プア イカ メラ ミン 化粧 板 T 


洗面 カウ ンタ ー/ 制 作 


洗面 用 水 栓 金物 / CERA VLRBICDR-40 
設備 シス テム 
空調 冷 g : ルー ム エ アコ ン 


柱 に よ 


りつ くら れる 外 の 回 | 
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N MY, 叶 
N 「 電 罰 、 さ 風景 に 寄り 
大 津 の 住宅 都 駅 か ら JR 潮 西 線 で 30 分 ほど 北上 する と 街 


House in Otsu 並み が 田園 風景 へ と 一 変 す る 。 高 人 
AR 西側 は 山 を 切り 拓 き 開発 され た 新興 


広がる 一 方 、 東 側 に は 田畑 と 古く か ら の 農家 が 


い 夫 婦 と 子供 ひと り で 、 兼 業 農 家 を 営 
が 敷地 で ある 。 現 琶 
広がる 田園 
、 比 良 山地 を 遠景 と し て 望む こと が で 
* ら は 必要 諸 室 に 加え 、 リ ビン グ が 明る く 


/ 
/ / 
用 。 


/ 


/// 


開放 的 で ある こと と ヘリ ン ボ ー ン の 床 以外 特段 
要望 は な く 、 新 し い 生活 で は 近所 に ある 実家 と 
の 行き 来 が 頻繁 に な る こと 、 友 人 を 招く 機会 が 
増え る こと が 対話 か ら 想 定 さ れ た 。 


彼ら と 敷地 に 立ち 、 周 辺 を 歩き な が ら 自然 環境 
を より 身近 に 感じ られ る 平屋 が よい と いう 所 感 を 


共有 し た 。 そ し て 、 内 側 と 外側 か ら の 視点 を 行 
き 来 する 中 で 、 外 部 と 内 部 が 地 続き と な る よう な 
細長 いら ポリ ュー ム が 立ち 上 が っ た 。 田 園 風景 を 
RMSD 

、 境 界 に 小さ な 庭 を 配置 し た 。 南 側 の 大 き な 


| MN 
UN 


が を 敷き 、 果 樹 や ハー ズ アレ ンジ メン ト 
が 楽し め る 草木 を 中 心 に 植え る こと で 生活 空間 
ONE 北側 と は 異な る 
景色 を つく っ た 。 

室内 の どこ か ら で も ゃ 気軽 に 外部 に アク セス が で き 
る よう フロ アレ ベル を 抑え 、 等 間隔 に 掃き 出し 窓 
を 連続 させ た 。 平 面 計画 は 掃き 出し 窓 の 位 i 
拠り 所 に 構成 し て いる 。 
行き 来 する 
屋根 を 支え る 登り 梁 は 内 部 空間 に リズ ム を 与え 
る た め 現 し と し 、 金 物 が 見 えな い ホ ー 


南北 に 人 と 風 、 風 景 が 


ムコ ネ ク 


NN 


ー 工 法 に よっ て 接合 させ て いる 。 外壁 は 周辺 
環境 と の 調和 を 考え 、 自 然 素材 で 経年 変化 に よ 
り 色 味 が 落ち 着い て いく レッ ド シ ダ ー の 下見 板 張 


り と し た 。 
室内 に 明か り が 灯る 時 、 開 口 か ら 漏れ る 光 が ぬ . 
も りあ る 風景 を つく り 出 す ( 牧 祐子 ) 


南側 外観 。 南 北面 の 外壁 は レッ ド シ ダ ー の 下見 板張り に 
2.730mm 間 隔 で 既成 ア 掃き 出し 窓 を 設置 。 そ 
れ ぞ れ の 部 屋 に 開口 を 設け られ る よう に 窓 の ピッ チ に 合わ せ 
て 平面 を 計画 。 室内 と 犬 走り の レベ ル 差 を 130mm に 抑え 、 
主 寝室 や 子供 部 屋 か ら も 外 に 出入 り で きる よう に し て いる 。 
軒 深 さ は 850mm。 


One-story House 


すべ て の 部 屋 と 外部 を 繋ぐ 掃き 出し 窓 ee 
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| リビン グ か ら 北 側 を 見 る 。 北側 外壁 は 延焼 の 可能 性 分 囲 
間 。 を 考慮 し て セッ トバ ッ ク さ せ て 間 を 小さ な 庭 と し 、 サ キ ゴケ 
る や ディ コン ドラ な ど 数 種類 の グラ ンド カバ ー を 植え て いる 。 
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の 浴室 は 日 当たり の よい 南側 に 配置 。 浴室 北側 の 洗 
ン 面 室 か ら 浴室 を 介し て 物干し 場 へ 出る こと が で きる 。 
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村 計 用 人 析 に 12mm 


玄関 。 玄 関 に 続く 北側 の 開口 の 先 に 田んぼ を 望む 。 
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スギ の 登り 梁 が 455mm ピ ッ チ で 並ぶ ぷ 。 施工 に | 
耐 居 性 高い ホー ムコ ネクター 工法 を 採用 。 東 
内 壁 の 高 さ は 2.860mm に 抑え られ 、 上 部 は 視線 が 抜 


110 2o908 に 


配置 図 縮尺 1:3.000 


大 津 の 住宅 

所 在 地 / 滋 賀 県 大 津 市 
主要 用 途 専 用 住宅 
家族 構成 / 夫 婦 + 子 供 


設計 

STUDIO YUKO MAKI 担当 / 牧 祐子 

設計 協力 / 時 森 康一郎 建築 設計 事務 所 
担当 / 時 森 康一郎 

構造 三原 悠子 構造 設計 事務 所 
担当 / 三 原 悠 子 

設備 シス テム デザ イン 研究 所 
担当 / 佐 野 明子 

施工 

ダイ コー ホー ム 担当 伊勢 村 裕 一 

具 / 工 藤 工務 店 

外 構 ・ 造 園 / 建 主 施工 

構造 ・ 構 法 

主体 構造 ・ 

基礎 べた 基礎 

規模 

階数 地上 1 階 

軒 高 2.830mm 最高 高 さ 5.358mm 

敷地 面積 424.54m 

建築 面積 103.51m 


木造 在 来 工法 


リビン グ 、 ダ イニ ング キッ チン か 


(建蔽率 24.38% 許容 60%) 
延 床 面積 103.51m 
(容積 率 24.38% 

1 階 103.51m 

工程 

設計 期間 2015 年 6 月 2016 年 6 月 

工事 期間 2016 年 7 月 一 2017 年 3 月 

敷地 条件 

地域 地区 都市 計画 区 域外 市 街 化 調整 区 域 

道路 幅員 西 4m 北側 法 外道 路 

駐車 台数 1 台 

外部 仕上 げ 

屋根 / ガ ル バ リ ウム 銅板 t=0.35mm 縦 は ぜ 暮 き 

外壁 プレ ッ ド シ ダー 下見 板張り 

開口 部 プア ル ッ シ 

外 構 / コ ンク リー ト 守 装 

内 部 仕上 げ 

リビン グ ダイ ニン グ キ ッ チ ン 

床 / ナ ラ ヘ リン ボー ン t=15mm (名 建 工業 ) 
オス モワ ックス クリ アツ ヤ な し 

壁 / 石 診 ボ ー ド =12.5mm EP 

天井 / 石 育 ポー ド t=9.5mm EP 
厨房 検 器 / 

食 洗 器 / ゾ パナソニック NP-45MC6T 

ガス コン ロ ノ ハー マン C3WF2KJTKST 


換気 記 ( シ ェ ー ド ) ノバ ナ ソニ ッ ク FY38B7M19 

キッ チン カウ ンタ ー・ 収 納 棚 ・TV ポ ボー ド / 制 作 
(メラ ミン 化粧 板 ) 

照明 ノ パ ナ ソニ ッ ク flame 

建築 金物 / 
シン ク 水 栓 金物 / IXIL SF-E546S 

浴室 

床 / LIXIL サー モタ イル 200mm 角 

壁 ・ 天 井 /FRP 防 水 t=2mm 

照明 / パ ナ ソニ ッ ク 

バス タブ ノ TOTO CERACEY21580RV7 

シャ ワー 水 栓 金物 / LXIL BF-J147TSC 

空調 機器 / ノ ー リ ツ BDV4105WKNS 

トイ レ 洗面 室 

床 / 長 尺 シ ー ト t=2mm 

壁 ノ 石 青 ボー ド =12.5mm EP 

天井 / 石 育 ボ ー ド t=9.5mm EP 

照明 ノバ ナン ビー 

便器 / LIXIL GBC-ZA10S 十 DTZA184 

洗面 カウ ンタ ー/ 制 作 (メラ ミン 化粧 板 ) 

洗面 器 ・ 洗 面 用 水 栓 金物 / LIXIL GLA555YA 

空調 機器 / バ ナ ソニ ッ ク FY-17C7 

子供 部 屋 主 寝 室 ゲス トル ー ム 

床 / 子 供 部 屋 ・ 主 寝室 : ロ シア ン バ ー チ 合板 ( テ 
ツヤ ジャ バン ) ウレ タン 塗装 ゲス トル ー 


廊下 1 か ら 廊 下 2 を 見 る 。 交 互 に 連続 する 
壁 と 開口 が 室内 に 陰影 を つく り 出 す 。 

ム : モル タル 金 ご て 仕上 げ 撮 水 剤 
璧 / 石 育 ボ ー ド t=12.5mm EP 
天井 / 石 府 ボ ー ド 1=9.5mm EP 
子供 部 屋 ・ 主 寝室 クロ ー ゼ ッ ト / 制 作 (シナ 合板 ) 
照明 / バ パナ ソニ ッ ク 
設備 シス テム 
空調 冷暖 房 方 式 / 空 冷 ヒ ー ト ポン プ エ ア 


その 他 / ヒ ー ト ポン プ 式 温水 床 暖房 
給排水 給水 方 式 / 水 道 直結 方 式 
排水 方 式 / 汚 水 雑 排水 分 流 方 式 
給湯 給湯 方 式 / ガ ス 給湯 機 
撮影 山内 紀 人 


ホー ムコ ネクター 工法 に よる 施工 。 


特集 : 平屋 と いう 選択 


防府 の 家 


Hohu House 
山口 県 防府 市 


甲 村 健 一 / KEN 一 級 建 築 十 事 務 所 
Kohmura KENichi / KEN-Architects 
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宮 を 望む 南北 に 長い 敷地 に 建つ 住宅 。 祭 事 に は 
と 地域 住民 を 招く た め の 玄 関 と な る 。 南 側 の 堀 
て 、 庭 の 緑 が 堀 の 下 か ら 街 まで 広がっ て いる 。 
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ec 
は 2.400mm の 軒 を 出し 、 幅 600mm の 婦 側 を つく っ て いる 。 


南側 の 庭 か ら 見 る 。 庭 に 対し て | 


平屋 で 解く 街 へ の あり 様 浮遊 感 ある 志 を 設え 
計画 敷地 は 防府 過 と 街 の 象徴 で ある 天満 宮 の 部 や 視線 、 車 の ・ 


内 部 か ら は 隣家 の 開口 な 屋根 を 大 ら か に 包括 し た 。2 間 の 間口 
“ライ ト を 感じ ず に 、 道 路 で 統一 し た 南側 の 居室 は 、 軒 を 深く 出す こと で 


中 間 付近 に 位置 し 、 駅 か ら 徒歩 10 分 程度 の 街 "や その 奥 の 空 へ の 広がり を 与え 、 街 に は 志 か ら 日射し を コン トロ ー ル し 、 庭 木 の 木漏れ日 が 空 
中 と は 思え な い ほ ど 広 い 敷 地面 積 を 有 し て いた あふ れ 出 す ほ どの 緑 を 提供 する 間 を 彩っ て いる 

は じ め に 取り 掛か っ た の は 南北 に 長い 敷地 に 対 静 的 な 北側 の 街 に 対し て は 遠景 の 天満 リピ ング で は 南側 の 光 を 受け た 天満 宮 を 大 き な 開 
し 、 建 屋 ん だ っ た 。 南側 軸 と る た め に と 中 景 の つく り 込み に 口 部 と 天井 に よっ て フレ ー ミ ング し 、 南 側 と 西側 


E 活 道路 が あり こ 車 と 人 が 通行 し て いる 注力 し た 。 広 平坦 な 庭 の 場合 、 
方 で 、 北側 は 落ち 着い た 住宅 街 越し に 天満 宮 
と 山並 み が 一 望 で きる 環境 に あっ た 。 そ こ で 建 
屋 を 敷地 中 央 に 配置 し 、 南 北 に 趣 の 異な る 庭 を 
設え る こと で 街 へ の 多様 な 接し 方 を 試み た 

動 的 な 南側 の 街 に 対し て は 内 部 と 街 の 双方 に 開 
放 性 を 与え る た め に 庭 の 木々 に 色彩 を 合わ せ た 


i 離 感 を 失い の ハイ サイ ドラ イト か ら 時 間 や 季節 て 光量 
を 調整 し つつ 補う こと で 終日 明る さ を 保つ て いる 

大 き な 屋 根 と 天井 は 南側 の 街並み か ら 北側 の 天 
満 宮 ま で を 繋ぎ 、 地 元 を こよ な く 愛 する 建 主 の 
た め に 、 街 の シン ポル を 感じ な が ら 住 まう 場 に す 
る こと を 目指 し た 。 ( 甲 村 健一 ) 


東側 立 面 。 北 側 に 向け て 上 が る 勾配 屋根 は その 下 に 大 き な 気 積 の リビン グ を つく る 。 リ 前 面 道路 。 周 囲 は 駅 か ら 近 い 住宅 地 。 堀 は 敷地 境界 線 か ら 
約 4m セ ッ ト バ ッ ク し て いる 。 
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One-story House 


南北 の 庭 を 介し て 街 と 繋が る 


201903 117 


北側 に 設け られ た リビン グ 。 南側 の , 


リビン グ か ら 南 の 和室 と サプリ ビン グ を 見 る 。 引 き 戸 を 開け る と 南北 の 居室 、 庭 が 連続 する 。 


118 


2019 03 


ハイ サイ ドラ イト か ら 光 を 取り 入れ る 。 リ ビン グ の 最高 天井 高 は 4.340mm。 


防府 の 家 

所 在 地 ノ 山口 県 防 府 市 
主要 用 途 / 専 用 住宅 

家族 構成 / 夫 婦 子 供 2 人 


設計 

KEN 一 級 建 築 士 事務 所 

担当 / 甲 村 健一 茂木 白 

構造 KKS エ ンジ ニア 担当 坂本 憲太郎 
施工 

銘 建 担当 / 新 宅 勝三 佐藤 圭輔 古谷 栄 基 
大 工 有 富 工務 店 担当 / 有 富 信 宏 

プレ カッ ト ポラ テッ ク 富 士 担当 / 吉 村 忠 治 
基礎 西友 コー ポレ ーション 担当 西田 元紀 
鉄筋 木下 組 担当 / 木 下 直 大 

左官 立 水 左官 工業 担当 / 立 水 敏幸 
屋根 三 晃 金属 担当 保田 浩行 森 邦男 
金属 ・ 橘 山口 エ 材 担当 / 河 村 守 彦 
木製 填 具 岡崎 木材 工業 担当 松岡 美和 
木製 サッ シュ アイ ・ エ イチ 担当 伊藤 彰 


配置 図 縮尺 1:3.000 


挙 装 ワイ ヤー ド 担当 / 橋 本 宏次朗 
内 装 イン テリ ア AKIMOTO 担当 / 秋 本 買 志 
電気 大 海 電機 担当 瀧本 見 示 
空調 興 陽 電 機 担当 / 河 村 大 樹 
給排水 防府 水道 メン テ ナ ン ス 担当 光井 祐 
鉄骨 ヤマ ウチ 担当 / 山 内 清志 
外 構造 園 か の や 緑 研 担当 / 鹿 屋 勇治 
構造 ・ 構 法 
主体 構造 ・ 構 法 木造 
基礎 べた 基礎 
規模 
階数 地上 1 階 
軒 高 5.646mm 最高 高 さ 6.085mm 
敷地 面積 774.72m' 
建築 面積 222.02m 
(建蔽率 28.66% 許容 62.42%) 
延 床 面積 164.80m* 
(容積 率 21.279% 許容 184.53%) 
工程 
設計 期間 2016 年 11 月 一 2017 年 9 月 
工事 期間 2018 年 1ー11 月 
敷地 条件 
第 一 租 住 居 地 域 商業 地域 準 防火 地域 
道路 幅員 南 4.35m 駐車 台数 2 台 
外部 仕上 げ 
屋根 ゾ ガ ル バ リウ ム 銅 板 段 茸 き ( 三 晃 金 属 ) 
外壁 プ / ジ ョ リバ ッ ト 荒 壁 (アイ カ 工 業 ) 
磁器 質 タ イル (エク シィ ズ ) 
開口 部 ノア ルミ サッ シ (LIXIL) 木製 サッ シ (|) 
土間 / 土 間 た た き (ヤブ 原 ) 
テラ ス 床 磁器 質 タ イル (ニッ タイ 工業 ) 
内 部 仕上 げ 王 
リビング ダイ ニン グ キッ チン 
床 ・ 天 井 / オ ー ク フロ ー リ ング (|OC) 
壁 プク ロス (リリ カラ ニル ノン 東 り ) 
磁器 質 タ イル (長江 陶業 ) 
障子 / 千 本 格子 (タニ ハタ ) 
和室 
床 / オ ー ク フロ ー リ ング (IOC) 畳 (大 建 工業 ) 
床の間 / オ ー ク スプー ンカ ッ ト ( ノ ス タ モ ) 
壁 ノ ス サ 入 り 塗 壁 磁器 質 タ イル (エク シィ ズ ) 
天井 ノ ヨ シ サツマ 丸 糸 通し ( 竹 六 商 店 ) 
熊 ノ アル ミ す だ れ (アル トシ ステ ム ) 
浴室 
床 / 磁 器質 タイ ル (ニッ タイ 工業 ) 
ビニ ル 床 (富士 商 ) 
壁 / 磁 器質 タイ ル (名 古屋 モザ イク 工業 ) 
天井 ノア ルミ スバ ンド レル (創建 
主 寝室 その 他 
床 / オ ー ク フロ ー リ ング (|OC) 
壁 ・ 天 井 / ク ロス (リリ カラ ) 
設備 シス テム 
空調 冷暖 房 方 式 / ル ー ム エア コン 
換気 方 式 / 第 一 種 換気 


その 他 / 床 暖房 
給排水 給水 方 式 / 水 道 直結 

排水 方 式 / 重 力 式 
給湯 給湯 方 式 / ガ ス 給 湯 器 
照明 大 光電 機 


撮影 鈴木 研一 


リビン グ か ら テ ラス を 介し て 防府 天満 宮 ま で 見 通す 。 北 側 の 
庭 は 傾斜 を つけ る こと で 、 防 府 天満 宮 へ 視線 が 向かう よう に 
し て いる 。 リ ビング の 床 仕上 げ を 途中 か ら テ ラス と 同じ 磁器 質 
タイ ル へ と 切り 替え る こと で 、 テ ラス と の 連続 感 を 強め て いる 。 
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特集 : 平尾 と い 計 計 択 
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高齢 世帯 に 提案 する 新しい 繋が り 方 
近年 高 寿命 化 が 進み 、 高 齢 者 が アク ティ プシ ニ 
ア と し て 注目 され る 中 、 引 退 後 の 第 2 の 家 を 求め 
る 動き が 目覚 まし い 。 住宅 も 、 子 育て 世帯 向け 
の 一 家 団 薬 型 か ら 高齢 世帯 向け の 新た な あり 方 
を 模索 する 必要 が ある 。 

これ は 地方 都市 の 郊外 に 建つ 、 高 齢 夫婦 の た 
め の 家 で ある 。 夫 婦 の 生活 空間 の ほか に 、 同 市 
内 に 近 居 する 息子 の アト リエ を 併設 し て いる 。 夫 
婦 は それ ぞ れ に 仕事 を も ち 、 別 々 の 部 屋 で 暮 ら 
す 。 時 折 、 息 子 が や っ て き て 親 を 見 守り な が ら 、 
アト リエ で 仕事 を する こと が で きる よう に し た 。 
計画 は 、 父 と 母 、 息 子 と いう 大 人 3 人 の それ ぞ 
れ の 個室 を 設け る と ころ か ら 始 まっ た 。 各 個室 
は 庭 に 面 し て 分 散 し て 自律 的 に 配置 し 、 暮 らし 
に 合わ せ て 洋室 、 和 室 、 土 間 と 個性 を も つ 空 間 
と し た 。 

さら に 個室 の 間 に 曲面 屋根 を 架け 渡し 、 個 室 と 
個室 の 問 の 空間 「 間 の 間 」 を つく る 。 個室 と 個 
室 の 間 に 隙 間 の よう な 空間 を つく る こと で 、 ほ ど 
よい 距離 感 を 保ち な が ら 家 族 の 暮らし を 緩やか 
に 繋ぐ こと を 意図 し て いる 。「 間 の 間 」 に 架け 渡 
す 梁 は 、HP シ ェ ル に よる 曲面 を 38mmx 
184mm の 繊細 な 集成 材 に よっ て 構成 し 、 在 来 
工法 に よる 個室 空間 と 異な る 抑揚 を 生み 出し た 。 
ファ サー ド は 小さ な 家並み が 連続 する よう に 、 各 
機能 を 納め た ヴォ リュ ー ム を 家 型 や パタ フラ イ 型 
に し て 繋げ て いる 。「 個 室 」 と 「 間 の 間 」 を 二 項 対 
立 的 に 表現 する の で は な く 、3 人 の 領域 が 間 の 
間 を 通じ て 穏やか に 上 繋が る よう に 、 領 域 を また 
いで ひと つの 図形 を 描き 、 全 体 を が ル パ リ ウム で 
包ん だ 。 個室 の 縁側 的 空間 で ある 「 間 の 間 」 が 
外部 に 接する 面 は 、 木 質 の 仕上 げ を 内 外 に 連 
続 させ 、 生 活 の 表情 が 顕 れる 設え と し た 。 
均等 に 割ら れ た 区 画 に 目 一 杯 に 建て られ た 2 階 
屋 が 並ぶ 住宅 地 は 、 そ の 多く が か つて 子供 部 屋 
だ っ た 2 階 の 部 屋 を 倉庫 化し て も て 余 し て いる 。 
その 一 方 で 、 小 屋 の よう に 個室 が 連なる 「 間 の 
間 」 の 家 は 、 そ の 小さ さゆ え に 街 に 空地 を 生み 、 
異質 な 存在 感 を 放っ て いる 。 

「 間 の 間 」 は 、 家 族 が 集まる 求 心 的 な 団らん 空 
間 で は な く 、 個 室 と 個室 の 共用 の 縁側 の よう な 
場 で ある 。 こ こ で は 前 庭 や 路地 に 自然 に 領域 が 
広がる よう に 生活 が 溢れ 出す 。 各 自 が 個室 の 中 
に 閉じ こも る の で は な く 「 間 の 間 」 に 開か れ て いく 
こと で 、 子 育て と いう 協 働 作 業 を 終え た 夫婦 と そ 
の 息子 が 適度 な 距離 を 保ち つつ 、 い を 見 守り 
な が ら 寄 り 添っ て 暮らす こと の で きる 居場所 と な 
る 。 (高野 洋平 森田 祥子 ) 
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One-story House 


小さ な ヴォ リュ ー ム を 連ね 余白 を つく る 


ET 
SUStO4m 
プチ ポコ ルン ト に 1 0mm 


GLt3790. ん 半 和 


| )820 ise 39i0 


断面 詳細 図 縮尺 1:50 
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一 


と WWANNNNN 名 


斜 する 屋根 で 繋い で いる 。 周 囲 に 
2 階 直 て の 戸建て 住宅 が 並ぶ 中 、 平 屋 と する こと で 周囲 に ヴォ イド を つく り 出 す と 共に 室内 に 南側 か ら の 採光 を 取り 込ん で いる 。 


ー 
2 SUStO4mm 
0 チル ゴム シー ト 1.0mm 


和 
SMSFO4m 

3 

著 員 プチ kd ムシ トト 10mm 


= 
信 上 ビニル クロ 4 
WPB resmm 


FN 
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で 二 2 
左 : 間 の 間 1。 リ ビン グ ダ イ ニン グ キ ッ チ ン の 機能 を も ち 、HP シ ェ ル の 屋根 が 架かる 。 
右 : 中 庭 1。 母 の 間 (正面 ) と 間 の 間 1 ( 右 )、 息 子 の 間 ( 左 ) が 面 する 。 


間 の 間 の 家 

所 在 地 / 愛 知 県 岡崎 市 
主要 用 途 / 住 宅 

家族 構成 夫婦 


設計 

MARU。 architecture 

担当 / 高 野 洋平 森田 祥子 門井 債 之 介 
構造 坂田 涼太 郎 構造 設計 事務 所 
担当 坂田 涼太 朗 

家具 藤森 泰司 アト リエ 

担当 / 麻 森 秦 司 石橋 亜紀 


箱 屋 担当 / 大 村 祐 以 

基礎 福 勢 組 担当 / 片 賠 雅 俊 

大 工 光ヶ丘 中 嶋 建 築 担当 / 中 嶋 稚 典 
木材 山西 担当 / 安 藤 昭典 

板金 今井 板金 担当 / 今 井 春 雄 

塗装 冨 三 家 担当 富田 淳 

木製 建具 松原 建具 担当 / 松 原 正明 
硝子 井上 硝子 担当 / 井 上 静 一 

クロ ス 福美 装 担当 / 高 木 正 記 

電気 足立 電気 商会 担当 萩原 和夫 


の 


126 29o19o3 


給排水 クア トロ 担当 渡部 貴昭 
空調 名 南 冷熱 工業 担当 / 小 澤 債 太朗 
外 構 ・ 植 栽 岡田 礎 担当 岡田 康弘 
家具 イノ ウエ イン ダス トリ ィ ズ 
担当 後藤 洋 佑 坂本 有 香 
構造 ・ 構 法 

主体 構造 ・ 構 法 木造 在 来 工法 
基礎 べた 基礎 

規模 

階数 地上 2 階 

軒 高 4.285mm 最高 高き 4.385mm 
敷地 面積 163.22m' 

建築 面積 85.36m' 

( 建 敵 率 53.82% 許容 60%) 

延 床 面積 83.71m' 
(容積 率 56.86% 許容 100%) 

1 階 86.18m' 2 階 662m 


工 竹 一 一 ーー 


設計 期間 2016 年 8 月 一 2017 年 2 月 
工事 期間 2017 年 2 月 一 2017 年 10 月 
敷地 条件 

地域 地区 第 一 種 低層 地域 専用 地域 
高 さ 制 限 10m 法 第 22 条 地域 


道路 皿 員 北 60m 

駐車 台数 1 台 

外部 仕上 げ 

屋根 / ガ ル バ リウ ム 負 板 

外壁 ノ ガ ル バ リ ウム 銅板 一 部 スギ 板張り 

開 品 部 プア ルミ サッ シ (LIXIL) 

外 構 / コ ンク リー ト 金 ご て の 上 防塵 塗 装 

内 部 仕上 げ 

間 の 間 1 キッ チン 

床 / フ ロー リン グ (IOC) =12mm 

壁 / ラ ワン 合板 t=5.5mm 一 部 キッ チン バネ ル 
(サン ワカ ン バ ニ ー) 

天井 プラ ワン 合板 t=5.5mm 

厨房 機器 / シ ステ ムキ ッ チン (サン ワカ ン バ 
ニー) 

家具 制作 (イノ ウエ イン ダス トリ ィ ズ ) 

照明 / ペ ベン ダン トラ イト (後藤 照明 ) 

間 の 間 2 

床 / フ ロー リン グ (IOC) t=12mm 

壁 ・ 天 井 プラ ワン 合板 t=5.5mm 

照明 / ペ ンダ ント ライ ト (後藤 照明 ) 

父 の 間 

床 / フ ロー リン グ (IOC) =12mm 


配置 図 縮尺 1:1.000 


壁 ・ 天 井 / ビ ニル クロ ス (サン ゲ ツ ) 
照明 / ダ ウン ライ ト 

母 の 間 

床 / 畳 

壁 ノ ビニ ルク ロス (サン ゲ ツ ) 
天井 / ヒ ノ キ 合 板 =12mm 
照明 / ダ ウン ライ ト 

息子 の 間 

床 / コ ンク リー ト 金 ご て の 上 防 鹿 浴 装 
壁 / 木 毛 セメント 版 t=12mm 
天井 プラ ワン 合板 t=5.5mm 

家具 制作 (イノ ウエ イン ダス トリ イズ) 
トイ レ 洗面 所 

床 / 長 尺 塩化 ビニ ル シ ー ト (サン ゲ ツ ) 
壁 ・ 天 井 / ビ ニル クロ ス (サン ゲ ツ ) 
便器 / ア ラウ ー ノ (panasonic) 


設備 シス テム 

空調 冷暖房 方 式 / ル ー ム エア コン 
換気 方 式 / 第 三種 換気 

給排水 給水 方 式 / 上 水道 直結 
排水 方 式 / 下 水道 直結 

給湯 給湯 方 式 / ガ ス 給 湯 器 


撮影 / 新 建築 社 写真 部 
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グ Yuu Architects 


集 100 年 以上 の 展 家 民 家 の 改 修 。 長 い 歴史 の 中 で 増 改 築 さ れ た 部 分 は で きる だ け オ リ ジ ナ ル の 状態 


に 戻し 、 構 諾 補強 と 断熱 性 能 を 上 げ る こと で 居住 性 を 向上 させ < で い る 。 洋間 の 台所 に 改修 され で いた 
部 分 は 土 隊 議 戻し 、 昭 和 き : {の アル ミサ ッ シ お よび 支 関 麟 は その まま 生か し て いし て い 
る 。 左手 ン で われ 7 の * 提 一 ム は 浴室 。 
128 2o9o: 
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守る 景観 と リノベーション 


名 古屋 で 生活 し て いた 夫婦 が 恵那 の 農村 集落 
に ある 古 民家 と 田んぼ を 購入 し て 、 子 育て の 場 
所 と し て 選ん だ 。 恵 那 の 毛 鹿 母 は 、 名 古屋 か ら 
1 時 間 ほど の と ころ に あり 、 南 垂れ の 地形 に 沿っ 
て 田んぼ が 広がる 美しい 集落 。 人 びと は 草刈 り 
や 手入れ を し て この 景観 を 維持 し て いる 。 購 入 
し た 民家 は 集落 の 中 の 中 央 に あり 、 屋 号 は 「 田 
中 」 と いう 。 築 100 年 以上 の 典型 的 な 農家 民家 
だ が 、 昭 和 の 経済 発展 と 共に 田 の 字 型 の 間 取 
りか ら 土 間 は な く な り 、 玄 関 や 広い キッ チン ダイ 
」 ニ ング が 造作 され て いた 。 母 屋 の 周囲 に は 土蔵 
や 農作業 小屋 も あり 、 そ れ ら は 底 で ひと つ に 皿 
が れ 、 外 へ と 生活 の 空間 が 広がっ て いた 。 
この 美しい 景観 を その まま 残す た め に 外観 は 極 
力 さ わら ず 、 土 歳 に 繋げ て いた 底 や 増築 され た 


部 分 は オリ ジ ナ ル へ と 減 築 し た 。 昭 和 に 改修 さ 
れ た アル ミサ ッ シ は 馴染 ん だ 風景 と し て その まま 
利用 し 、 屋 根 瓦 は 元 の 瓦 を 再 利 用 し て 性 能 維持 
の た め に 茸 き 替 えた 。 柱 の 傷ん だ と ころ は 新しい 
ヒノ キ で 繕 い 、 垂 木 は 使え る も の は 残し 、 大 工 
と 相談 し な が ら 修復 し た 。 内 部 環境 は 性 能 を 高 
め る た め に 内 断熱 と 大 き な ワ ン ル ー ム と し て 通風 
を 工夫 し 、 性 能 が 上 が ら な い サ ッ シ 部 分 は カー 
テン で 断熱 性 能 を 補っ て いる 。 冬 の 暖房 は 新 ス 
トー ブ で 全体 を 温め て いる 。 


道具 の よう な 家 
農地 を 所 有する と いう こと は 、 正 式 に 農家 と いう 
こと に な る 。 そ れ は 自然 と 対 財 し 外 へ 向かう 生活 


と な る 。 以前 の 土間 部 分 と 馬 屋 な ど が あっ た と | 


ころ は 、 洋 間 の 台所 に 改修 され て いた が 、 土 間 


を 復活 させ て 、 田 ん ぼや 畑 へ 簡単 に 行き 来 で き 、 
子育て や 食事 の 空間 が 農 に 近い 場所 に な る よう 
に し た 。 さ ら に 、 外 壁 ラ イン は 室 で 間仕切 ら ず に 、 
水 回 りや 収納 を BOX と し て 配置 し 、 南 北 の 縁側 
も 床板 を 取り 外し て 土間 レベ ル に する こと で 、 ど 
こ か ら で も 外 ヘ アプ ロー チ で きる よう に し て いる 。 
昭和 の 経済 発展 と と も に つく り 変 えら れ て きた 家 
を 、 無 造作 に 戻す こと で 、 使 い 勝手 の よい 道具 
の よう な 家 と な っ た 。 

毛 廊 母 で は 、 子 育て の 農家 初心 者 を 受け 入れ 、 
田んぼ の 世話 や 子供 の 世話 と 、 と に か く 地域 が 
見 守っ て くれ て いる こと が よい 。 地 域 の 開か れ た 
コミ ュ ニ ケー ショ ン が 集落 や 農業 の 復活 に 繋 
が っ て いく と 思う 。 (浅井 容 礁 ) 
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前 は 既 基 の 池 。 


3 1 
NO 


部 屋 か ら 下 座敷 を 見 る 。 


毛 亡 母 の 家 道路 相 員 南 3m 水 回 り 
所 在 地 / 岐 邊 県 恵那 市 リノ ベー ショ ンコ スト - 床 / カ バ 無垢 フロ ー リ ング t=15mm 
主要 用 途 専 用 住宅 解体 約 2.100.000 円 壁 ・ 天 井 / ラ ワン ベニ ヤ t=5.5mm 
家族 構成 / 夫 婦 + 子 供 瓦 暮 き 改修 工事 約 4.000.000 円 ユニ ッ ト バ ス / TOTO ユニ ッ ト バ ス サザ ナ HS 
基礎 ・ 土 間 改 修 工事 約 1.200.000 円 シリ ー ズ S タ イプ 1616 
設計 外壁 改修 工事 約 1.200.000 円 便器 / LIXIL サテ ィ ス G タ イプ 
容 建 築 計 画 担当 / 浅 井 裕 雄 吉田 澄 代 天井 断熱 改修 工事 約 600.000 円 上 座敷 下 座敷 
施 エ 構造 材 補修 工事 約 350.000 幅 床 / 畳 敷き (既設 の まま ) 
ヨシ コウ 担当 / 吉 村 真 アル ミサ ッ シ 改 修 工 。 約 850.000 円 壁 / 土 右 (既設 の まま ) 
設備 早坂 設備 担当 早坂 稚 彦 衛生 設備 工事 約 1.900.000 円 天井 板張り (既設 の まま ) 
ガス ワ セ 田 ガス 担当 / 青 木 伸 弘 電気 設備 工事 約 800.000 円 部 屋 納戸 
電気 オ 電 器 担当 西尾 正彦 外部 仕上 げ 床 プ カバ 無垢 フリ ー ロ ング t=15mm 
構造 ・ 構 法 屋根 / 瓦 其 き 壁 / 土 壁 一 部 補修 
主体 構造 ・ 構 法 本 千 外壁 / 土 壁 改修 部 分 : 漆喰 梁 り 天井 板張り (既設 の まま ) 
規模 開口 部 プア ルミ ベット 家具 制作 : スニ ッ カ 
階数 地上 1 階 改修 部 分 : アル : 設備 シス テム 
建築 面積 210m 内 部 仕上 げ 空調 暖房 方 式 / 若 ストーブ 
延 床 面積 207m 土間 換気 方 式 / 第 3 種 機械 換気 
工程 床 / 土 間 コ ンク リー ト 金 ご て 仕上 げ 防塵 塗装 その 他 プ ガス 温水 床 暖房 
上 間 20016 年 4 月 12 月 壁 / PB t=12.5mm EP 給排水 給水 方 式 / 上 水道 直結 方 式 
工事 期間 2017 年 1 月 12 月 天井 / PB t=9.5mmx2 EP 排水 方 式 / 浄 化 模 
敷地 条件 キッ チン / 制 作 : イリ エ 製 作 所 給湯 給湯 方 式 / ガ ス 給 湯 器 
都市 計画 区 域内 (区 域 区 分 非 設定 都市 計画 ダイ ニン グ テ ー ブ ル ・ 椅 子 / 制 作 : スニ ッ カ 撮影 / 新 建築 社 写真 部 
区 域 ) カー テン / 制 作 : ハイ ム "撮影 / 新 名 清 
WW FI2nm( 和 人 PE 
四 
ァ ラ ター 本 に 
PP 
2 人 
3 則 LOm 
朋 ]W 
アサ 
凡 S ト 


人 
に 1BmrPB に 125mm の EEP 
2329- ル 16K 100mm 


EL) 
プラ ンー ド 30mm の 上 EP 


還 リ 
内 スロー ム ん 1 
了 


開口 部 回 り 詳細 図 縮尺 1:50 
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断面 詳細 図 縮尺 1:75 
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Housein Bamboo Grove 
兵庫 県 


奥野 八 十 八 プ アト リエ ・ ブ リコ ラー ジュ 
Okuno Yasohachi / Atelier Bricolage 
- sn 


ラン ドス ケー プ と ルー フス ケー ブ プ の 間 3 
山間 の 小 き な 集落 を 見 渡せ る 山 掴 の 竹林 を 切り = 
拓 い て 建て た 住宅 で ある 。 初 め て と の 地 を 訪れ 
た 時 に は 、 質 蒼 生い茂っ た や 雑 間 で 辺り は 2 
薄暗く 、 陳 地 境界 も 判然 と し な が う た 』- し か じ に 人 ジ ココ 
何 度 も 足 を 運ぶ うち に 、 竹 が 握れ る 気配 か ら 伝 YS 
わる 風 の 抜け 方 、 少 し 高台 に な つう 際 名 が ら こ 
そ 得 られ る 了 眺望 、、 珍 後に 山 が ある こと の 安心 感 
な ど を 読み 取れ た 。 そう いっ た 感覚 を 兼業 農家 
で ある 建 主 と 共有 し ながら 、. この 場所 に 建つ 現 
代 の 民家 は どう ある べき か を 考え た 。 
まず 力強い 自然 に 侵食 きれ な い 仲 びやかな 生 
活 の 領域 を 確保 する べく 、 全体 を いく つか の ヴォ 
= リュ ー ム に 分 け 、 そ れ ら の 間 に 半 屋 外 の 空間 を 。 
挟み込み 、 周 因 の 自然 に 対す る 緩衝 地帯 と し た 。 
) = ここ に は 季節 に よっ て 各種 の 苗 の パレ ッ ト が 並び 、 
-。。 電 険 具 や 軽 トラ ッ ク が 出入 り じ 、 主 暖房 で ある 新 
スト ー プ の 基 が 債 まれ 、 玉 ね ぎ が 出る され る 。 ヴォ 
リュ ミー ム は 7 ド マ 」「 イ マ ・ ザ シキ 」「 ダ イド コ ・ ネ 
| と いっ た 伝統 的 な 民家 の 構成 を 参照 し 、 再 
構成 し て で いる 。 各 ヴォ リュ ー ム に は 、 生 活 土 の 使 
い 勝手 や 必要 と な る 天井 高 、 雨水 排 水 の 方 向 、 
周囲 の 山並 みな ど を 勘案 し て それ ぞ れ に 屋根 を 
架け 、 そ れ ら が 重なり 合い な が ら 「 ナ ヤ 」「 オ モヤ 」 
「 ク ラ 」 と いう 異な る ヴォ リュ ー ム の 集まり か ら な る 
侯 統 的 な 民家 を 想起 きせ る 模 成 と し た 。 
内 部 で は 、 キ ッ チ ン を 現代 版 の か ま ど と 読み 碑 
え 、 基 礎 と 一 体 で 逆 ち 上 げた コン クリ ー ト で つく っ 
て いる ほか 、 持 室 の 中 央 に 立つ [大黒 桂 」 が 見 
る 角度 に よっ で 『 末 住 」 の まう に も な る よう に 周囲 
を 設え 、 構 造 と で の 役割 だ け で な 象徴 的 に 
も 機能 する よう に 扱っ て いる 。 また 通常 の プロ 
セス と は 逆 に 、 皮 存 の 作 木 を どこ まで 伐 か を 
建物 の 計画 と 並行 て 検討 し て いく 引き 算 で の 
外 構 計画 を 行っ た 。 
敷地 と いう 小さ な 範囲 に 留まら ず 、 周 囲 に 広 が 
| る 田んぼ や 里山 まで 含め た 大 き な ラ ンド スケ ー ブ 民 N 8 etRAWY aa 
と 、 そ れ ら を 受け 止め て 生活 の 場 を 規定 する ルー 1 了 配 置 平面 較 縮尺): 100 
フス ケー ズ 。 その 場所 に 相応 じゅ 耐 者 の 関係 を 
見 つけ る こと が で きれ ば 、 自 然 と 風 遇 基 染み 、 N 
日 々 の 暮らし の 雑多 な あれ これ や 持 来 に 渡る 住 
まい 方 の 変化 を 受け 止め 得る 、 大 ら か な 住ま い 
を つく る こと が で きる の で は な いか と 考え で いる 。 
(奥野 八 十 八 ) 
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左 : 中 庭 2 か ら 南 東側 を 見 る 。 ワ イン セラ ー と 食堂 の 間 に 設え 
られ た 中 庭 は 、 食堂 の 延長 と し て 外部 を 楽し むこ と が で きる 場所 。 


右 : 駐 輸 スペース か ら 中 庭 1 と ポー チ を 見 る 。 中 庭 は 軒 と ケラ VC SE 
バ に 4 方 を 囲ま れ 、 上 部 か ら 北 備 の 竹林 を 望む 。 車 を 駐 輸 スペ ー ハツ さ 人 ハハ F 

ス に 横付け で きる の で 、 倉 庫 ・ シ ョ ッ プ へ の 湖 入 や 荷 所 き に も 全学 と ええ へ 

使わ れる 。 ニュ ーー 
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で RS RS 2 詳 平面 図 縮尺 1 : 150 
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を 見 る 。 登 り 梁 を も ち 出 じ て 出 杵 と する こと で 軒 
年 本 を 設け ず 雨水 を 直接 地面 に 落と し て いる 。 


One-story House 


自然 環境 と 暮らし の 緩 衝 帯 と な る 軒下 
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断面 詳細 図 縮尺 1:100 
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と 共に 、 レ 


竹林 の 家 

所 在 地 / 兵 庫 県 
主要 用 途 / 再 用 住宅 
家族 構成 / 夫 婦 


設計 

アト リエ ・ プ リコ ラー ジュ 
担当 / 奥 野 八 十 八 

構造 エス ・ キ ュー ブ ・ ア ソシエ イツ 
担当 / 橋 本 一 郎 今田 光 祐 ( 元 所 員 ) 
設計 協力 カワ イデ ザイ ン ワ ー ク ス 
担当 河合 克 俊 

施工 

匠 斬 築 工房 担当 撫養 潤一 大 園 球 也 
基礎 大 建 工業 担当 / 大 山 勝彦 

屋根 ・ 板 金 アー キス ト 担当 後藤 一 也 

左官 増田 工業 所 担当 / 兵 庫 功 

木製 建具 明石 屋 建具 製作 所 担当 植原 康 仁 

電気 姫 高 電 機 担当 / 大 五 信之 

設備 藤田 水道 担当 藤田 涯 之 

キッ チン キッ チン ハウ ス 

構造 ・ 構 法 

主体 構造 ・ 構 法 木造 在 来 工法 

基礎 べた 基礎 


に 


ー ド を 支持 し 、 照 明 や 排気 ダク ト を 仕込 む ス ペー ス と な っ て いる 。 


規模 
階数 地上 2 階 
軒 高 5,370mm 最高 高 さ 7.185mm 
敷地 面積 989.93m* 
建築 面積 123.58m' 

(建蔽率 12.48% 許容 60%) 
延 床 面積 146.34m 

(容積 率 14.78% 許容 200%) 

1 階 112.29m 2 階 3405m 
工程 
設計 期間 2015 年 2 月 ~- 2016 年 4 月 
工事 期間 2016 年 5 月 一 2017 年 1 月 
敷地 条件 
地域 地区 市 街 化 調 整 区 域 防火 指定 法 
22 条 地域 
道路 幅員 南 2m (43 条 1 項 但し 書き ) 
外部 仕上 げ 
屋根 / ガ ル バ リ ウム 銅板 甲 は ぜ 暮 き t=0.35mm 
外壁 / 薄 塗 左官 仕上 げ 
開口 部 木製 建具 住宅 用 ア ルミ サッ シ 
外 構 プ コン クリ ー ト 金 ご て 押さ え 砕石 敷き 


床 プ タイ ル 貼 り =10mm サン ワカ ン バ ニ ー 


畳 ペ ンチ か ら 台 所 を 見 る 。 


TLo7411 
璧 ノ PB =12.5mm クロ ス 仕上 げ 
天井 / シ ナベ ニヤ t=5.5mm 白 オ イル 拭き 取り 
厨房 機器 / 
食 洗 器 / Miele G6100SCi 
オー ブン / AEG BP8314001M 
中 コン ロ / Miele KM6115 
換気 扇 (シェ ー ド ) ノア リア フィ ー ナ 
CFEDL952S 
建築 金物 / 
シン ク 水 栓 金物 プ HANSGROHE アク サー 
チッ テリ オ M 34822004 GROHE ミン タ 
32445000 
アン ダー シン クノ シゲ ル 工 業 FCM-KFS ト 
ヨウ ラ N320V 
トイ レ 1・2 洗面 所 
床 / ナ ラフ ロー リン グ =15mm オイ ル 塗 り 
壁 ノ PB t=12.5mm クロ ス 仕上 げ 
天井 / PB t=9.5mm クロ ス 仕上 げ 
便器 ノバ ナ ソニ ッ ク アラ ウー ノ 
洗面 カウ ンタ ー/ 和 第 衛 ( 建 主 支給 ) 改造 
KE124075 (平田 タイ ル ) 
洗面 用 水 栓 金物 TOTO TLC31BEF 
空調 機器 / PS グル ー プ TSTEO060 


倉庫 に 併設 され た ワイ ン シ ョ ッ プ 。 


玄関 シュ ー ズ クロ ー ク 

床 / チ ー ク 積層 フロ ー リ ング t=15mm (ワー 
ルド フロ ン テ ア ) 

壁 / PB =12.5mm クロ ス 仕上 げ 

天井 ノラ ワン ベニ ヤ t=5.5mm 

居間 食堂 

床 プ チー ク 積 悦 フロ ー リ ング t=15mm (ワー 
ルド フロ ン テ ア ) 

壁 ノ PB t=12.5mm クロ ス 仕上 げ 

天井 / シ ナベ ニヤ t=5.5mm 白 オイ ル 拭 き 取り 

ワイ ン セ ラー 

床 プ コンクリート 金 ご て 押さ え 

壁 / PB =12.5mm 

天井 / PB t=9.5mm 


設備 シス テム 
空調 暖房 方 式 / 新 スト ー ブ FF 式 石油 ファ 
ッ 村 ーー 


冷房 方 式 ア ルーム エア コン 

給水 方 式 / 上 水道 直結 (セン トラ ル 浄 

水 ) 

排水 方 式 / 下 水道 放流 

給湯 給湯 方 式 / 電 気温 水 器 (エコ キュ ー 
ト ) 


給排水 


撮影 / 新 建築 社 写真 部 


西 仙 全 景 西 側 に は 新 寺 き 場 や 倉庫 と し て の 土間 が 配置 され る 。 冬 に な る と 新 因 坦 
に 匠 が 積み 上 が っ て 壁 に な り 、 暖 か く な る と 新 が 減っ て アプ ロー チ か ら 玄関 を 見 通せ る 。 
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吉武 研 ニ ヨシ タケ ケ ンジ 建築 事務 所 \ の N 
Kenji Yoshitake Architect Office | ん 


南 よ り 見 る 。 右 手 に 玄関 革 リ ピン グ ・ ダ イニ ジグ キッ チン か ら な る 「 お も て 」 と 、 左手 | に 4 つの 容 室 、 
水 回 りか ら な る i『 な か え 」 の ふた つの ボリ ュー で 構成 し 。 れ ら を 座 行 させ て 配 慎 。「 お も て 』 の 3 間 
幅 の 開口 と 、「 な か え j」 の 1 間 幅 の 外 豆 と 守 具 の 反復 が 、 特 徴 の ある ファ サー ド を つく り 出 じ て いる 。 寿 


の 高き 。 開 中 部 の 高 さ を 揃え 、 水 平方 向 へ の 広がり も 意識 させ た 。 外 撃 不調 上 は 、 スギ 材 に よる 。 yo の SE が 0 
の の 本 200 4 逆 9 ん 
すき (、 f - 
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「 お も て 」 と 「 な か え 」 の 礎 行 型 の 佳 まい 

桜島 の 南東 に 位置 ずる 鹿屋 市 。 其 盤 目 状 に 区 

画 さ れ た 大 規模 農地 で あっ た 周辺 は 、 

に よる 住宅 団地 再 集 合 住宅 、 考 人 福祉 施設 、 
| 間 業 施設 が 混在 U て いる 。 計 画 地 は 、 位 置 指 

定 道路 で 結 ぽ れ だ た 約 300 坪 の 広大 な 農地 で い へ 展開 し た いと 

あっ た 。 建 主 は 、 ゆ と り の ある この 敷地 に の ん び プラ イバシー の 序 


屋根 は 、 桜 島 の 灰 が 溜まら な いよ う 勾 配 を 持た 
せ 、 軒 は 低く 奥行 き が あり 、 少 し 軽やか で 、 お 
お ら か な 切妻 屋根 を 架け た 

「 お も て 」 は 、3 間 幅 の 開 
込む 開放 性 を も た せ 、 夏 R 
考え た は あたたか い 陽 だ まり を も た らし 、 家 族 と 友人 が 
従い 、「 お も て 」 に 、 玄 関 ・ 集う 場 と な ぅ た 』/「 つ な ぎ 」 は 腰 窓 、「 な か え 」 は 
り と 暮らし 、 と き に 友人 を 招い て 楽し む r こ と の で リピ ング ・ ダ イニ ング ・ キ ッ チ ン を 、「 な か え 」 に は 、 半 間 扇 と し 、' 窓 の 大 き さ や 光 の 量 を 段階 的 に 下 
きる 住ま い を 望ん だ 。 和室 ( 窒 室 )・ 子 供 室 ・ 水 回 り 画 も 、 麻 行 げ で KC と で それ ぞ れ の 場 に 見 えな い 領域 と 
を 進め る に あたり 、 計 画 地 近 く の 二 階 堂 家 させ て 配置 し た 。 ヨ コ の 動き に 対し 、 タテ の 動き い 特 徴 太 人 注 え だ ま 
(重要 文化 財 ) の 存在 を 知っ た 。 こ の 住宅 は 鹿 "を 含ま せる こと で 、 W み な シー クエ ンス の だれ た 時 の 痢 
児島 県 南部 固有 の 形式 を 有 し て お り 、 客 間 に あ 目指 し た 


県 色 を 取り 


過 を 、 冬 に 


だ 


6 と 明 灰 が 本 
いる 。 移り 
ち で ご 普 叶 
( 若 武 研 ) 


めん A64、 今 で も 時 
た る 「 お も て 」 の 棟 と 日常 人間 で ある 「 な か え 」 と し 、「 結 5 で) と 「 が < 必 拓 の 中 に 個 上 に 根ざし た 
の 本 が 座 行 し て 繋が っ た 特徴 を も っ で いる 。 こ 。 ら も 、 少 中隊 4 
の 放 行 型 の 構え は 、 各 風 身 地 域 の 沖 如 で も 在 きせ た 。NNN 
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リビン グ よ り 土 間 を 見 る 。 間 仕切り は 格 巴 の 引 
き 戸 と し 、 リ ビン グ ・ ダ イニ ング と 連続 性 を も 


One-Story House 


地域 風土 に 根ざす 應 行 型 プ ラン 
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せる こと で 、 奥 行き や 連 統 性 を 与え て いる 。 
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「 つ な ぎ 」 の フリ ー ス ペー ス よ り 歴 行 する ボリ ュー 
ム を 見 る 。 窓 は 幅広 の 腰 窓 と し た 。 カ ウン ター 


個室 の 並ぶ 廊下 を 見 通す 。 引 き 違 い の 扉 が 連 
続 する 。 梁 を 差し 鴨居 と し 、 フ レキ シブ ル な 対 


左手 に フリ ー ス ペー ス 、 右手 に 土間 。 床 : スギ フロ ー リ ング 、 壁 : 杉 板 0S 塗 装 。 色 や 素材 が 切り 


替わる 壁面 の 三方 枠 は 、 見 付 30mm、 見 込 200mm と 厚み を 持た せ た 。 


鹿屋 の 家 

所 在 地 / 鹿 児島 県 鹿屋 市 
主要 用 途 / 専 用 住宅 

家族 構成 夫婦 子 供 3 人 


明 計 一 ーーーーーーーーーーーーーー 
ヨシ タケ ケン ジ 填 築 事務 所 担当 吉武 研二 
施工 

上 谷田 建設 担当 岩元 地 上 谷田 浩幸 
大 工 未満 工務 店 担当 未満 正 好 

基礎 工事 大 山 工業 担当 / 田 平 宏 利 

プレ カッ ト プレ テッ ク 担当 川原 道生 
屋根 工事 ・ 塗 装 アリ ド メ 担当 / 有 留 健一 
左官 ・ タ イル 鹿屋 技 建 担当 / 山 下 光 広 
銅製 建具 ・ ガ ラス ヤマ クチ 
担当 ノ 久永 孝治 

木製 建具 ・ 家 具 下平 建具 担当 / 下 平 興 降 
填 材 岩元 新 填 材 担当 / 樽 孝 生 

内 装 ミヨシ 建 装 担当 / 本 地 健 志 

住宅 機器 アリ マコ ー ポ レー ショ ン 
担当 / 内 田 信彦 

仮設 足場 安 較 組 担当 / 安 補修 

清掃 大 協 ビ ピル メ ン テ ナ ンス 担当 / 築 島 繁 次 
設備 共和 建設 興業 担当 川越 起 美 

電気 えい で ん 担当 / 押 領 司 純 一 
構造 ・ 構 法 一 ーーーーーーーーーー 
主体 構造 ・ 構 法 木造 在 来 工法 

基礎 鉄筋 コン クリ ー ト べた 基礎 


規模 
階数 地下 1 階 
1T 最高 
ド 
| 
waousoas 
PP 
二 
HE 
|] EET 
| 
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3085 


も 3 
人 層 エ マル ラン 系 

サイ テン グ 14mm 
0 ホン ト 
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EH 
人 59- ル 14K に 105mm Am 
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mm 中町 町 是 町 上 


軒 高 3.025mm 最高 の 高 さ 4.345mm 
敷地 面積 972.96m' 
填 築 面積 146.73m' 
(建蔽率 15.09% 許容 70%) 
延 床 面 積 133.32m 
(容積 率 13.71% 許容 369%) 
工程 
設計 期間 2015 年 6 月 2016 年 5 月 
工事 期間 2016 年 6 月 2016 年 11 月 
敷地 条件 
都市 計画 区 域内 用 途 無 指定 区 域 
法 22 条 地域 外 
道路 幅員 西 6m 駐車 台数 8 台 
外部 仕上 げ ーーーー 一 
屋根 ガル バリ ウム 氏 板 t=0.4mm 立 は ぜ 暮 き 
外壁 ノ 合 成樹 脂 エマ ル シ ョ ン 系 塗料 吹付 仕 げ 
(ゆず 肌 ) スギ 板 t=15mm 本 実 張り 木材 
保護 塗料 塗り 
開口 部 木製 サ ッ シ アル ミ 
外 構 / 磁 器質 タイ ル 貼 (玄関 ・ ポ ー チ ) 
内 部 仕上 げ 
キッ チン 
床 プ スギ t=15mm ( 皇 スギ GAIN) 
壁 ・ 天 井 / PB t=12.5mm クロ ス 貼り 
厨房 機器 / 
ガス コン ロ ノ リン ナイ RD640STS 
換気 扇 プア リア フィ ー ナ BETF-901 
家具 製作 (シナ 合板 ) 
シン ク 水 栓 金物 / 三 菱 ケ ミカ ル ・ ク リン スイ 
F9142C 
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一 邊 
15n 09 末 


テコ 川 坦 MM 


和 
に ルク ロス 生 り 
5F125mm 


は 、 ツ ガ 材 を 剥ぎ 合わ せ て 制作 。 


浴室 

TOTO ユニ ッ ト バ ス 1620 サ イズ 

トイ レ 

床 / ス ギ t=15mm ( 皇 スギ GAIN) 

壁 ノ PB t=12.5mm クロ ス 貼 り 
モザ イク タイ ル 貼 り 

天井 アス ギ (=15mm 目 透 か し 張り OF 

家具 制作 (メラミン) 

便器 / TOTO ネオ レス ト AH 

洗面 所 

床 / 選 器質 タイ ル (300 角 ) 貼り 

壁 / PB 1=12.5mm クロ ス 貼 り 
モザ イク タイ ル 貼 り 

天井 ノ PB =12.5mm クロ ス 貼 り 

洗面 カウ ンタ ー/ ベ ッ セ ル 式 カウ ンタ ー 
ポス ト フ ォ ー ム t=40mm 

洗面 器 ソ セラ ト レー ディ ング KE124075 
洗面 用 水 栓 金物 / セ ラ ト レ ー デ ィング 
ZU6211 

玄関 

床 / 磁 器質 タイ ル 600mm 角 (ダン トー) 

壁 ・ 天 井 ノ PB =12.5mm ク ロス 貼 
一 部 天井 : スギ t=15mm 目 透かし 張り 
OF 

リピ ング ダイ ニン グ 

床 / ス ギ t=15mm ( 皇 スギ GAIN) 

壁 ・ 天 井 / PB t=12.5mm クロ ス 貼 り 
一 部 璧 : スギ (=15mm OS 

和室 

床 / 畳 =55mm 


まま) 


セラ ン ガン バッ 20x105mm 


断面 詳細 図 縮尺 1:75 


「 一 南 ン クリ ト F150m 
要約 チ レン シート 015m 
た は 18Omm 

2275 3640 

5gfs 


人 
2 村人 和 ) 可 2*2 リ =12mm 


ラン ガン パッ 45x55 @303mm 


応 が 可能 と し て いる 。 


配置 図 縮尺 1:4.000 


壁 ノ PB =12.5mm クロ ス 貼 り 
天井 / ス ギ 本 ボー ド 張 り 

子供 室 

床 / ス ギ =15mm ( 皇 スギ GAIN) 

壁 ・ 天 井 / PB t=12.5mm クロ ス 貼 り 
間仕切 壁 / シ ナラ ン バ ー {=30mm (取外し 可 ) 


設備 シス テム 
空調 冷暖 房 方 式 ア ルー ム エ アコ ン 
換気 方 式 / 第 三種 換気 


給排水 給水 方 式 / 上 水道 直結 
排水 方 式 / 浄 化 模 
給湯 給湯 方 式 / ガ ス 給湯 器 
撮影 / 新 建築 社 写真 部 
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・ 監 修 真壁 智治 


企画 
協力 


寺 


水中 


松田 直 則 


調査 日 時 雅司 


還 
藤 
ネ 
宜 


に に 閣 ら すこ と を 意図 され 


ハウ ス M ほ その プロ グラ ム に し で の 固有 な 主題 が 認め 
プログ ラム の 旧 剛 く 軸 介 し て きた 伝統 的 な 民 居 、 


地 中 か ら 湧 き 出る エネ / 


を 暮らし の コア に も ち 込 も 衣 


? 人 の 基本 


| 


- 恒 汎 央 


に 


U 


7/ 


SNASNCNAS 


時 と 
ト 。 そこ で は 近代 化 と 共に 用 和 I 化 きれ る 「 プ | 
は も 。 語 = デ も 
風 、 雨 、 音 の 流 路 と な る ヴォ イド ・ ス ペー ス が 、 
才 ) に 向き 合う 暮らし を 概 証 し た いと 思っ た 。 
の 疫 動 に 身体 を 預け で みた か っ た の だ 。 そ れ 


1 BB 
て みた が っ 電 


思考 を 探る 。 ( 真 難 得 治 ) 


g 
8 
に 3 
に 
に 
o 
さ 


誤 計 者 論 考 


重層 長屋 の 天井 セミ ・ パ ブリッ ク な 場所 を つく る 


松田 直 則 ( 旭 染 家 ・ ハ ウス M 設 計 者 ) 


自分 が 設計 し た 家 を ハウ ス M と 名 付け 、 気 遣い 
し な が ら 住ん で いる 。 築 20 年 、 あ ちら こち ら 手 
入れ を し 、 住 み 方 を 変え て きた 。 長 い 問 ブロ グ 
ラム 不在 だ っ た 重層 長屋 の 最 下 階 は 、 さま ざま 
な 使い 方 が で きる よう に し て いる 。 催 し に 人 が 集 


まり 、 そ れ を 楽し ん で いる 人 た ちの 動き が ある 時 、 


ハウ ス M の 表情 も 生き 生き と する 。 そ れ を 人 鈴 る の 
が 私 の 歓び に な っ て いる 。 こ の 家 を 活か すこ と が 
今 の 私 の 仕事 だ 。 


ハウ ス M に セミ ・ パ プリ ッ ク な 場 を つく ろう と さま 
ざま な 試み を し て きた 。 和 客人 を 自邸 に 招き 入れ る 
「 晴 れ 」 の 場 の 再現 を 目指 し て いる 。 昭 和 の 中 葉 
まで 多く の 家 で は 表 と 裏 の 場所 が 隣り 合っ て 存 
在 し て いた 。 客 を も て な す 「 晴 れ 」 の 場 と 、 家 人 

常 生活 する 「 機 」 の 場 が 共存 し て いた か つて 
の 家 で は 、 玄 関 と 応 書斎 な ど | 者 


を 迎え 入れ る の が 常識 だ プラ イバシー と 
セキ ュ リ ティ が 住ま い の 優先 条件 に な っ た 家 の 中 
に 、 人 を 招く こと は ほとん ど な い 。 友 人 と の 食事 


会 は レス トラ ン で 、 
訪問 客 を 受け 入れ る 交流 の 場 が 家 か ら 離 れ て 
いっ た こと を 残念 に 思う 。 

数 年 前 、 ハ ウス M の 1 階 に アイ ラン ド ・ キ ッ チ ン 
を つく っ た 。 料理 が 好き な 人 た ち が 集 い 、 旅 の 
話 を する 。 ま た 地階 を 開放 し 、 新 た な 交流 を 生 


む 場 所 に し た いと 考え た 。 若 い 陶 芸 家 や 能楽 師 、 


操 踊 家 を 呼ん で 制作 の プロ セス を 聞き 、 大 勢 の 
人 た ちと 一 緒 に 芸 の 裏話 に 興じ られ る 機会 を つ 
くっ た 。 異 分 野 、 異 業種 の 人 た ち が 集 い 新 し い 
も の に 触れ 発見 する の は 楽し い 。 馴 染み が 薄い 
伝統 文化 や 未完 成 な アー ト と の 親密 な 時 間 を 
他 の 人 た ちと 共有 で きる 場 に し た い 。 企画 イベ ン 
ト に お 茶 の 時 間 を 添え 、 集 まっ た 人 た ちと その 
余韻 を 楽し むこ と も 大 切 に し て きた 。 

アー ト は も と も と 生活 の 一 部 、 日 常 生活 の 中 の 風 
景 だ っ た 。 家 の 中 に あっ た アー ト は 理解 する も の 
と いう より 楽し むせ も の だ っ た 。 家 の 中 で の 生 演 奏 
は 、 コ ン サ ー ト ・ ホ ー ル で 聴く の と は 異質 な 音楽 
だ 。 か つて アー ト は 家 の 中 に 居場所 が あっ た か 
ら 、 美 術 館 の 芸術 作品 や コン サー ト ・ ホ ー ル の 
音楽 も 身近 に あり 、 ア ー ト の 社会 性 が 培 われ て 
いた の だ と 思う 。 ハ ウス M の 最 下 階 の 空い て い 
た スペ ー ス に 、 知 的 生産 の 場 と 芸術 の 置き 場所 
を つく り た いと 思っ た 。 家 の 中 の 「 晴 れ 」 を 復活 


身内 の 祝い 事 も ホテ ル で する 。 


させ る 。 パ プリ ッ ク で は な く て セミ ・ パ ブリ ッ ク な 
スペ ー ス を つく る 。 そ こ に は 「 セ ンス ・ オ プ ・ ウ ィ ッ 
ト ネ ス 」 に 違い が ある 。 つ まり 「 誰 」 と 確認 で きる 
人 が 居る こと を 許さ れる 場所 だ 。 こ こ で は 視覚 的 
な コミ ュ ニ ケー ショ ン に 暗黙 の 了解 が ある 。 そ の 
場 に 入る こと が 許さ れ た 人 た ち は お 互 い に 何 か 
共通 する 存在 理由 を も っ て いる 。 重層 長屋 の 通 
パプ リッ ク な 空間 で あり 、 前 面 


「 天 井 」 は 中 国 の 伝統 的 な 民 居 の 、 
成す る 中 庭 の よう な 空間 を いう 。 
こと 、 地 面 を 掘っ て 水 が 出る と ころ に 人 が 住む と 


中 心 軸 を 構 
「 井 」 は 井戸 の 


いう こと か らき た らし い が 、 真 相 は 分 か ら な い 。 
私 が 26 年 間 暮らし た 香港 に は 、 海 の 神様 を 祀 
る 大 が 多い 。 そ し て どの 大 に も 「 天 井 」 が ある 。 
高い 屋根 の 軒下 か ら 吊 り 下 げ ら れ た 多数 の 、 巨 
大 な 線香 か ら 立 ち 上 る 白い 煙 が 「 天 井 」 を 通っ て 
空 に 昇り 、 差 し 込む 強い 陽光 で 白い 煙 が 美しく 
光る 。 そ こ に は 地 か ら 湖 き 、 空 に 昇る 空気 の 流 
れ 、「 気 」 が 感じ られ た 。 そ の 「 気 」 が 流れ る 「 天 
井 」 を 、 家 と いう 概念 の 中 心 軸 に し た いと いう 思 
い が あ っ た 。 

大 だ け で は な く 中 国 各地 に 散在 する 「 衝 家 
「 天 井 」 は 象徴 的 な 存在 だ 。 中 国 の 伝統 的 な 民 
居 で は 多数 の 世帯 が 一 緒 に 生活 する 共同 体 の 
共に な っ て いる 。 空 を 四角 く 切 り 取り 、 地 面 を 


」 で も 


四角 く 切 り 下 げた 「 天 井 」 に は 天地 軸 が 生ま れる 。 


居住 宅間 が 周囲 を るり と 囲ん で 、 真 ん 中 に 四 
角 く ぼっ か り 空 いた 空間 は 、 機 能 の た め に つく ら 


安 往時 下 呈 頑 古 入 の 民 居 に 現存 する 「 天 井 」。 


れ た も の で は な い 。 地面 の 四角 い 水 面 と 、 四 角 
切り 取ら れ た 空 を 見 上 げ る だ け の 開か れ た 場 
所 と し て 「 天 井 」 は ある 。 こ れ が ハウ ス M の 設計 
原点 で あっ た 。 
個人 住宅 の 設計 は 本 来 、 機 能 的 な 課題 を 設定 
し 、 そ れ か ら 住 み 心地 の よさ や 建 主 の 志向 を 空 
語 化す る こと か ら 始 め る も の だ と 思う 。 し か 
し ハウ ス M で は 「 天 井 」 が 先 で 、 そ こ か ら 発 生 す 
る 機能 的 な 問題 に は 妥協 し な が ら 、 住 み 方 の 考 
え 方 を 変え て きた 。 空間 が 機能 を 限定 し な いと 
いう こと は 大 切な こと だ 。 い ろ い ろ な 機能 に 対応 
で きる 空間 の 非 限定 性 を 拠り 所 に し な が ら 、 設 
計 課 題 の 重心 は セミ ・ パ ブリ ッ ク な 領域 の つく り 
方 に あっ た 。 道 路 か ら 建 物 の 下 の 駐 車 ス ペー ス 
の 向こう に 「 天 井 」 が 見 える 。 そ こ を 抜け て 見 上 
げ る と 空 が ある 。 こ れ $ 理 港 の 誠 で の 体験 か ら 
き て いる が 、 内 部 空間 に 「 ソ ト 」 を 発見 し た 時 の 
意外 性 を 演出 し て いる 。 
「 重 層 長 屋 」 と いう 建築 の プロ グラ ム に お ける 「 長 
屋 」 は 共同 体 を 示唆 する 言葉 だ 。 自 分 た ちの 生 
活 を 護る 工夫 と 同 隣家 と の 交流 を 触発 す 
る こと の 大 切 さ を 考え る 時 、 長 屋 の 路地 空間 の 
効能 に 思い 当たる 。 緩 く 感 覚 を 共有 し な が ら 、 
他 者 と 貞 が り 合え る 関係 を つく る 。 こ の よう な こ 
と が 期待 され る 場 が セミ ・ パ プリ ッ ク な の だ 。 長 
屋 に は 道 や 隣家 と の よい 関係 を つく る た め に 設 
計 者 が 考え る べき ヒン ト が あり 、 街 づく り の 基本 
が ある 。 こ の こと を 考え る 枠組 み が 「 重 悦 長 屋 」 
と いう 設計 概念 の メリ ッ ト な の だ と 思う 。 


安 往時 下 碧 山 村 の 民 居 に 現存 する 「 天 井 」。 
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都市 に 生き 、 都 市 を つく る 


瑞 森 泰行 ( 旭 委 家 ) 


都市 の 曖 味 さ 

これ まで 多く の 建築 家 が 都市 住宅 を つく っ て き 
た 。 小 さ な 敷 地 や 上 厳し い 法規 、 採 光 や 通風 、 ま 
た プラ イバシー な ど 都 市 住宅 が も つ 複 雑 な 課題 
に 対し て さま ざま な アイ デア が 生ま れ 、 多 く の 試 
み が な され て きた 。「 都 市 と は 歴史 に よっ て つく 


られ た 芸術 作品 で ある 」* ま "と ア ン リ ・ ル フェ ー ヴ 
ル は 書い た が 、 そ の 時 代 そ の 時 代 に 生き る 多様 
な 考え や 価値 観 が 重なり 、 今 ある 都市 が か た ち 
づく られ た 。 そ れ は 都市 と いう 言葉 や 意味 が 漠 
然 と し た イメ ー ジ で ある が 故に 、 僕 た ち 建 筑 家 
の さま ざま な 解釈 を 可能 に し て きた か ら で は な い 


中 庭 か ら 地 下 1 一 3 階 を 見 る 。 中 庭 か ら 各層 の スラ ブ が 薄く 見 える よう に 、 床 を 無策 に し て 、 そ の 先端 を 鉄骨 の G コ ラム で 支え て 
いる 。 中 庭 を 室内 に 見 立て て 、 通 常 は 室内 側 に 立て られ る ガラ ス の マリ オン を 外 に 向け て いる 。3 階 の 滑り 出し 窓 は 防水 と 断熱 
機能 を 確保 する た め 、 数 年 前 ジャ ロジ ー 窓 か ら 変 更 さ れ た も の 。 写 真 両側 の オー ニン グ や 正面 の 仮設 計 も 竣工 後に 付け られ た 。 


だ ろう か 。 た と えば ある 時 代 に は 都市 に 果敢 に 
立ち 向かう 住宅 が 生ま れ 、 ま た ある 時 代 に は 壁 
を 立て て 閉ざし 、 そ の 一 方 で 都市 と 寄り 添う 住 
宅 も つく られ た 。 そ うい うさ ま ざ ま な アプ ロー チ 
を 可能 に し た の は 、 何 より 都市 の 曖昧 さ に よる も 
の で あり 、 そ の 曖昧 さ は 僕たち の 想像 力 を 大 き 
く 卑 き 立て る 。 


動 的 な 建築 

松田 さん の 自邸 ハウ ス M が 完成 し た 1990 年 代 
後半 は 情報 化 が 浸透 し 始め 、 グ ロー バリ ゼー 
ショ ン の 波 が まさ し く 押 し 寄せ て きた 時 代 で ある 。 
環境 間 題 も 顕在 化し 、 そ の た め 都 市 住宅 も 他 者 
と の 関係 を 求め る よう に 開か れ た も の が 多く 生ま 
れ 始 め た 。 松 田 さん は 建築 家 と し て 香港 、 ロ ン 
ドン 、 東 京 と 複数 の 都市 を 渡り 、 そ の 世界 の 広 
が り と シー ムレ ス な 連続 性 に 多分 に 影響 を 受け 
た は ず だ 。 な か で も さま ざま な も の や 人 が 行き 交 
う 香 港 の 流動 性 や 雑多 さ は ハウ ス M と 大 きく 関 
係 し て いる よう に 思う 。 

ハウ ス M を 特徴 づけ る の は 、 や は り 中 央 に ある 
吹抜け 状 の 中 庭 だ 。 光 と 風 を 取り 入れ る その 中 
庭 は 約 7.5x6.5m の 広 さ を も ち 、 周 囲 を 奥行 き 
の 浅い 内 部 空間 が ぐる り と 囲ん で いる 。 細い 道 
路 に 面 す る ガレ ー ジ を 抜け る と 地階 か ら 地 上 3 
階 ま で 、 計 4 層 分 の ファ サー ド が 一 挙 に 目 に 入 
る 。 ジ ャ ロジ ー 窓 や FIX 窓 、 突き 出し に 引き 違い 、 
また 木製 の 引戸 な ど 実 に ば ま ざ ま な 開口 部 が 中 
庭 を 覆 い 、 さ ら に ガラ ス の マリ オン が 宙 に 突き 出 
し 、 最 上 階 と 最 下 階 で は 柱 も 露出 し て いる 。 ガ 
ラス 越し に は 2 世帯 分 の 家具 や 本 、 奄 な どの 小 
物 に 植 赤 、 カ ー テ ン 、 自 転 車 ま で 見 え 、 さ ら に 
よく 見 る と アル ミ の 角 パ イプ で つく っ た 縦 樋 が 
サッ シ ら 下 が り 、 竣 工 後に 取り 付け られ 
た 目隠し 用 の FRP グ レー チン グ や 可動 の オー ニ 
ング が 跳ね 出 て いる 。 屋 上 で は 日 除け の 布 が 風 
に 揺 ら れ 、 ジ ャ ロジ ー 窓 の 繊細 な ガラス に は 青 
い 空 と 次 第 に 動く 雲 、 そ し て 太陽 の 光 が チ ラチ ラ 
と 反射 し て いる 。 中 庭 に 見 える これ ら の 光景 は ひ 
と 言 で は 言い 表せ な い ほ ど 複 雑 か つ 多様 で あり 、 
また 大 変 心地 の よい 空間 だ っ た 。 
実は 約 20 年 前 、 竣 工 し た 直後 に も この 住宅 を 
訪れ た こと が ある 。 中 庭 を 囲む な ガラ ス の ファ サー 
ド は 透明 か つ 煙 び や か で 、 そ れ は 都市 住宅 の 
クー ル さ と 東京 と いう 大 都市 の 直接 的 な 表現 に 
当時 は 思え た 。 し か し それ か ら 随 分 と 時 間 が 経 


和 


1 階 の キッ チン と ダイ ニン グ の スペ ー ス 。 4 年 ほ 


ーー を つく り 、2 階 居 


室 に あっ た 床板 を 再 利用 し た 長 テ ー ブ ル を 置い て 、 料 理 と 食事 を 楽し む 交流 の 場 と し た 。 奥 は 


ガラ ス 作 品 の アト リエ に 緊 が る 。 


ち 、 こ の 住宅 は 変化 し て いる 。 香港 製 の パス タ 
プ や シン ガ ポ ー ル 製 の ジャ ロジ ー 窓 、 香 港 で 調 
達し 東京 の 現場 に 輸送 し た と いう 外周 ガラ ス の 
窓 枠 や ドア 枠 な ど は 竣工 時 か ら の も の だ が 、 ジ ャ 
ロジ ー 窓 は 一 部 FRP 製 窓 に 変更 。 香 港 製 折り 
た た み 戸 の 外側 の 風 除け 用 パテ ィ オ や 、 中 庭 に 
面 し た 西側 開口 部 の 目隠し 、 取 り 外 し 可能 な 日 
除け 用 オー ニン グ パネ ル ヒ ー タ ー な ど が 付け 
加え られ た 。 さ ま ざ ま な 場所 か ら 寄 せ 集 め ら れ 、 
付け 加え られ た も の た ち は 一 見 する と 雑多 か つ ア 
クシ デン ト と も 呼べ る 状況 だ が 、 そ れ ら を 懐 深く 
受け 入れ て きた この 住宅 に は 、 さ ま ざ ま な も の が 
混在 し 更新 し て いく こと を 背 定 する 、 寛 容 で お お 
ら か な 空気 が 流れ て いる 。 こ の いわ ば 動 的 な 建 
築 を 松田 さん は 時 間 を か け て つく り 上 げ 、 そ れ 
は 有形 無形 問わ ず 多様 な も の を 飲み 込む 大 都 
市 香港 を 科 御 させ る 。 


規定 の な い 空 間 

この 動 的 な 建築 は 、 中 庭 の つく られ 方 と 切っ て 
も 切り 離せ な い 。 ま ず そ の スケ ー ル が 特徴 的 だ 。 
この 中 庭 は 平面 こそ 住宅 的 な サイ ズ だ が 、 断 面 
方 向 で は 地階 レベ ル か ら 約 15m、 屋 上 階 の 屋 


根 ま で 含め る と 18m 近 く の 高 さ が あ る 。 ま る で 
小 中 規 模 ピ ビル の よう な スケ ー ル で あり 、 そ の た め 
中 庭 と いう 閉鎖 的 な 形式 で あり な が ら も 独特 な 
高揚 感 と 開放 性 を つく り 出 し て いる 。 次 に 機能 
が な いこ と も 重要 だ 。 地 階 以 外 の 地上 3 フロ ア 
の 中 庭 は 吹抜け に な る た め 当 然 床 が な い 。 通 風 
や 採光 と いう 環境 的 な 役割 以外 の 機能 が な いた 
め 、 同 平面 の 中 に 大 き な 「 余 白 」 が 生ま れ て いる 。 
中 庭 ま で 地 続 き な コ ー ト ハウ ス と 異な り 、 対 面 す 
る 部 屋 と の 間 に 「 余 白 」 が ある こと で 同じ 住宅 で 
あり な が ら も る 他 者 の よう な 不思議 な 距離 を つく り 
出し た 。 

そう いう 「 特 殊 な スケ ー ル 」 と 「 無 機能 さ 」 が 重 な 
る こと で 、 何 に も 規定 され な い 空 間 が 建物 の 中 
心 に 現れ た 。 そ れ 故 に さま ざま な も の を 受け 入 
れ 、 こ こ で の 住ま い 方 や その プロ セス さえ も 柔軟 
に 取り 込ん で いく 。 賃貸 や 短期 宿泊 、 オ フィ ス 、 
アト リエ そし て 家 び らき の イベ ント に 至る まで 、 使 
い 方 や 集まる 人 びと の 変遷 と バリ エー ショ ン は 多 
岐 に 渡っ た 。 も は や この 建築 は 住宅 な の か オフ ィ 
スピ ル な の か 、 は た また 集会 所 な の か 、 既 存 の 
ビル ディ ング タイ プ の 枠組 み で は 捉え られ な いも 
の に な っ て お り 、 そ れ は 機能 で は 括 ら れ な い 「 都 


員 
1 階 の キッ チン か ら 外 廊下 を 見 る 。 中 庭 と オー ブン な 駐車 スペ ー ス の 先 に 前 面 道 路 まで 見 通せ る 。 


市 に どう 住む の か 」 と いう 普 週 的 な 問い を 僕たち 
に 投げ か け て いる よう に 思う 。 


都市 の 想像 

都市 は 曖昧 で ある が 故に 僕たち に 自由 な 想像 の 
余地 を 与え る 。 そ の 曖昧 さ を ハ ウス M は 空間 化 
し た の で あり 、 そ れ は 松田 さん 自身 の 都市 像 に ほ 
か な ら な い 。 こ こ に は 世界 中 か ら さ ま ざ ま な も の 
と 人 が 出入 り し 、 混 湯 と し な が ら も ゆっ くり と 、 そ 
し て ダイ ナミ ッ ク に 日 々 変化 し て いく 。 有 機体 の よ 
うに 変わ る この 建築 は 、 人 間 が 共に 住み 都市 に 
生き る 創造 性 を 示し 、 ま た これ か ら の 建築 を つく 
る うえ で の 大 き な 可 能 性 も ボ す 。 ハ ウス M が 描く 
その 都市 像 と 、 ま た それ を イメ ー ジ し 、 か た ち に 
し よう と する 松田 さん の 建築 家 と し て の 姿勢 に 僕 
は 大 変 共感 し 、 そ し て 勇気 づけ られ る 。 


注釈 
※1 : アン リ ・ ル フェ ー ヴ ル 著 『 都 市 へ の 権利 (森本 和夫 訳 、 
筑摩 書房 、2011 年 ) 


う ね も り ・ ひ ろ ゆ き 
1979 年 岡山 県 生ま れ / 2005 年 横浜 国立 大 学 大 学院 修士 課 
程 修了 ノ 2002 一 09 年 西沢 大 良 建 事務 所 / 2009 年 


副 礎 泰行 建築 設計 事務 所 設立 / 2012 一 14 年 横浜 国立 大 学 
大 学院 YGSA 設 計 助手 / 現 在 、 横 浜 国立 大 学 、 日 本 女子 大 
学 非常 勤 講師 
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ゃ = 
共に 住ま う 
〈 長 屋形 式 ) の 系 譜 と ハウ ス M の 位置 づけ 
ハウ ス M の 特徴 で ある 長屋 形式 は 、 日 本 の 代表 
的 な 都市 型 集合 住宅 の か た ち で ある 。 道路 ・ 
通路 に 対し て すべ て の 住戸 が 玄関 を も つこ と で 、 
ヴォ リュ ー ム 配置 の 効率 性 と 各 ユ ニッ ト の 独立 
性 が 両立 する 低層 集合 住宅 の 形式 で ある 。 

そこ で 、「 共 に 住ま う 」 か た ちと し て の 長屋 形式 に 
着目 し 、 そ の 系 譜 を 辿る 。 す る と ハウ ス M が 成 
立 し た 1990 年 代 未 を 境 と し て 、 さ ま ざ ま な 工夫 
を 凝ら し た 長屋 形式 が 増え た こと に 気づく 。 

その 理由 の ひと つ は 、 バ ブル 月 壊 後に ミニ 開発 


197o 
LILI II I 還 ] 


<1970s 


から 孝 條 ュ 


江戸 期 に 都市 住宅 で あっ た 長屋 形式 は 、 近 
代 に 入り 同 油 会 な ど 関東 大 震 淡 の 復 信 宅 
や ニュ ー タ ウン 開発 に も 取り 入れ られ 、 苑 外 
へ の 展開 も 開始 し た 。 


民 S、 0 
か ご 
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こと 、 住 まい を 開く こと 


前 編 


に よる 高層 住宅 の 建設 が 一 段落 し 、 旗竿 敷地 な 
どの 不 整 形 で 狭小 な 敷地 を 用 いた 住宅 建設 に 
注目 が 集まっ た こと が 考え られ る 。1953 年 に 施 
行き され た 「 東 京都 建築 安全 条例 」 を は じ め 、 自 
治 体 で 「 路 地 状 敷地 」 へ の 共同 住宅 の 建設 が 制 
限 さ れ た こと も あり 、 市 街 地 の 有効 利用 の 方 策 
と し て 長屋 形式 が 採用 され て いる 。 建築 家 は さ 
ま ざ ま な 制約 の 中 で も 、 長 屋形 式 に 豊か な 共同 
性 を 与え て きた 。 

長屋 形式 の 系 譜 の 中 で 見 る と 、 


性 と し て の し て の 長屋 へ の 回 帰 」 


80 年 代 に 入り 、 建 築 家 が 長屋 形式 を 採用 し 
始め る 。 東 京都 安全 条例 な ど に より 、 路 地 
状 敷 地 (旗竿 敷地 ) に 共同 住宅 の 建設 を 規制 
され て いた こと 、 ま た 共同 住宅 に 必要 な 窓 先 
空地 を 回 避 す る こと が それ を 後 押 じ し た と 考 
えら れる 。 


ハウ ス M は 重層 


1980 


中 で も 早川 邦彦 は 「 ア トリ ウム 」「 ラ ビリ ンス 」 
と いっ た 中 層 集 合 住宅 で 、 中 庭 を 用 いた 長 
屋形 式 を 採用 し て いる 。 中 庭 を 内 部 空間 に 
見 立て た り 、 段差 の ある 立体 的 な 中 庭 な ど 、 
長屋 形式 と いう 制約 を 守り な が ら も 、 豊 か な 
共用 空間 を 創出 し よう と する 巡 築 家 の 思 い を 
感じ る こと が で きる 。 


1990 


中 庭 アク セス + オ ピロ ティ 型 


調査 : 東京 電機 大 学 日 野 修司 研究 室 
修士 2 年 笠原 真紀 原 寛 弥 松橋 実 妃里 
修士 1 年 石井 宮 和 馬 澤 直登 小山 竜二 
学部 4 年 加藤 未来 川田 啓介 


庄 井 早 緑 


長屋 と 中 庭 型 を 組み 合わ せ た 構 成 で も ある 。 し か 
し その 中 庭 は プラ イバシー を 確保 する だ け で な く 、 
ガラ スカ ー テ ン ウ ォ ー ル が 外 の 景色 を 写す 、 い 
わ ば 周辺 環境 を 取り 込む 装置 と し て 働い て いる 。 
また 、 最 下層 の 住戸 を 専有 化 せ ず に 「 家 びら ぎ 」 
の 場 と し て 利用 し て いる こと な ど 、 後 の 長屋 形式 
に 先 だ っ た 新しい 住居 の か た ち を 実現 し て いる こ 
と が 分 か る 。「 共 に 住ま うこ と 、 地 域 に 開く こと 」 
と いう テー マ が 、 こ の 長屋 に 結実 し て いる 。 


中 庭 ア クセ ス 型 


i 
箇 り 放り 中 


1990S 


1990 年 代 の 長屋 
1 還 の 衣 人 の 横 索 が 進む 


90 年 代 、 建 築 家 に よる 長屋 形式 を 用 いた 集 
合 住宅 が さら に 展開 し 、 住 戸 ア クセ ス 方 法 な 
ど 、 そ の 可能 性 が 追求 され る 。 


Research1 


2000 年 代 以降 、 長 屋形 式 は 急速 に 発展 し 、 

- さ ま ざ ま な 集合 住宅 の 「 型 を つく り 出 し た 。 _ ag 
中 庭 だ け で な く 、 店 舗 や 集会 所 を 組み 合わ 

せ た り 、 専 有 化 され た 樹木 や 菜 国 を 視覚 的 


に 共有 で きる よう な 例 も 現れ て いる 。 

2019 年 現在 、 東 京都 で は 長屋 形式 の 規制 2000 年 代 以降 の 長屋 

を 強め る 条例 改正 を 予定 じ て い る 。 今後 の 「 複 合 化 に よる 多様 な 進化 」 
長屋 の あり 方 を 、 注 視 する 必要 が ある 。 


- 通り 抜け 中 庭 + 共 用 部 屋上 弄 


TU ] DTD 


プラ イィ ベー ト テ ラス 」 克 上 和 還 


半 り 探り 中 研 


直り 泊り 中 放 


回 画 画 回 画 画 3 
ハウ ス M 2000 一 
上 mW T 4 
@ 下 2 本 。 時 
| 3 | 
全 約 化 き れ た 上 下線 「 ウ チ ・ ソ ト を 繋ぐ 中 庭 」 
住戸 へ の 階段 、 お よ げ 住戸 
内 交 を 上 に 本 ハウ ス M は 地下 1 階 に 中 庭 を も っ た 3 住戸 の 
5 重層 長屋 で ある 。 
村上 アク セス で B い が 重男 。 中 庭 は 最 下 階 の 住戸 が 専有 し て いる が 、 上 
0 下 を 繋ぐ ヴォ イド と し て の 役割 を も っ て いる 。 


| ー 地下 1 隊 1 訂 の 住戸 中 庭 は 駐車 スペ ー ス を 介し て 敷地 の 外 へ と 連 
| | 続 し 、 中 庭 の ガラ ス 面 が ソト の 様子 を 映し だ す 。 


ai | 


M | 
開か れ た 住戸 」 a 二 2 四 ゅ ? 作 
最 下 階 の 住戸 は これ まで 住居 や 事務 所 な ど に ビー ュー 

さま ざま に 利用 され て きた 。 現在 は 空き 部 屋 和風 2 

と な り 、 オ ー ナ ー で ある 松田 夫妻 に より 展示 表 り 5e の 昌 所 

や 講演 、 お 茶会 な どの さま ざま な 催し が 頻繁 255 の 

に 行わ れ て いる 。「 家 びら き 」 の 場 と し て 利用 


され る 住戸 で ある 。 
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ピュー 


「 何 で も な い 剛 間 」 を も つ 重 層 長 屋 


朱 暁 雲 (ハウ ス M 住 人 )、 松 田 直 則 (ハウ ス M 設 計 者 ・ 午 主 )、 真壁 智治 (プロ ジェ クト プラ ン ナ ー) 、 日 野 雅 司 (建築 家 ) 


中 央 の 中 庭 を 囲ん で 3 世帯 が 重層 する 長屋 ハウ ス M は 、 
1998 年 に 都心 の 住宅 地 で 竣工 し まし た 。 今回 は 松田 さん 、 
松田 さん の 奥様 で ある 朱 暁 雲 さん に 、 設 計時 の お 話 や 、 そ 
の 後 の ハ ウス M で の 暮らし を 伺い ます 。 ( 編 ) 


四国 展 居 と 「 天 非 」 

真 臣 さ ん ハウ ス M の 竣工 か ら 約 20 
重層 長屋 の 形式 を も ち 、 複 数 の 世帯 が ガラ ス の 
カー テン ウォ ー ル に 囲ま れ た 中 庭 を 共有 し て いま す 
が 、 償 さん は プラ イバシー な どの 面 で ここ で の 暮 ら 
し に 最初 か ら 抵抗 は な か っ た の で し ょ うか 。 
朱 さ ん 私 の 祖父 が 住ん で いた 北京 の 四 合 院 
は 大 家族 で 住む の が 普通 で 、 方 形 の 中 庭 を 三 
代 同 堂 ( 福 父 、 子 世 代 、 孫 世代 が 一 裳 に 住む こと ) で 前 
む 住 居 形 式 で す 。 子供 の 頃 は 毎週 の よう に 従兄 
第 家族 と そこ に 泊まり に 行っ て いた の で 、 親 し い 
人 た ちと 同じ 場所 に 住む こと に は 抵抗 が あり ませ 
ん で し た 。 四 合 院 は 外 に 対し て は 大 門 で し か 開 
か れ て いま せん が 、 中 庭 を 巡っ て いる 居室 棟 に 
は 花 窓 が あり 、 中 庭 に 対し て は スク リー ン で 仕切 
られ て いる だ け で オー プン で す 。 中庭 は 4 角 に 樹 
が あり 居心地 の よい 皆 の 場所 で す 。 私 は 北京 出 
身 で す が 1981 年 に 留学 の た め 東 京 に 来 て 、 東 


京 藝術 大 : 学 中 、 中 国民 居 研 究 を 
し て いる 茂木 計 一 郎 先 生 の 調査 グル ー プ に いま 


し た 。 松 田 さ ん が ハウ ス M を 設計 し て いる 最 中 
に は 、 よ く 安 往 省 民 居 の 「 天 井 」 の 話 が 出 た こと 
を 思い 出し ます 。 現 代 で は 安 微 省 で も 「 天 井 」 の 
ある 民 居 に 住む こ と は ほとん ど な く な り ま し た が 、 
人 が 住ん で いな い 民 居 に も 祖先 が 礼 ら とれ て いて 、 
「 天 井 」 に 面 し て は テー ブル と イス な ど が 置か れ 、 
家族 の 集まり の 象徴 的 な 場 に な つて いま す 。 

真 殿 さん ハウ ス M の 構成 と 、 朱 さん が 幼い 頃 


3 階 の 住人 の 仕事 場 で ある 1 階 の 建築 ガラ ス の アト リエ 。 


に 馴染 ん で いた 環境 モデ ル と が 近似 し て いた と い 
う の に は 縁 を 感じ ます 。 ハ ウス M の 発表 時 、 松 
田 さ ん は 屋根 に 囲 われ た 中 庭 で ある 「 天 井 」 が 忘 
れ ら れず 、 こ こ で 内 な る 「 ソ ト 」 を つく り た か っ た と 
書い て いま す ( 本 誌 9909)9。 ハ ウス M に お ける ヴォ イ 
ド の 垂直 軸 の 存在 感 も 、20 年 経っ て 住居 の 力 と 
し て 熟成 し た と 感じ ます 。 

松田 さん 中 国 の 民 居 に 見 られ る 「 天 井 」 を モ 
デル に し た いと いう こだわ り は 設計 当初 か ら あり 
まし た 。 中 央 の 中 庭 は 設計 手法 と し て 取り 入れ 
た わけ で も 、 機 能 的 に 何 か の アク ティ ビ ティ の た 
め に つく っ た の で も な く 、「 何 で も な い 空 間 」 を つ 
くり た か っ た の で す 。「 天 井 」 と の 出会い は 1983 
年 で 、 香 港 の 文武 蘭 で の 空間 体験 が 今 で も 脳 
裏 に 焼き 付い て いま す 。 私 が フォ スタ ー・ 
エイ ツ の 、「 香 港 上 海 銀行 」 の デザ イン チー ム の 
メン バー と し て 香港 に 着い た ば か り の 頃 で し た 
香港 在住 は 26 年 に な り ま す が 、 そ の 間 、 中 国 
各地 の 民 居 を 見 て まわ り 、 生 きた 「 天 井 」 を 見 る 
こと が で きま し た 。 大 陸 の 民 居 で は 「 天 井 」 が コ 
ミュ ニテ ィ の 核 と し て 働い て いま し た 。 

ハウ ス M の 設計 を 始め 、 こ こ に 「 天 井 」 を つく り 
た いと 模索 し て いた 時 、 日 本 の 法律 用 語 に 「 重 
層 長 屋 」 と いう 形式 が ある こと を 知り 、 こ れ だ と 
思い まし た 。 つ まり 「 天 井 」 を 軸 に 3 世帯 の 住ま 
い を 終 方 向 に 積み 重ね 、 独 立 し た 3 つの 入り 
に 至る 通路 を 視覚 的 に 繋 で と いう プロ グラ ム が 
明確 に な り ま し た 。 

真 避 さ ん ハウ ス M が 発表 され た 1990 年 代 後 
半 は 、 グ ロー バリ ズム の 進攻 に つれ て 日 本 で は 
異様 に 都市 や 建築 に 対す る クリ ティ ー ク が ネガ 
ティ ブ に な っ て いた 時 期 で 、 中 心 軸 に ヴォ イド を 


アソ シ 


も つ 重 層 長 屋 と いう 空間 モデ ル に 関す る 議論 も 
あま り 活 発 で ほな か っ た よう に 思い ます 。2000 
年 に 入っ て そう いっ た 議論 が 一 気 に 活 発 に な り 
まし た が 、 ハ ウス M を 議論 する 場 は 不足 し て い 
た 。 だ か ら 今 回 、 竣 工 か ら 20 年 経ち 、 ハ ウス 
M を 改め て 評価 すべ き 時 期 に 来 た と いう 感じ が 
する の で す 。 

松田 さん その 頃 私 は 日 本 に いま せん で し た の 
で 、 了 欧米 の 建築 ジャ ー ナ ル を 通じ て し か 日 本 の 
建築 家 の 記事 を 見 て いま せん で し た が 、 当 時 は 
個々 の 建築 家 に よる 設計 理論 や 手法 が 繁 に 取 
り 上 げ ら れ て いま し た 。 そ の 頃 は 欧米 で も 建築 
が プラ ンド 化す る 傾向 が あり 、 個 性 を 売る 商品 
価値 の よう な も の が 建築 に 求め られ て いた と 思い 
ます 。 そ うい っ た ジャ ー ナ リズ ム に 対し 私 は 何 和 
感 を 感じ て 、 距 離 を 取っ て いま し た 。 

私 が : っ た 頃 は 、 建 築 設 計 や 建築 計画 と い 
う 仕 事 に 対し て いつ る 懐疑 的 で し た 。 東 京 藝術 
大 学 の 先輩 た ち に よる デザ イン サー ベイ に 刺激 さ 
れ 、 同 級 生 た ちと 下津 井 の 街並み の 実測 調査 を 
し た り も し まし た が 、 そ れ で も 建築 家 と いう 仕事 
は 一 体 何 な の か と 自問 自 答 し て いま し た 。 

真 上 さ ん そう いう 時 代 を 経て 、 ハ ウス M が 模 
索 的 に で きた こと に 意味 が ある と 思い ます 。 


素材 や 技術 の プリ コラ ー ジ ュ 

日 野 さ ん 長屋 の よう な 低層 の 集合 住 
域 や 社会 に 開か れ た 共用 空間 を セッ ト で 計画 す 
る と いう の は 、 今 まさ に 私 た ちの 世代 の 建築 家 
が 積極 的 に 取り 上 げ て いる 、「 家 びら き 」 や 「 シ ェ 
ア 」 と いう 語ら れる 住ま い 方 の モデ ル だ と 
思い ます 。 ハ ウス M は 20 年 前 に その 原型 と も い 


地下 1 階 の イベ ント スペ ー ス 。 奥 に は 小さ な 光 庭 が ある 。 


える 空間 構成 を 実現 (し て いる 、 と いう 見 方 が で き 
ます 。 し か し 一 方 で 、 実 際 に 訪れ る と 構成 だ け 
で は な く こ の 空間 に 溢れ る 物質 の 潤沢 さ に 圧倒 
され ます 。 

真壁 さん 松田 さん の 経験 か らく る 中 国 の 民 居 
の よう な 構成 や 「 天 井 」 の 考え 方 、 日 本 の 法 
規制 か ら 決ま る こと 、 さ ら に イギリス の フォ スタ ー・ 
アソ シ エ イ ツ で 身 に 付け た カー テン ウォ ー ル の 技 
術 な ど 、 さ ま ざ ま な 考え 方 や 知識 が 混ざっ て ハウ 
ス M が で き て いま す 。 さ ら に 20 年 と いう 歳 月 が 加 
わり 、 マ テリ アル や エン ジニ アリ ング の プリ コラ ー 


ジュ が 行わ れ て いる と いう の が 面白 いで す 
松田 さん 「 香 港 上 海 銀行 」 の 建設 現場 で 体験 
し た デザ イン ・ デ ィ ベ ロッ プ メ ント や コン トラ クト ・ 
ジメント と いう 考え 方 が 、 ハ ウス M で の プリ 
コラ ー ジ ュ の 発想 源 に な っ て いま す 。 当 時 フォ ス 
ター・ ア ソシエ イツ は 契約 の た め の 図面 を 描か 
玉 サザ プ ・ コ ント ラク タ 詳細 図 を 描か せ 、 
製品 を 保証 する 義務 を 課 し て いま し た 
M の カー テン ・ ウ ォ ー ル も 、 私 の 指示 図 を も と 
に エン ジニ ア が 契約 書 な し で 製品 保証 を する 評 
細 図 を 描い ぃ て で きま し た 。 窓 や ドア の サッ シュ は 
鉄 の 押し 出し 型 で 、 香 港 に 残っ て いた 唯一 の メー 
カー に 直接 発注 し まし た 。 一 括 請負 工事 契約 で 
は な く 、 自 分 の 手 が 届 く 範 囲 で デザ イン の 解決 
で は 、 情 報 の プリ コラ ー 
字義 通り の 「 器 用 人 の 仕事 ( ア 
で は 、 ハ ウス M に 住み 始 
め た 2013 年 以降 、 修 繕 や 改修 な ど を た くさ ん し 
て きま し た 。 そ の 都度 ホー ムセン ター や ショ ー 
ルー ム に 足 を 運ん で 自分 で 材料 を 調達 し て きま 
し た 。 住宅 の で きる だ け 多 く の 部 分 を 未完 成 に 
し て お いて 、 住 みな が ら 手 を 加え て いく と いう の 
は 自邸 な ら で は の 魅力 で す 


ハウ ス 


を 考え て いく と いう 


ジュ と も 言え 


リコ ラー ジュ ) 」 


社会 と 関わ る 場 と し て の 住ま い 
真 貢 さ ん これ か ら の 趣 高 齢 社 
ス M の 可能 性 や 、 都 市 住居 と し て の 暮らし の ビ 
ジョ ン を 伺い た いで す 

松田 さん 家 の 一 部 分 を 解放 し て 定期 的 に イベ 
ント を 企画 し て いま す 。 こ れ は ハウ ス M の 最 下 階 
が も と も と 未完 成 で 使わ れ て お ら ず 、2 階 に 私 た 
ち が 住 み 始め て か ら 、 場 所 の 使い 方 を 考え て い 
く 中 で 出 て きた アイ デア で す 。3 階 に は 私 の 大 学 
時 代 か ら の 友人 で ある 夫婦 が 、 ハ ウス M の 竣工 
時 か ら 今 まで ずっ と 住ん で くれ て いま す 。 奥さん 
は 建築 の が ラス ウォ ー ル の アー ティ スト で 、1 階 
の 一 部 を 仕事 場 に し て いま す 。 お い 後 } 
者 で す が 、 一 世代 若い 朱 さ ん が 桜 と な っ て 一 緒 
に 楽し め る 時 間 を つく っ て いま す 。 

朱 さ ん ここ に 住み 始め た 5 年 ほど 前 、 私 は 仕 


5$ け る ハウ 


前 面 道 路 か ら 見 る 全景 。 陰 と な っ た 駐車 スペ ー ス の 先 に 4 層 分 の 中 庭 が 現れ る 。 


事 も し て お ら ず 日 本 に 知り 合い ちい な く 、 どう や 

て 社会 と の 接点 を つく る か が 大 き な 課 題 で し た 
s 分 は 使わ れ て いな か っ た の で 、 こ こ を 人 
る 場 に し た いと 思い まし た 。 そ れ で 友人 た 
ち を 呼べ る キッ チン と ダイ ニン グ を つく り ま し た 

松田 さん 
友人 の 彫刻 家 や 建築 家 を 招い て レク チャ ー を し 
て も ら っ た り 、 高 野山 の 金剛 三昧 院 の 住職 を 呼 
の 料理 研究 家 を 呼ん 


が 異 分 野 の 話 に 触れ る 機会 与え られ る 場 に し 
て いき た いと 思っ て いま す 

朱 さ ん こと っ て 象徴 的 な 場 
に な っ て いる よう に 、 私 は 家 と いう も の を 、 皇 日 
の 生活 を する 場 と いう より は 、 人 と 関わ る 場 と し 
# え て いま す 。 ハ ウス M に 人 が 集まる 場 が ある 
こと は 私 に と っ て 大 き な 意味 が あり ます 。「 何 で も 
な いら 空間 」 が も と も と この 家 に 用 意 さ れ て いた こ 
と が よかっ た の だ と 思い ます 。 


9 日 、 ハウ ス M 


中 国 の 民 居 が 家 


文 頁 : 本 誌 編集 部 ) 


後編 で は 、 日 野 雅 司 さん と 東京 電機 大 学 日 野 雅 司 研究 室 の 
学生 に よる 座談 会 、 調 査 後編 、 能 作 淳平 さん に よる エッ セイ 
を 本 誌 2019 年 4 月 号 に て 掲載 予定 で す 。 ( 編 ) 


地下 1 階 で は 、 日 本 舞踊 の 踊り 手 や 、 


まつ だ ・ な お の り 

1946 年 東京 都 生 まれ / 1972 年 東京 葬 術 大 学 美術 学部 建 
築 科 卒業 後 、 天 野 吉原 設計 事務 所 / 1975 一 81 年 英 
トン ケイ ンズ 開発 公社 1981 年 英国 王立 美術 大 学院 環境 設 
計 修士 課程 修了 ノ 1981 一 5 年 フォ スタ ー・ ア ソシエ イツ ・ 
ロン ドン ( 現 フ ォ ス ター・ ア ンド ・ バ パー トナ ー ズ ) / 1985 
2009 年 香港 大 学 建築 系 副 教 授 / 現 在 、 中 国 発展 研究 院 区 
域 緑色 発展 研究 中 心 研究 員 


し ゅ ・ ぎ ょ うう ん 

1981 年 中 国 か ら の 第 1 期 公 式 留学 生 と し て 東京 に 来る / 日 
本 大 学 を 経て 東京 藝術 大 学 大 : 
国 プ ロジ ェクト ・ コ ン サ ル タ ン ト | を 
発展 研究 院 区 域 緑色 発展 研究 中 心 研究 員 


ま か べ ・ と も は る 

1943 年 静岡 県 生ま れ / 1969 年 武蔵 野 美術 大 学 建築 学科 
卒業 / 1972 年 東京 藝術 大 学 大 学院 建築 専攻 修了 ノ 同 大 学 
建築 科 助 手 を 経て 、1983 年 プロ ジェ クト プラ ン ニ ング オフ ィ 
ス M.TVisions 設 立 / 現 在 、 同 代表 


ひ の ・ ま さ し 
1973 年 兵庫 県 生ま れ / 1996 年 東京 大 学 工学 部 建築 学科 座 
業 / 1998 年 同 大 学院 工学 系 研究 科 建 築 学 再 攻 修士 課程 修 
了 ノ 1998 一 2005 年 山本 理 顕 設計 工 
設立 、 共 同 代表 / 2007 一 2010 年 横 
助手 / 2017 年 一 東京 電機 大 学 未来 お 


中 庭 に テー ブル と 椅子 を 出し て 行わ れ た イン タビ ュー 風景 。 右 
手前 か ら 反 時 計 回 り に 朱 さ ん 、 松 田 さん 、 日野 さん 、 真 回 さ ん 。 
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第 12 回 「 建 築 九 州 賞 」 発表 


去る 1 月 26 日 、 第 12 回 「 建 築 九州 賞 ( 作 
品 賞 )」 が 発表 され た 。 本 賞 は 九州 地方 
の 地域 性 に 立脚 し て その 建築 文化 や 環 
境 形成 の 向上 に 貢献 し た 、 優 秀 な 建 
築 作品 を 表彰 する も の 。 審 査 委員 は 福 
田 展 凛 氏 ( 元 乏 議 員 ) ほか 9 氏 が 務め 、 


「 佐 世 保 の リノ ベー ショ ン 」。『 


応募 総数 59 作 品 (住宅 部 門 30 作 品 、 

暗部 門 29 作 品 ) の 中 か ら 、 住 宅 部 門 
で は 吉永 規夫 十 吉 永 京子 十 加納 賢太 
氏 の 「 佐 世 保 の リノ ベー ショ ン 」( 本 誌 
1804) と 松山 将 勝 氏 の 海辺 の すみ か 」 
が 受賞 し た 。 そ の 他 受 賞 は 下記 の 通り 。 


海辺 の すみ か 」。** 


第 8 回 サス テ ナ ブ ル 住 宅 賞 発表 


去る 1 月 15 日 、 一 般 財団 法人 建築 環 
境 ・ 省 エネ ルギー 機構 ( 下 事 長 : 村 上 周三 ) 
は 審査 委 員 会 ( 和 員 長 : 木下 肛 子 ) に よる 
審査 の 結果 、 第 8 回 サス テ ナ プ ル 住 宅 
質 の 入賞 作品 を 発表 し た 。 本 賞 は 住 
宅 と し て 優れ た 作品 で ある と 共に 、 建 
築 主 、 設計 者 お よび 施工 者 の 3 者 の 協 
力 に より 環境 負荷 低減 に 顕著 な 効果 を 
ト げ 、 そ の 普及 効果 が 期待 され る 先 
導 的 な サス テ ナ ブ ル 住 宅 を 顕彰 し 、 サ 


ステ ナブ ル 社 会 の 形成 に 寄与 する こと 
を 目的 と する も の 。 受 賞 作品 は 以下 の 
通り 。 

【 国 土 交通 大 臣 賞 】「 阿 知 須 ・ 木 と 土 


の 家 」 三 三好 進 ゲ 山口 民家 作 事 組 ( 設 
計 工 房 み よし ) 

【 一 般 財団 法人 建築 環境 ・ 省 エネ ル 
ギー 機構 理事 長 哲 】「 ラ イオ ンズ 港北 
ニュ ー タ ウン ロー レル コー ト 一 パッ シブ 
と スマ ー ト を 融合 し た > 
住宅 -」= ニ IAO 位 田 
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建設 一 級 建築 士 事務 所 ラン ドス ケー 
プ ・ プ ラス 

【 一 般 財団 法人 ベタ ー リ ピン グ 理 事 長 
賞 】「 瓦 田 の 家 」 低 燃費 住宅 九州 
WELLNEST HOME 事 業 部 

【 一 般 社団 法人 日 本 木造 業 協 
会 会 長 質 】「 玄 本 舎 」= 川 内 玄太 藤 
城 建 設 

【 板 硝子 協会 会 長 賞 】「 中 太田 の 家 」 
= 大 共 ホー ム 

【 確 子 繊維 協会 会 長 賞 】「 コ ヤ ト ヤ ネ 」 


三宅 正浩 プ y 十 M design office 


詳細 は 下記 ホー ムペ ー ジ 参照 。 
http://www.ibec.orjp/sustainable/ 
housing/8th/index.html 


Loshmrrrriscrrarrfgrnrm7 


【 住 宅 部 門 作品 党 】 

+ 保 の リノ ベー ショ ン 」 王 吉永 規 
京子 十 加 納 賢太 Offce 
for Environment Architecture 
「 海 辺 の すみ か 」 三松 山 将 勝 // 松 山 建 
築 設計 室 


rgalleny cobaco」。 


建築 士 事務 所 の 業務 報酬 基準 を 10 年 ぶり に 改訂 


去る 1 月 21 日 、 国 土 交通 省 は 業務 内 
容 の 多様 化 な ど 設計 な どの 現場 の 実 
態 を 反映 させ る た め 、「 建 築 士 事務 所 
の 開設 者 が その 業務 に 関し て 請求 する 
こと の で きる 報酬 の 基準 (季報 本 基 鶴 ) 」 
を 10 年 ぶり に 改訂 し 、 公 布 ・ 施 行 し た 。 
設計 等 の 業務 の 難易 度 の 反映 方 法 を 


「 本 部 町 の 新 民家 」。**『* 


【 一 般 建築 部 門 作品 賞 】 

ド 「gallery cobaco」 柳瀬 真澄 / 柳 
瀬 真 澄 建築 設計 工房 

【JIA 特 別 賞 】 

ド 「 本 部 町 の 新 民家 」( 本 誌 1709) = 漢 
那 潤 ISSHO 建 築 設計 事務 所 


WT 5 


PD 


充実 きせ 、 標 準 業 務 内 容 の 明確 化 ( 村 
準 業務 に 含ま れ な い 追 加 的 業務 の 明確 化 ) な 
ど を 行う た め 。 詳細 は 下記 ホー ムペ ー 
ジ 参 照 。 
http://www.mlit.go.jD/jutakukentiku/ 
build/jutakukentiku_house_ 
tk_000082.huml 


平成 30 年 新設 住宅 着工 、 持 家 と 貸家 が 減少 


国土 交通 省 は 平成 30 年 の 新設 住宅 着 
上 は 持家 及び 貸家 が 減少 し た た め 、 
全体 で 減少 と な っ た と 発表 し 新設 
住宅 着工 戸数 は 942.370 戸 で 前 年 比 
で は 2.3% 減 と な り 、2 年 連続 の 減少 と 
な っ た 。 利 用 関係 別 戸 数 別に 見 る と 、 
持ち 家 は 283,235 戸 (前 年 比 0.4% 減 、2 


東京 都 現代 美術 館 が リ 


東京 都 現代 美術 館 が 、2016 年 5 月 か 
ら 約 3 年 に わた る 大 規模 改修 工事 を 終 
え 、3 月 29 日 に リニュ ー ア ル ・ オ ー プ ン 
する 。 改 修 後 は バリ アフ リー な ど ホ スピ 
タリ ティ に 配慮 され る ほか 、 美 術 図書 
室 に は 新た に 「 こ ども と し ょ し つ 」 を 設置 


年 連続 の 減少 )、 貸 家 は 396,404 戸 (前 
年 比 5.5% 減 、7 年 ぶり の 減少 )、 分 誤 住 宅 
は 255,263 戸 (前 年 比 0.0% 増 、4 年 連続 の 
増加 ) と な っ て いる 。 地 域 別 総 戸数 で は 
首都 園 は 減少 と な り (前 年 比 4.9% 識 )、 
中 部 韻 、 近 畿 半 で は 増加 と な っ た ( そ 
れ ぞ れ 前 年 比 3.2% 増 、2.6%) 。 


己 コ ー2 ル ゃ オー ジン 
し 、 現 代 美術 の 普及 と 次 世代 の 担い 
手 を 育む 、 あ ら ゆ る 鑑賞 者 に 開か れ た 
美術 館 を 目指 す 。 木場 公 園 側 の アプ 
ロー チ を 軸 と し た パプ リッ クス ペー ス も 
整備 。 サ イン 仕 器 設計 は 長坂 常 氏 ( ス 
キー マ 建 築 計画 ) が 手がけ る 。 


回 : ooks 
新刊 紹介 


建築 スー 

| 建築 フィ ー ル ド ワ ー ク 
5 の 系 譜 
の .46 

* 日 本 建築 学 会 編 


(B5 判 / 138 真 / 3.024 円 / 昭 和 堂 ) 


実際 に 建築 物 が ある 場所 に 行き 、 そ の 建築 物 や 街並み を 実測 し た り 、 そ こ に 暮 ら 
す 人 びと と 対話 を 重ね る フィ ー ル ド ワ ー ク 。 さ ま ざ ま な 方 法論 が 存在 する が 、 本 書 
で は 、 居 住 の 原理 を 探る ( 原 広司 研究 室 な ど ) 集落 世界 を あぶ り 出す ( 畑 聴 一 研究 委 
な ど ) プ 都 市 に 生き る 人 びと の 暮らし を と ら える (人 A 野 修司 研究 室 な ど ) 都市 に 堆積 し 
た 時 間 を 紐 解く (人 内 秀信 研究 室 な ど ) 居住 文化 か ら 建 築 を 読み 解く ( 芝 商 彦 研究 室 な 
ど )、 の 5 つの 視点 に 分 類 し 、 そ れ ぞ れ の 実測 図面 や スケ ッ チ 、 ス ナッ プ な ど を も と 
に 方 法論 を 紹介 する 。 ウ ェ ブ 上 に 情報 が 溢れ る 現代 だ か ら こそ 、 自 ら の 足 で 1 次 情 
報 を 構築 する フィ ー ル ド ワ ー ク の 可能 性 は 大 きい 。 巻 頭 に は 研究 者 の 師弟 関係 な 
ど を 踏ま えた 系 譜 図 も 収録 。 歴 史 を 網羅 的 に 把握 する だ け で な く 、 自 分 の 興味 関 
心 に 合っ た 研究 者 や 研究 室 を 探す 手がかり と し て も 役立つ 。 (kn) 


(B6 判 変型 / 202 頁 / 2.052 円 / 井 上 書院 ) 


現代 で も スク ラッ プア ンド ピル ド が 絶え ず 繰 り 返さ れる 日 本 の 都市 。 特 に その 対象 と 
な っ て いる の が 頻繁 に 変わ る 住ま い 手 の 影響 を 受け る 住宅 で ある 。 本 書 は 、 建 設 
省 住宅 官僚 を 務め た 戸谷 英世 が 、 欧 米 と 日 本 の 建築 教育 を 比較 し 、 日 本 の 住宅 
制度 や 住宅 建築 設計 の 現状 を 考察 し た も の 。 氏 は 、 明 治 期 に 近代 建築 を 前 提 と し 
て 始ま っ た 日 本 の 建築 教育 は よ 、 人 文科 学 と し て の 歴史 ・ 文化 ・ 生 活 教育 を 無視 し 
て きた と 批判 。 前 半 で は 、 そ れ ぞ れ の 建築 教育 に よっ て 生じ た 欧米 の 建築 家 と 日 本 
の 建築 士 の 職能 や 、 設 計 ・ 施 工 の 仕組 み の 違 い に つい て 述べ る 。 後 半 で は 、 住 宅 
と その 周辺 環境 に 生活 の 豊か さ を 重 視 する 欧米 と 、 住宅 を 産業 の ひと つと し て と ら え 
る 日 本 の 、 不 動産 に 対す る 政策 や 利益 の 所 在 の 違い 、 経 営 方 法 な ど に つい て 語る 。 
住宅 産業 や 教育 の 成り 立ち と 現在 の 都市 の 関係 が 浮き 彫り に な る 1 冊 。 


(soy) 


| "デート" 
川 | 


内 田 祥 哉 著 


潜 表 の 頼 さ ネ ミーコ ュ やせ 


ーーー 内 四 冬 才 


(B6 判 / 386 真 / 3.456 円 /! 


本 書 は 季刊 稚 誌 『 デ ィ テ ー ル 』 で の 10 年 に わた る 連載 に 加筆 ・ 増 補 し て 再編 し た も 
の 。 著 者 は 終戦 を 東京 帝国 大 学 の 学生 時 代 に 迎え 、 戦後 復興 の 中 、 仕 事 を 始め た 。 
その 後 、 開 発 と 生産 に 向かっ て いた 日 本 が 維持 管理 の 方 向 へ と 転換 する 現代 に 至 
る まで 、 激 動 の 時 代 に 建築 設計 、 研 究 、 教 育 活動 を し て きた 。40 に わた る 証 材 は 
寸法 体系 や モデ ュ ラ ー・ コ ー デ ィ ネ ーション (部 品 ・ 部 材 の 配列 を 調整 する こと ) 、 プ レ 
ハブ や オー プン シス テム の 研究 か ら 屋根 や 桶 の 納まり 、 階 段 や 目地 、 タ イル の 模様 
な ど 多 岐 に わた る 。 原理 や 実践 を 伴っ た 広範 な 知識 は 現代 に も 活か され る も の で あ 
り 、 特 に 日 本 の 木造 建築 に 区 え られ て いる 知見 に は 改め て 驚か され る 。 建 筑 の 個々 
の 部 材 が 全体 に 関わ っ て いる こと 、 そ し て すべ て の ディ テー ル が 先 人 の 知恵 の 集約 
で 、 そ こ に は つく る 愉し み が 溢 れ て いる こと が 分 か る 。 (hy) 


ダ 〆 
4 ジェ イン ・ ジ ェ イ コブ ズ 
3 都市 論集 
える 都市 の 計画 ・ 経 済 論 と その 思想 
ジェ イン ・ ジ ェ イ コブ ズ 著 
サミ ュ エ ル ・ ジ ッ プ ネイ サン ・ シ ュ テ リン グ 編 
i 宮 購 洋司 記 


(A5 判 / 472 頁 / 4.104 円 鹿島 出版 会 ) 


『 ア メリ カ 大 都市 の 死 と 生 』(1961 年 ) で 知ら れる ジェ イン ・ ジ ェ イ コ プ ズ の エッ セイ 、 
講演 、 対 談 を 集め た 小 論 集 。 人 と 共に ある 都市 の 区 力 を フィ ー ル ド ワ ー ク に より 観 
察し 、 そ の 複雑 で 高度 な 成り 立ち を 信じ た ジェ イコ ブ ズ は 、10 代 の 時 フリ ー ラ ンス 
記者 と し て ニュ ー ヨ ー ク で キャ リア を スタ ー ト し た 。 当 時 『 ヴ ォ ー グ 』 に 寄稿 し た 記事 
か ら る 都市 を 見 つめ る 優れ た 観察 眼 が 垣 問 見 える 。 その後 『「 ア ー キ テク チュ ラル ・ 
フォ ー ラ ム 』 誌 に 勤め 、 建 築 の 専門 家 と し て 、 ま た 社会 活動 家 で あり 作家 と し て 、 当 
時 の 都市 計画 (新しい 高速 道路 建設 や スラ ムク リア ラン ス な ど ) を 批判 し 、 都市 が 持続 し 続け 
る 経済 原理 に つい て 自 論 を 展開 。 ま た 都市 に と っ て 、 小 企業 の 活動 の 重要 性 を 強く 
訴え た 。89 歳 で その 生涯 を 終え る まで 、 多 分 野 に 渡っ て 人 の た め の 都 市 の あり 方 を 
追求 し 続け た ジェ イコ ブ ズ の 、 知 られ ざる 思考 と 活動 が 明らか と な る 。 (0 
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正 、 甘 .I BE 号 MR 
展覧 会 レポ ー ト 


「index architecture ノ 建築 知 」 理 築 の た め の 知 の イン フラ を つく る 


2019 年 1 月 24 日 
SHIBUYA CAST. SPACE (東京 都 渋谷 区 ) 


「index architecture 建築 知 」 は 、 機 械 学習 や 深 
層 学 習 な ど 、 今 日 
建築 に 関す る 情報 の 高度 利 活用 を 促進 する た め 、 
2018 年 1 月 に 新建 築 社 が 設立 し た 研究 プラ ッ ト 
フォ ー ム 。 人 研究 アド バイ ザー と し て 日 建設 計 DDL ( デ 
砂山 太一 (sunayama studio)、 木 
内 俊 克 (本 内 建築 計画 事務 所 ) が 参画 する 。 こ の 設立 を 
発表 する 本 シン ポジ ウム で は 、 参 画 者 ら が 、 発 足 以 
来 14 5 よぶ 基礎 研究 の 成果 と 今後 の 展開 を 発 
表 。 さ ら に 、 


「index archileclture 


ジタル デザ イン ラボ ) 、 


建築 知 」 が 目指 す 建 築 業 
界 に お ける 情報 利用 の あり 方 に つい て 意見 が 交わ さ 
れ た 。 

全体 の マネ ジメント を 担う 砂山 は 、 現 在 「index 
建築 知 」 が 「 デ ー タ ベー ス 構 築 の た 
め の 基 礎 研究 」 と 「 人 工 知 能 技術 の 基礎 研究 」 の ふ 
た つか ら 成 り 立 っ つて いる こと を 説明 。 特 に 前 者 に つい 
て 、Google や Wikipedia の よう な 一 般 情報 を 扱う 
デー タベース と 比較 し た 際 に 、 よ り 建 築 実 務 に 貢献 し 
得る 情報 の まとめ 方 を 考え る と 「 建 築 業界 の 知識 体 
系 に 準拠 し た ルー ル 」 が 必要 で ある と し た 。 そ の た め 
に 、 ま ず は 誌面 と し て 規格 化 さ れ た 建築 情報 が 鞭 え 
られ た 『 新 邊 築 』 を 研究 対象 と し て 、 誌 面 を 「 人 間 が 
読む た め の 形 式 」 か ら 、「 コ ンピュータ が 読む た め の 
形式 」 へ と 変換 する 手法 を 検証 し て きた こと が 解説 さ 


architecture / 


れ た 。 こ うし た 『 新 建築 』 の デー タ 構 造 の 分 析 か ら は 、 


建築 デー タベース の ルー ル や 活用 法 を 見 出す こと が 
可能 で あり 、 将 来 的 に は 、 解 析 ・ 活 用 の 対象 を 世 
の 中 に 存在 する 膨大 な 建築 情報 へ 広げ て いき た いと 


述べ た 。 


発展 する 人 工 知能 を 用 いて 、 


ゲス ト を 加え た ディ スカ ッ シ ョ ン を 通し て 、 


https:/indexrarchitecture.com 


設計 業務 を 行う 中 で 建 
築 の 知識 へ アク セス する 方 法 ・ 手 段 は 、 こ れ ま で 個 
人 的 な 経験 に 基づく も の ( 暗 葉 知 ) だ っ た と 指摘 。 こ れ 
を 、 今 日 の 技術 を 用 いて 誰 も が 共有 で きる も の (形式 
知 ) へ 変え て いく 必要 性 に つい て 述べ た 。 さ ら に 、 設 
計 者 ら が 建築 を 記述 する 建築 の 専門 用 語 を 分 析 す る 
こと は 、 コ ンピュータ が その 意味 を 理解 (自然 言語 処理 ) 
する うえ で 、 最 初 の ステ 
ウム で は 、 実 際 に 

分 析 技 術 を 使い 、『 新 建築 』 の デー タベース を 読み 解 
いた 事例 を 紹介 。 た と えば 、 こ の 10 年 近く の 『 新 建築 』 
掲載 来 の 建築 用 途 (ビル ディ ンダ グ タイプ) に 括 
られ な い 複 雑 性 ・ 混 在 性 が ある と し て 、 作 品 解説 文 
を ベ ペース に クラ スタ リン グ を 実施 。 に よる 文章 
表現 か ら 、 新 た な 建築 タイ ボロ ジー が 現れ る こと を 示 
し た 。 

その 後 、 健 康 診断 結果 や 手術 動画 な どの 医療 関連 
情報 を 人 工 知能 で 解析 し 、 治 療 方 法 を 医師 に 提示 
する シス テム を 開発 する MICIN の 巣 籠 算 輔 と 、 特 定 
分 野 に 特 化し た 自然 文 検索 シス テム を 構築 する 大 日 
本 印刷 の 青木 修 が 、 建 築 業界 外 に お ける 人工 知能 
の 先進 的 な 中 入 事例 に つい て 解説 し た 。 

続い て 、 中 村 健 太郎 (な か むら けん た ろう 事務 所 ) を モデ 
レー ター に 、 木 内 、 青 木 、 巣 籠 、 山 梨 知 彦 (日 書 設 
計 DDL) に よる ディ スカ ッ シ ョ ン を 実施 。 

山梨 は 、 人 工 知能 は 専門 家 の 仕事 を 駆逐 する の で は 
な く 、 む し ろ 専 門 家 の 知識 や や 判断 を エン ハン ス (強化 ) 
し 、 
こう し た 考え を 受け て 木内 は 、 


「index architecture 


建築 知 」 が 取り 組む 建築 デー タベース の 構築 に より 、 


次 の 専門 性 を も つこ と を 可能 に する だ ろう と し た 。 


ゆく ゆく は 建築 家 の 創 造 性 を サポ ー ト し 、 


計 に お け 


る 課題 発見 と 、 そ の 解決 へ の 糸口 を 与え る ツー ル を つ 
くり 出す こと が で きる の で は な いか 、 
べた 。 

プロ ジェ クト の 研究 成果 は 、 今 後 、 随 時 公式 Web サ 
イト に 掲載 され る 予定 。 


と 今後 の 展望 を 述 


Er 


上 : 砂山 太一 と 角田 大 輔 に よる 研究 概説 。 平 日 夜 に も 関わ ら 
ず 満 席 と な り 、 建 築 分 野 に お ける 人 工 知能 に 


心 の 高 さ を 伺わ せ た 。 下 : イベ ント 後半 
左 か ら 、 中 村 健 太郎 、 木 内 俊 克 、 山 梨 知彦 、 巣 籠 和 輔 、 青 
木 修 が 登壇 し 、 意 見 が 交わ され た 。 


ワイ ルド ・ エ コロ ジー : 


開催 中 2019 年 1 月 5 日 2 月 22 日 
プリ ズミ ッ ク ギ ャ ラリ ー (東京 都 港 区 ) 


建築 家 ・ 能 作文 徳 の 個展 。 タ イト ル に は 都市 の 中 で 
力強く 生き る 、 自 立 し た エコ ロジ ー と いう 意味 が 込め 
られ て お り 、 本 展 で は マテ リア ル 、 エ ネル ギー、 フ ー 
ド の 3 つの 軸 か ら 「 エ コロ ジ カ ル な 建築 」 へ の 思考 と 実 
践 を 紹介 する 。 会 場 で 配ら れる パン フレ ッ ト に は 氏 に 
よる 論考 が 掲載 きれ て お り 、 展 示さ れ た 一 連 の プロ 
ジェ クト が 形態 、 装 置 と いう 側面 だ け で な く 、 環 境 や 
生態 系 に 関連 し た ネッ トワ ー ク と いう 面 か ら も 思考 さ 
れ て いる こと が 分 か る 。 た と えば 「 高 岡 の ゲス ト ハ ウス 」 
(本 誌 1610) は 建築 を 構成 する 「 も の 」 の ネッ トワ ー ク で 
考え た マテ リア ルフ ロー を 実践 し て お り 、 自 邸 で ある 


2019 03 


能 作文 徳 展 


http:/www.prismic.co.jp/gallery 


「 西 大 井 の あ な 」( 本 誌 1810) で は 都市 か ら 得 られ る 資 
源 や エネ ルギー の ネッ トワ ー ク を いか に 建築 と 繋げ ら 
れる か を 実践 し て いる 。 さ ら に 氏 が 教鞭 を 執る 東京 電 
機 大 学 で の 取り 組み と し て 、 食 を 起点 ロ 
源 や 空間 で ある 「 フ ー ド ・ コ モン ズ 」 を と し た リサ ー 
チ や 課題 も 展示 。 会 期中 に は 、 太 陽光 に より 料理 が 
で きる 「 ソ ー ラ ー ク ッ キ ング 屋台 」 も 稼働 する 。 環 境 問 
題 や 気候 変動 に 直面 し て いる 今 、 建 築 に 何 が で きる 
の か 。 思 考 と 実践 を 繰り 返す 氏 の 姿勢 か ら は 、 身 近 
な も の か ら 生活 、 住 まい ぃ 、 そ し て 都市 や 建築 を つく る 
梓 組 み が 変わ る 可能 性 が ある こと が 示さ れ て いる 。 
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: [西大井 の あな 」1/10 模 型 。 3・ 
重合 。 8 本 の 真空 > 重 ガラ ス 管 に 食材 を (の 、 
太 当て て 調理 する 。 台 は 日 光 の 当たる 向き や 場所 に 応 | 
て 移動 させ る こと が で きる 。 会場 に は レシ ピ な ども 展示 。 


on 


RCR ア ー 


開催 中 2019 年 1 月 24 日 一 3 月 24 日 
TOTO ギ ャ ラリ ー・ 間 (東京 都 港 区 ) 


ドロ ー イ ング を 感じ る こと 
1 月 24 日 か ら 展覧 会 「RCR ア ー キ テク ツ 展 夢 の ジ 
オグ ラフ ィ ー」 が 始ま っ た 。RCR ア ー キ テク ツ は 2017 
年 に プリ ツ カ ー 健 世 し 、 次 な る ステ ッ プ に 興 
集まっ て いる 。 本 厩 ら の 最新 プロ ジェ 
クト 「 ラ ・ ヴ ィ ラ 」 を 中 ド が な され て いる 。「 ラ ・ 
ヴィ ラ 」 は 彼ら の 事務 所 が ある スペ イン 、 
の 北東 ジロ ー ナ 県 オロ ッ ト 近 郊 の 広大 な 土地 を 
舞台 に 、 彼 ら の 夢 を 紡 \ プ ロジ ェクト で ある 。 そ こ で 
は 自然 と 融合 し な が らい くつ か の 建物 を つく っ て いく 
の だ が 、 そ の 実体 は ひと つ を 除い て 定か で は な い 。 
その ひと つと は 「 紙 の パ ヴ ィ リオ ン 」 と 名 付け られ た 
野 艇 を 用 いた 小さ な 建物 で ある 。 彼 ら の 吉野 艇 と の 
出会い は 写真 家 で ある 旧友 ・ 鈴 木 久 雄 の 紹介 に よる 
も の と 聞く 。 彼 ら と 吉野 の 山 や 杉 、 人 びと と の 出会い 
を 鈴木 が 見 事 に 映像 化し 、 会 場 で 上 映 さ れ て いる 
また 下 階 中 庭 で は 、 原 寸 大 の 吉野 棚 に よる 構造 の 一 
部 が 展示 され て いる 。 吉 野 艇 は 地元 の 人 びと か ら 
RCR ア ー キ テク ツ に 贈ら れ た も の で 、 こ の モッ クア ッ 
プ は 展覧 会 後 、 ス ペイ ン に 輸送 され 実物 の 一 部 と し 
て 使わ れる そう だ 。 

今回 の 展示 物 は 、「 ラ ・ ヴ ィ ラ 」 を イメ ー ジ し た コン セ 
プチ ャ ル な 水彩 画 が 大 半 を 占め る 。 下 階 に は その 平 
面 図 が 置か れ 、 に これ か ら で き る で あろ う 建 築 イ 
メー ジ が プラ スチ ッ ク の 丸い 板 に 記さ れ て 天井 か ら 尋 
る され て いる 。 ま た 、 上 階 に は 鈴木 の 映像 以外 に 、 
大 き な 短冊 型 の 和紙 に 描か れ た 水彩 画 が 数 十 枚 天 
井 か ら 出 る され て いる 。 カ ル マ ・ ビ ジェ ム は プレ スカ 
ン フ ァ レ ンス で この 水彩 画 を 「 感 じ て 」 ほし いと 述べ 、 
イイ ノ ホ ー ル に お ける レク チャ ー で は 、 


バルセロナ 


プロ ジェ クト の 


キテ クツ 展 夢 の ジ オグ ラフ ィ ー 


https:jp.toto.com/gallerma 


説明 に 「 魔 術 的 」 と いう 言葉 を 多用 し 、 そ れ は 説明 し 
づら い 感 覚 で ある と 述べ て いた 。 彼 ら は 言語 
な い 超 越 的 な 空気 を 送り 出し て いる 。 そ し て それ を 使 
う 側 に 受け 取っ て ほし い の で ある 。 


そう し た 彼ら の 建 
人 築 へ の 姿勢 は 建築 の つく り カ 見 て 取れ る 。3 人 


の チー ム で ある RCR ア ー キ テク ツ の 浪 作 の 現場 で は 、 


3 人 の : 流れ が ひと つ まる 時 に 建築 が 生ま 
れる 。 そ の た め 、 彼 ら は プロ ジェ クト の 始ま り に 必ず 
水彩 画 を 描き 、 感 覚 的 な 合流 (共感 ) を る 。 そ 


ん な 彼ら の 建築 の 現場 が ギャ ラリ ー に 再現 され て い 
る 。 

建築 は ひと つの 論理 構造 で ある と 同時 に 、 情 動 の 産 
物 で も ある 。 そ し て 創作 と は ロゴ ス と パト ス の せめ ぎ 


る 。 昨 今 、 建 築 に 限ら ず 論理 が 必ず し ゃ 意 
決定 の すべ て で は な く 情 動 の 担う 役割 の 大 き さ が 
識 され て いる 。 建築 は 造形 芸術 と し て そもそも そ 
うい う 生 成 過程 を 通過 し て きた も の が 、 モ ダニ ズム 思 
考 あ る い は 工学 的 な 教育 の 中 で 創作 的 に も 計画 的 に 
も 論理 化 、 科 学 化 さ れ て きた 。 そ の 中 で 再度 情動 の 
産物 と し て の 建築 を 確認 する よい 時 期 に き て いる 。 そ 
の 意味 で この 展覧 会 は ひと つの きっ か け と し て 一 見 に 
値する 
私 の よう に 前 者 を 重視 し た 教育 を 受け て きた 人 間 か 
ら す る と RCR の 創造 の プロ セス は 新鮮 で ある と 共 
忘れ か け て いた 建築 の も う ひ と つの 基本 を 思い 出さ 
( 坂 生 卓 東京 理科 


せ て くれ る 。 


1 : 現在 進行 中 の プロ ジェ クト 「 ラ ・ ヴ ィ ラ 」 の 展 
示 風景 。 壁 油 い に は これ まで に RCR ア ー キ テク ツ 
が 手がけ た 6 つの プロ ジェ クト の 模型 と 映像 が 展 
示さ れる 。 2 : 水彩 画 が 描か れ た 和紙 で つく ら 
れ た 空間 を 体験 する 展示 「 書 か れ た 、 そ し て 描か 
れ た 風景 」。 3 : 奈良 県 の 吉野 杉 を 使用 し 、 制 
作 さ れ た 「 紙 の パ ヴ ィ リオ ン 部 分 」。 展 覧 会 終了 
後に 「 紙 の パ ヴ ィ リオ ン 」 の 建設 地 「 ラ ・ ヴ ィ ラ 」 に 
移設 され る 。 4 : 写真 家 の 鈴木 久雄 に よっ て 制 
作 され た 映像 作品 「 吉 野 の 森 ラ ・ ヴ ィ ラ の 森 」。 


子ども の た め の 建 築 と 空間 展 


開催 中 2019 年 1 月 12 日 一 3 月 24 日 
パナ ソニ ッ ク 汐留 ミュ ー ジ アム (東京 都 港 区 ) 


子供 た ちの た め に つく られ た 学び 遊び の 場 の 建築 
と 空間 の 中 か ら 、 日 本 の 近 現 代 の 建築 ・ デ ザイ ン 史 
に お いて 、 先 駆 的 か つ 独創 的 な もの を 紹介 する 本 展 。 
時 代 ご と か ら 成 り 、 社 会 背景 や 制度 の 変化 と 
子供 の 空間 が どの よう に デザ イン され て きた か 
図面 、 模 型 と 共に 展示 する 。 

1872 (明治 5) 年 の 学制 発布 に 伴い 、 普 及 し 始め た 
学校 建築 。 擬 洋風 建築 の 旧 開 智学 校 に 代表 され る 
よう に 、 当 時 の 最新 様式 を 取り 入れ た も の で 、 地 元 
の 寄付 や 労力 奉仕 を も と に 建設 され 、 民 衆 の 強い 思 
い が 建 築 化 し た 様子 が 伺え る 。 大 正 時 代 に 入る と 、 


http/panasonic.co.jp/es/museum 


児童 文学 や 玩具 な どの 消費 ・ 供 給 も 盛ん し に な り 、 そ 
う よ う に 教育 ・ 保 育 理 人 間 に 反 映 き れ た 
建築 が 出現 し 始め る 。 戦 後 は 東京 大 学 ・ 吉 武 泰 水 
3 学 が 発展 。 研 究 


を 元 に 子供 の 場 の 規範 を つく ろう と する 動き が 進む が 、 


その 中 で も 地方 色 や 敷地 に 応答 し 、 オ リ ジ ナ リティ を 
探る る の も 多い 。 一 方 、 規 格 化 、 画 一 化 へ の 反省 
か ら 、 子 供 か つて いる 力 を 伸ばす た め に 、 教 育 ・ 
保育 方 針 と 連動 し た 個性 豊か な 建築 群 や 遊び 場 の 
デザ イン が 現れ る 。 

未来 を 担う 子供 た ち へ の まな ざし を 通じ て 


当時 の 


1 : 旧 開 智学 校 (重要 文化 財 ) (1876 年 、 設 計 : 
2 : 慶應 義 屯 稚 合理 科室 内 観 ト 

3 : ゆか り 文 化 幼稚 園 (1967 年 月 下 健三 

じ よ うち えん (2007 年 、 設 計 : 手塚 貴 晴 十 手塚 由 比 手 塚 
填 築 研究 提 / ト ー タ ルプ ロ デ ュ ー ス : 佐藤 可 士 和 ) 


社会 状況 や 価値 観 の 変遷 、 
に 伝わる 展覧 会 と な っ て いる 。 


これ か ら の 課題 が 明快 
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バッ ク ナ ン バー・ 年 間 定 期 購読 の ご 案内 


年 間 定 期 購読 料 


毎月 1 日 発売 


ma 24.684 円 ) 


24.684 円 ぬ ) 


12 冊 (1 年 間 ) 
消費 税 、 送 料 込 


10,284 円 >) 
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詳細 に つい て は 、 弊 社 ホ ー ム ペー ジ ま た は 右記 の 年 間 定期 購読 係 まで ご 連絡 くだ さい 。 お 問い 合せ 
〒100-6017 東京 都 千 代田 区 起 が 関 3 丁 目 2 番 5 号 
月 刊 『 新 建築 』 は 1960 年 1 月 号 より 、 月 刊 『 新 建築 住宅 特集 』 は 1999 年 1 月 号 より 、 季 刊 『JA』 は 1 号 (1991 年 春 号 ) より 目 霞が関 ビル ディ ング 17 階 


株 式 会 社 新建 築 社 年 間 定期 購読 係 
tel.03-6205-4380 fax.03-6205-4386 (平日 930 17:30) 
e-mai business@japan-architectcojp 


次 な どの 内 容 が 弊社 ホー ムペ ー ジ に て ご 覧 いた だ け ま す 。 
https://shinkenchiku.online 


バッ ク ナ ン バー 取扱 店 
書店 に より 、 在 庫 状況 は 異な り ます 。 事 前 に お 電話 で 商品 在庫 を ご 確認 くだ さい 。 ま た お 取り 寄せ も 可能 で す 。 


北海 首 代官 山 葛 屋 書店 大 阪 府 番 川 県 
MARUZEN& ジュ ンク 堂 書店 札幌 店 (波谷 区 ) 03-3770.2525 柳 々 党 〇 宮脇 書 店 本 店 
(札幌 市 中 央 区 ) 011-223-1911 ブッ ク フ ァ ー ス ト 新 宿 店 (大 阪 市 西区 ) 06-6443-0167 (高松 市 丸亀 町 ) 087-851-3733 
(新宿 区 ) 03-5339-7611 ジュ ンク 堂 書 店 大 阪本 店 
宮城 県 芳 林 堂 書店 高田 馬場 店 (大 阪 市 北 区 ) 06-4799-1090 福岡 県 
人 @ 刃 善 仙台 アエル 店 (新宿 区 ) 03-3208-0241 紀伊 國 屋 書店 梅田 本 店 罰 紀 伊 國 屋 書店 福岡 本 店 
(仙台 市 青葉 区 ) 022-264-0151 紀伊 國 屋 書店 新宿 本 店 (大 阪 市 北 区 ) 06-6372-5821 (福岡 市 博多 区 ) 092-434-3100 
(新宿 区 ) 03.3354-0131 ジュ ンク 堂 書店 福岡 店 
新潟 県 ジュ ンク 堂 書店 池袋 本 店 岡山 県 (福岡 市 中 央 区 ) 092-738-3322 
ジュ ンク 堂 書店 新潟 店 (豊島 区 ) 03-5956-6111 軒 本 の 学校 今井 ブッ クセ ンタ ー 
(新潟 市 ) 025-374-4411 青山 ブッ クセ ンタ ー 本 店 (米子 市 ) 085931-5000 
(小谷 区 ) 03-5485-5511 
埼玉 県 兵庫 県 
ジュ ンク 堂 書 店 大 宮 高 島屋 店 神奈 川 県 ジュ ンク 堂 書店 三宮 店 
(さい た ま 市 大 宮 区 ) 048-640-3111 丸 革 ラゾーナ 川崎 店 (神戸 市 中 央 区 ) 078-392-1001 
(川崎 市 幸 区 ) 044-520-1869 
千葉 県 一 ACADEMIA 港 北 店 鳥取 県 
丸 療 津田 沼 店 (横浜 市 都筑 区 ) 045-914-3320 の ブッ ク ヤ ー ド チャ プター ス 2 
(習志野 市 ) 047-470-8313 (米子 市 ) 0859-33-0222 
富山 県 
東京 都 BOOKS な か だ 本 店 島 県 
三省 堂 書店 神田 本 店 (富山 市 ) 076-492-1192 ジュ ンク 堂 書 店 広島 駅 前 店 書店 名 の 頭 に つい た 記号 は 以下 の 通り で す 。 
(千代 田 区 ) 03-3233-3312 (広島 市 南 区 ) 082-568-3000 無印 『 新 建築 』『 新 建築 住宅 特集 」『JA』 
南洋 堂 書店 京都 府 @⑯ フ タ / MEGA 祇 園 中 筋 店 〇  『 新 建築 」『 新 填 築 住宅 特集 』 の み 
(千代 田 区 ) 03-3291-1338 丸 基 計 都 本 店 (広島 市 安佐 南 区 ) 082-830-0600 @ 「『 新 建築 」『JA』 の み 
丸 薔 丸の内 本 店 (京都 市 中 京 区 ) 075-253-1599 フタ バ 図書 TERA 広 島 府中 店 口 、『 新 建築 住宅 特集 」『JA』 の み 
(千代 田 区 ) 03-5288-8881 (安芸 郡 ) 082-561-0770 男 『 新 建築 I の み 
八重 洲 ブ ッ ク セ ンタ ー 人 人 『 新 建築 住宅 特集 』 の み 
(中 央 区 ) 03-3281-8203 AA のみ 
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清里 の グラ スハ ウス 
掲載 : 8-17 真 


山口 エ 務 店 

代表 山口 利 秋 

今回 の 現場 監督 清水 道 浩 

規模 17 名 

所 在 地 山梨 県 北村 市 須玉 町 江草 2608 
電話 番号 0551-42-2046 
http:/www.yamaguchi-k.co.jp 
COMMENT 

施工 特注 ガス ケッ ト に よる 全面 トッ プラ イト 
と いう 難し い 工事 内 容 で し た が 、 設 計 者 の 意図 
を 波 み 取 り 、 難 し い 納まり に も 積極 的 に 取り 組 
ん で いた だ きま し た 。OM ソ ー ラ ー と 自然 素材 を 
組み 合わ せ た パ ッ シ プ 住宅 を 得意 と し て いま す 。 
工期 厳し い 状況 の 中 、 地 元 で の 強力 な ネッ 
トワ ー ク を 活か し 、 最 大 限 の 努力 を し て いた だ 


きま し た 。 
コス ト 施工 手順 や 使用 材料 の 工夫 に より 、 
減額 調整 に も 丁寧 に 対応 し て いた だ きま し た 。 
(末光 弘和 ) 

方 眼 の 間 

掲載 : 1827 真 
山下 建設 
代表 山下 辰 信 
今回 の 現場 監督 山下 裕 大 
規模 17 名 


所 在 地 山口 県 下関 市 栓 野 町 3-19-15 

電話 番号 083-235-6633 
http:/yamashita-kensetsu.comindex.html 
最近 施工 し た 掲載 作品 

「 安 閑居 高木 正三 郎 (本 誌 1703) 

「 も じ の ど ま 」 古森 弘一 (本 誌 1703) 

COMMENT 

施工 一 緒 に 仕事 を する の が 11 件 目 と な る 本 
計画 で は 細か な 納まり に つい て も 確認 し て いた 
だ き 、 仕 上 げ で 隠れ て し まう と ころ も 丁寧 に つ 
くっ て いた だ いた 。 施工 を 始め る に あたり 山下 
建設 菊川 工場 に て 原寸 の モッ クア ッ プ を 製作 し 
て いた だ き 、 構 造 か ら 仕上 げ 、 照 明 まで を 建 主 
と 共に 初期 の 段階 か ら 確認 する こと が で きた 。 
伝統 技術 を 継承 し つつ 、 新 し い 技術 も 積極 的 
に 取り 入れ る 姿勢 が ある か ら こそ 私 た ち も 新 し 
いこ と に チャ レン ジ で き て いる 。 

工期 柔軟 に 対応 し て いた だ き 工 期 を 遵守 し 
て いた だ きま し た 。 

コス ト 決し て 安く は あり ませ ん が 、 今 後 も 長 
く 住む 住宅 に お いて 今回 同様 丁寧 な 仕事 を 提 
供し て いく た め に は 適正 な 価格 だ と 思っ て い 


ます 。 ( 吉 森 弘一) 
ド 城 の 家 

掲載 : 2835 頁 
atelier NUK 
代表 ・ 今 回 の 現場 監督 佐々 木 幸 史 郎 
規模 1 名 


所 在 地 岩手 県 上 閉 伊都 大 槍 町 字 吉 
1-2-2 

電話 番号 080-5463-6216 
COMMENT 

施工 丁寧 で と て も 信頼 で き 、 工 事 中 も 共 
に 考え な が ら 進 め る こと が で きま し た 。 

工期 遠隔 地 の 施 工 に も 関わ ら ず よ く 調整 し 
て いた だ け ま し た 。 

その 他 大学 か ら の 友人 で 、 工 事 の 初め か 
ら 一 緒 に 検討 進め な が ら つ くり 上 げ ら れ て よ 
か っ た で す 。 ( 五 十 貼 敏 共 ) 


長 床 の 家 

掲載 : 36.41 真 
Life style 工 房 
代表 安齋 好 太 朗 
今回 の 現場 監督 古関 秀章 
規模 8 名 
所 在 地 福島 県 二本松 市 油井 字 松 葉山 6 
電話 番号 0243-22-1298 
http:/www.lifestylekoubou.com 
最近 施工 し た 掲載 作品 
「 堂 前 の 家 」 安 齋 好 太郎 (本 誌 1806) 
「 渡 り の 家 安 交 好 太郎 (本 誌 1802) 
Botanical House」 安 克 好 太郎 (本 誌 1708) 


殴 野 の 家 
掲載 : 42-49 頁 
リバ ティ 
代表 ・ 今 回 の 現場 監督 辻 康宏 
規模 1 名 


所 在 地 三重 県 四日市 市 野田 2-13-21 

電話 番号 090-7614-2887 

COMMENT 

施工 三重 で の 仕事 は すべ て 施工 し て いた だ 
いて お り 、 今 回 で 3 件 目 に な り ます 。 辻 さん に 
は 設計 の 意図 を よく 流 ん で いた だ き 、 そ の うえ 
で ご 自身 納得 の いく 仕上 が り を 目指 し て 誠実 に 
仕事 を 進め て いた だ きま し た 。 お 互い が 尊重 し 
あえ る 楽し い 現場 で し た 。 ま た 三重 方 面 で の 仕 
事 が あれ ば ぜひ お 願い し た いと 思っ て いま す 。 
工期 木工 事 は 、 棟 梁 の 山中 さん お ひと り 
で 手間 を 惜しま ず に 仕上 げ ら れ ま す 。 存 分 に お 
力 を 発揮 し て いた だ ける よう 工期 に は ゆとり を 
も た せ て いま す 。 

コス ト 適正 な 価格 で 、 丁 寧 に 質 の よい 仕 
事 を され ます 。 (出口 佳子 杉下 均 建築 工房) 


松山 の 住宅 
掲載 : 5057 頁 


世良 建設 

代表 世良 建 二 

今回 の 現場 監督 世良 正人 

規模 8 名 

所 在 地 愛媛 県 今治 市 宮 ヶ 崎 甲 882-34 

電話 番号 0898-48-0274 

COMMENT 

施工 非常 に 優秀 で す 。 

工期 遅れ も な く 工 程 表通り に 工事 進行 し ま 
し た 。 

コス ト 適正 価格 で す 。 

その 他 監督 が 填 築 へ の 取り 組み に 非常 に 
熱心 な 方 で 、 安 心して 任せ る こと が で きま し た 。 


(松本 徐 ) 
町 家 倶 楽 部 
掲載 : 5865 頁 
創建 
代表 有 村 忠一 
今回 の 現場 監督 長野 貴子 
規模 13 名 


所 在 地 鹿児島 県 始 良 市 西 鮮 田 2821-3 

電話 番号 0995-65-8000 
http:/wwwrsohken84.com 

COMMENT 

施工 自社 物件 の た め 設計 側 と 現場 側 で 腹 
蔵 な く 意見 を 交わ し な が ら 施 工 を 進め た 。 
2010 年 以来 「 現 代 町 家 」 を 共同 で 実施 し て いる 
た め 気 心 が 知 れ て お り 、 鹿 児島 県 内 の 仕事 は す 
べ て 共に し て いる 。 ( 趙 海光 ) 


CONSTRUCTION 
施工 会 社 & 現場 監督 紹介 


シラ ス 洞 究 の 家 
掲載 : 66-73 頁 
西山 工務 店 
代表 ・ 今 回 の 現場 監督 西山 秀樹 
規模 6 名 


所 在 地 宮崎 県 都城 市 菓子 野 町 11065-1 
電話 番号 0986-45-4090 
http:/wwwnishiyamahome.com 
COMMENT 

施工 西山 社長 自ら 担当 され 、 難 し い 要求 
に も 的 確 な 解決 法 を 探り 粘り 強く 施工 し て くだ 
さい まし た 。 

工期 厳し い 工期 で し た が よく 対応 し て いた 
だ きま し た 。 

コス ト  VE 案 も し っ か り 考え て いた だ き 、 適 
正 な 価格 に 納め て いた だ いた 。 (石沢 英之 ) 


守山 の 地表 と 住処 
掲載 : 74.81 真 


箱 屋 

代表 松本 繁雄 
今回 の 現場 監督 
規模 3 名 

所 在 地 愛知 県 春日 井 市 気 中 町 北 1.32 

電話 番号 0568-58-2263 
http:/www.hacoya.net 

最近 施工 し た 作品 

「 ハ マグ リ さ ん 家 服 部 信康 (本 誌 1804) 

「haco (2+1)」 服 部 信康 (本 誌 1710) 
「dog salon GRUM」 畠中 啓祐 (本 誌 1710) 
COMMENT 

設計 段階 か ら 検討 し 続け て いた 部 分 の 可能 性 を 、 
一 緒 に 時 間 を か け 検討 し 、 つ くり 上 げ て いた だ 
きま し た 。 挑戦 する 気持 ちや より よく する 気持 ち 
を 社長 、 ス タッ フ そ れ ぞ れ が 皆 も っ て いて 、 頼 も 
し い 工 務 店 で す 。 ま た 、 業 者 の チー ム ワ ー ク が 
素晴らし く 、 今 回 で 引退 され る 今井 板金 さん は 
じ め 多 く の 方 が 前 向き に 取り 組ん で いま す 。 


金子 拓 麻 


(倉橋 友 行 ) 
船橋 梨園 の 家 
掲載 : 82-89 頁 
みく に 建築 
代表 麻 野 那智 子 


今回 の 現場 監督 中 村 真 也 加藤 大 介 

規模 8 名 

所 在 地 千葉 県 船橋 市 芝山 1-36-6 

電話 番号 047-465-7131 
htp:/www.mikunikenchiku.com 

最近 施工 し た 作品 

「 台 町 の 家 」 (本 誌 0306) 

COMMENT 

コン クリ ー ト と 木 と の 混 構 造 で 、 難 し い 現 場 だ っ 
た の に も 関わ ら ず 、 精度 の よい 仕事 を し て いた だ 
きま し た 。 建 方 に て 、 プ レ カ ッ ト の 仕 口 が 現場 打 
ち 込 み の 金物 と な か な か 合わ ず 、 何 度 も 加工 し 
な が ら 合 わせ て いた の を 今 で も よく 覚え て いま す 。 
職人 の 方 も 皆さん 和気あいあい と し て お り 、 通 う 
の が 楽し い 現場 で し た 。 (渡邊 裕香 ) 


日 光 の 家 
掲載 : 90-97 頁 
カク ニシ ビル ダー 
代表 西村 陽一 
今回 の 現場 監督 林 晴 矢 
規模 38 名 
所 在 地 栃木 県 鹿沼 市 上 野 町 281-4 
電話 番号 0289-63-6111 
http:/www.kakunishi.cojp 


COMMENT 


施工 旭 築 家 の 仕事 に 対す る 深い 理解 の も 
と 、 丁 寧 か つ 誠実 な 対応 を し て いた だ け ま し た 。 
また 大 工 棟梁 の 善 林 氏 の 高 精 度 な 仕事 が 印象 
的 で し た 。 現場 担当 の 林 氏 の ほか に 代表 の 西 
村 氏 、 見 積 り 担当 の 高山 氏 、 営 業 担当 の 鈴木 
氏 ら が 定期 的 に 現場 に 顔 を 出し て 下さ っ た こと 
で 、 建 主 ・ 設 計 者 と も 安心 感 を も て まし た 。 
工期 建 主 の 希望 を 考慮 し た 、 き っ ちり と し 
た 工程 管理 を し て いた だ け ま し た 。 

コス ト 限ら れ た 予算 の 中 で 最大 限 の 努力 を し 
て くだ さり 、 細 か な 減額 調整 や 追加 工事 に つい 
て も 丁重 な 対応 を し て いた だ きま し た 。 


( 栃 内 秋彦 ) 
寄 棟 の 舎 
掲載 : 98-105 頁 
相 宮 工務 店 
代表 相 宮 貞雄 
今回 の 現場 監督 前 田 公男 
規模 16 名 


所 在 地 岐阜 市 本 町 2-17 

電話 番号 058-262-5505 

COMMENT 

施工 難し い ト ッ プ ライ ト や 軒 な どの 約 まり を 
監督 の 前 田 さん が 提案 し て 綺麗 に 施工 し て いた 
だ いた 、 と て も 優秀 な 工務 店 で し た 。 

コス ト 造成 工事 や 施工 方 法 の 提案 に より 、 コ 
スト 調整 が うま くい きま し た 。 本 当 に 提案 力 の 
ある 監督 さん で す 。 (服部 信康 ) 


大 津 の 儲 


- 掲 載 : 106-111 真 
ダイ コー ホー ム 
代表 辻川 罰 雄 
今回 の 現場 監督 伊勢 村 挫 一 
規模 12 名 
所 在 地 滋賀 県 大 津 市 唐崎 一 丁目 16-21 
電話 番号 077-577-2755 
http:/daikohome.jp 
COMMENT 
施工 監督 さん を は じ め 、 若 い 方 の 多い 現 
場 で 丁寧 に 精度 の 高い 仕事 を し て いた だ きま し 
た 。 こ ちら の 要望 に 対し て 柔軟 か つ 好 人 奇 心 を 


も っ て 取り 組ん で いた だ け ま し た 。  ( 牧 祐子 ) 
防府 の 家 

掲載 : 112-119 頁 
銘 建 
代表 青木 隆行 


今回 の 現場 監督 新宅 勝三 古谷 栄 基 

施工 図 担当 新宅 勝三 佐藤 圭輔 

規模 44 名 

所 在 地 山口 県 防府 市 佐波 1-9.5 

電話 番号 0835-23-8500 

https:/www.meikenjp 

COMMENT 

施工 すべ て の 社員 の 方 が た が この 住宅 の た 

め に 頑張 っ て くれ る 素晴らし い 工務 店 で す 。 精 

度 の 求め られ る 納まり は 、 多 く の 施 工 図 を 描き 、 

現場 で 設計 コン セプト を 職人 さん に 説明 し 続け 

て くれ た 新宅 監督 が いた か ら こ その 空間 で す 。 

何 度 も 困難 を 救っ て くれ た 設計 の 佐藤 さん や 現 

場 管理 を 助け て くれ た 古谷 さん 、 そ し て すべ て 

を 許容 し て くれ た 応援 団長 の 青木 社長 、 誰 も が 

素晴らし い 人 た ち で し た 。 ど こ か ら 見 て も 美 し 

く 仕上 が っ て いる 建築 は 技術 と 人 間 美 の 双方 が 

あっ て で きる ん だ な と 思わ せ て くれ る 企業 で す 。 
( 甲 村 健一 ) 
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間 の 間 の 家 
掲載 : 120-127 真 


今回 の 現場 監督 大 村 祐 以 

規模 3 名 

所 在 地 春日 井 市 気 噴 町 北 1-32 

電話 番号 0568-58-2263 
http:/www.hacoya.neVindex.html 
最近 施工 し た 掲載 作品 

「 ハ マグ リ さ ん 家 」 服 部 信康 (本誌 1804) 
「haco(2+1+)」 服部 信康 (本 誌 1710) 

「dog salon GRUM」 澤 中 啓祐 (本誌 1710) 
COMMENT 

施工 首 屋 さん と ご 一 緒 で き て 素晴らし か っ 
た こと は 、 建 築 の 設計 趣旨 を 共有 し て 一 緒 に つ 
くり あげ て いけ た こと で す 。 関わ っ て くだ さっ た 
方 それ ぞ れ か ら 、 物 を つく る こと の 力 を 教え て 
いた だ いた と 思い ます 。 (高野 洋平 ) 


ARCH 
建築 家 プ ロフ ィ ー ル 


末光 弘和 (すえ みつ ・ ひ ろか ず ) 


毛 鹿 母 の 家 

掲載 : 128-133 頁 
ビビ ピピ 4 
代表 吉村 正信 
今回 の 現場 監督 
規模 7 名 
所 在 地 岐阜 県 中 津川 市 落合 336-1 
電話 番号 0573-69-4331 
http:/yoshikou.jp 
COMMENT 
施工 長い 付き 合い の 工務 店 で す 。 こ ちら の 
要望 や 納まり の 解釈 も 理解 し て くれ て いて 、 い 
つも 助かっ て いま す 。 お 互い こと を よく 知っ て い 
る だ け に 、 施 工 の 要求 レベ ル が 高く な る の で 、 
毎回 苦労 を か け て し まっ て いま す 。 
工期 リノ ベー ショ ン は 物体 が 現れ て か ら の 
変更 が 多く 、 設 計 変 更に より 結論 が 出る まで 時 
間 が か か っ た り 、 工 程 管 理 は 厳し か っ た と 思い 
ます 。 そ れ で も 納得 の いく も の を 提供 し よう と 
対応 し て くれ まし た 。 
コス ト コス ト 管 理 は 変更 が 多い ぶん 、 苦 労 
を か け ま し た が 、 変 更 見 積もり な ど 紳 士 的 な 対 
応 を し て くれ まし た 。 (浅井 裕 雄 ) 


吉村 真 


し 電 本 の 舞 認 っ 


末光 陽子 (すえ みつ ・ よ うこ ) 


竹林 の 家 
掲載 : 134-139 頁 
区 建築 工房 
表 ・ 今 回 の 現場 監督 撫養 潤一 
規模 5 名 


所 在 地 兵庫 県 加古 郡 稲美 町 印南 2529-1 
電話 番号 079-441-9474 
http:/wwwt93kk.com 

COMMENT 

施工 監督 と 棟 案 を 中 心 に 各 専門 業者 も 含 
め て チー ム ワ ー ク よく 現場 進め て いた だ きま し 
た 。 設 計 意 図 の 読み 取り も 的 確 で 、 や り と り も 
要領 を 押さ えて くだ さる の で 、 遠 方 の 現場 で し 
た が 安心 感 が あり まし た 。 

工期 手間 の か か る 木工 事 が 多く あり まし た 
が 、 頼 れる 棟梁 の 奮闘 と 社内 の 大 工 の 応援 で 
な ん と か 乗り 切っ て くだ さい まし た 。 

コス ト 概算 見 積もり か ら お 願い し まし た が 、 
当初 の 目 算 か ら 外れ る こと な く 頑 張っ て いた だ 
きま し た 。 

その 他 また 一 緒 に 仕事 を させ て も らい た い 、 
そう 思え る 工務 店 で す 。 (奥野 八 十 八 ) 


軒 築 家 情 報 
1. 今後 予定 し て いる プロ ジェ クト や 展覧 会 、 


鹿屋 の 家 
掲載 : 140-145 頁 


上 谷田 建設 

代表 上 谷田 浩 

今回 の 現場 監督 岩元 孝 

規模 12 名 

所 在 地 鹿児島 県 鹿屋 市 寿 2-14-35 

電話 番号 0994-43-0020 
https://kawaikennchiku.work 

COMMENT 

施工 現場 監督 が 真面目 で 優秀 な 方 で 、 図 
面 を 深く 理解 し た うえ で 、 工 事 を スム ー ズ に 進め 
て いた だ け ま し た 。 ま た 、 大 工 は じ め 職 人 と の 
連携 が よく 、 優 れ た 施工 体制 で し た 。 難 し い 要 
求 や 納まり に も 、 丁 寧 に 施工 し て いた だ け ま し た 。 
コス ト 基本 設計 の 段階 か ら 、 社 長 が 積極 的 
に 参加 し て いた だ き 、 ス ムー ズ に 進め る こと が で 
きま し た 。 難し い 内 容 に も 、 前 向き に 対応 し て 
いた だ き 、 大 変 感謝 し て お り ます 。 

その 他 私 に と っ て は 、 車 で 4 時 間 半 か か る 
遠方 の 現場 で し た が 、 対 応 ・ 連 携 が よく 、 楽 し 
く 安 心して 進め る こと が で きま し た 。 (吉武 研二 ) 


講演 会 な どの 情報 / 2. Facebook、Twitter の URL 


※1 の 作品 名 、 竣 工 時 期 、 展 覧 会 、 講 演 会 情報 は 本 誌 発売 時 点 で の 予定 と な り ま す 。 


(末光 弘和 ・ 上 ) 1976 年 愛媛 県 生ま れ / 1999 年 東京 大 学 建 築 学科 卒業 / 2001 年 東京 大 学 大 学院 修了 ノ 2001 一 06 年 伊東 豊雄 建築 設 計 事務 所 2007 年 一 SUEP / 
1 2009~ て 11 年 横浜 国立 大 学 大 学院 YGSA 設 計 助 手 / 2011 年 一 SUEP 代表 取締 役 / 現 在 、 東 京 理科 大 学 非常 勤 講師 
(末光 陽子 ・ 下 ) 1974 年 福岡 県 生ま れ / 1997 年 広島 大 学 工学 部 第 四 類 (建設 系 ) 卒業 / 1997 一 2003 年 佐藤 総合 計画 / 2003 年 一 SUEP / 2010 年 広島 大 学 非常 勤 講師 


ノ 2011 年 ご SUEP 代表 取締 役 / 2012 一 14 年 武蔵 野 大 学 非常 勤 講師 現在 、 


和 女 子 大 学 非常 動 講師 


2011 年 「 地 中 の 棲 処 」( 本 誌 1007) で 第 27 回 新建 築 賞 受賞 / 2011 年 交野 市 塩田 中 学校 改築 工事 プロ ポー ザル ・ 建 野市 社会 文化 体育 館 建設 工事 プロ ポー ザル に て 最 優秀 


建築 家 情報 


Work Collection』、『SUEPBOOK2 Design TI 


SUEP 東京 事務 所 


heory』(2015 年 、 田 園 城 市 ) 


1. 「 那 須 の 森 の 宿泊 施設 」 (栃木 県 那須 塩原 市 / 2019 年 5 月 ) 「 浅 草 の リ ノ ベ ーション 」 (東京 都 台東 区 / 2019 年 8 月 ) 
「 ミ ドリ ノ オ カ 学芸 大 学 」 (東京 都 世 田谷 区 / 2020 年 2 月 ) 


〒158-0082 東京 都 世田谷 区 等 々 力 2. 
info@suepjp 


http:/suepJjp 


質 受 賞 /「 向 日 居 」 (本 誌 1211) で 住ま い の 環境 デザ イン ・ ア ワー ド 2013 グ ラン プリ 受賞 /「2018 年 「 淡 路 島 の 住宅 」 (本 誌 1804) で グッ ド デ ザイ ン 質 グッ ド デ ザ イン 金賞 ( 経 
済 産業 大 臣 賞 ) 受賞 / 2018 年 「 清 里 の グラ スハ ウス 」( 本 誌 8 頁 ) で 平成 30 年 度 山梨 県 建築 文化 賞 受賞 / 著 書 に 、『 風 の か た ち 熱 の か た ち 建築 の か た ち 』(2015 年 、 新 
建築 社 ) 『SUEPBOOK1 


-16-3-301 tel.03-6411-6728 fax. 03-5707-6707 


( 肉 井 健一 ・ 


建築 家 情 報 


内 
A 


古森 弘一 (ふる も り ・ こ うい ち ) 
( 十 森 弘一 ・ 上 ) 1972 年 福岡 県 生ま れ / 1998 年 明治 大 学 理工 学研 究 科 博士 前 期 課程 修了 ノ 1998 一 2003 年 ブラ ックス テ ュ ー デ ィ オ / 2003 年 古森 弘一 建築 設計 事務 所 
設立 / 2010 年 九州 大 学 、 九 州 工業 大 学 非常 勤 講師 
( 橋 師 弘 平 ・ 中 ) 1977 年 福岡 県 生ま れ / 2002 年 明治 大 学 理工 学研 究 科 博士 前 期 課程 修了 アノ 2003 一 04 年 アー バン フォ ー ス / 2004 年 ~ 古森 弘一 建築 設計 事務 所 

下 ) 1987 年 福岡 県 生ま れ / 2012 年 北九州 市 立 大 学 大 学院 国際 環境 工学 研究 科 博 士 前 期 課程 修了 ノ 2012 一 14 年 上 海 万 谷 建 筑 設計 有限 公司 (中 国 / 上 海 ) 
グ 2014 年 古森 弘一 建築 設計 事務 所 


2014 年 「 九 州 工業 大 学 | 


橋 飼 弘 平 (は し さこ ・ 


こう へ い ) 


古森 弘一 建築 設計 事務 所 


五十嵐 敏 礁 (いがらし ・ と し ゆき ) 

1984 年 埼玉 県 生ま れ / 2006 年 も の つく り 大 学 建設 学科 卒業 / 2006 14 年 門 一 級 建築 士 事務 所 勤務 / 2014 年 STUDIO COCHI ARCHITECTS 設 立 

建築 家 情 報 

1.「 宜 野 湾 の 共同 住宅 」 (沖縄 県 家 野 湾 市 / 2019 年 3 月 ) 「 沖 縄 市 の 住宅 」 (沖縄 県 沖縄 市 / 2019 年 10 月 ) 「 山 下町 の 住宅 」 (沖縄 県 那覇 市 / 2020 年 1 月 ) 

2. Facebook : https/wwwfacebook.com/Studio-COCHLArchitects-596795327377043/2ref=settings 
Instagram : https:/wwwwinstagram comVstudiocochiarchitects/2hl=jg 


162 2o1903 


STUDIO COCHI ARCHITECTS 


穴 井 健一 (あな い ・ け ん いち ) 


」(『 新 建築 」1309) で 第 7 回 建築 九州 賞 一 般 建築 部 門 作品 賞 、 第 42 回 日 本 建築 士 会 連合 会 胡 励 貧 / 2015 年 総合 防災 航空 セン ター プロ ポー 
ザル 」 で くま も と アー ト ポ リ ス 佳 作 / 2015 年 「 福 岡 県 弁護 士 会 館 プ ロボ ポー ザル 」 で 最 優秀 賞 /「 無 量 光明 園 寺 納骨 堂 清 肖 殿 」(『 新 建築 』1410) で 2016 年 第 17 回 JIA 環 境 建 
築 賞 優秀 賞 、2018 年 第 16 回 環境 ・ 設 備 デ ザイ ン 賞 2017 建築 ・ 設 備 統合 デザ イン 部 門 最 優秀 党 


1.「 門 司 港 駅 レス トラ ン 」 (福岡 県 北九州 市 2019 年 3 月 ) 「 池 田 保育 園 」 (福岡 県 北九州 市 / 2019 年 9 月 ) 「 熊 本 県 観光 交流 施設 」( 熊 本 県 / 2019 年 12 月 ) 


〒802-0001 福岡 県 北九州 市 小倉 北 区 浅野 2-6-16 3F tel.093-967-0123 fax.093-967-0124 


infoarch@furumorinet 。 http:/furumori 


info@studiocochiarchitects.jp 


〒901-0611 沖縄 県 南城 市 玉城 字 富里 573-1 


neV 


tel. 098-917-6390 fax.098-917-6390 
https:/studiocochiarchitectsjp 


安 好 太郎 (あん ざい ・ こ うた ろう ) 

1977 年 福島 県 生ま れ / 1997 年 中 央 工学 校 卒業 / 1998 一 99 年 巧 建 社 動 務 / 2000 06 年 安斎 建設 工業 / 2006 年 一 ife style 工 房 設 立 / 2015 年 「 五 浦 の 家 」 (本誌 
1501) で 木 の 建築 賞 選考 委員 特別 賞 受賞 / 2016 年 「 へ の 家 」( 本 誌 1504) で 第 9 回 JIA 東 北 住宅 大 賞 2015 優 秀 賞 受賞 / 2017 年 「one year project」 (本 誌 1704) で JAPAN 
WOOD DESIGN AWARD 2015 ソ ー シ ャ ル デ ザ イン 部 門 入賞 / 2018 年 「 う つろ い の 家 」 で ふく し ま 住 宅 建築 覚 入賞 / 2018 年 春華 堂 POP UP STORE KANDA」 で JCD 
Design Award 2018 Best100 受 賞 / 2018 年 「 堂 前 の 家 」 (本誌 1806) で T1 グ ラン プリ 2017 グ ラン プリ 受賞 


建築 家 情報 

「 南 相馬 の 住宅 」 (福島 県 南 相 馬 市 / 2019 年 ) 「 豪 雪 地 域 の 農家 住宅 」 (福島 県 喜 多 方 市 / 2019 年 ) 「 千 意 子 の 家 」( 福 島 県 二本松 市 / 2019 年 ) 
"小名浜 の 家 」 (福島 県 いわ き 市 2019 年 ) 

ティ ン バ ライ ズ 1 グラ ンプ リ 受 賞 記念 セミ ナー に て 講演 予定 (2019 年 3 月 11 日 ) 


Life style 工 房 。〒969-1404 福島 県 二本松 市 油井 字 松 葉山 6 tel 0243-22-1298 fax.0243-22-6116 
info@adxjp 。 http:/wwwifestylekouboucom 


杉下 均 (すぎ し た ・ ひ と し ) 

1952 年 岐阜 県 生ま れ / 1975 年 建築 研究 所 」 共 同 設立 / 1978 年 杉下 均 建築 工房 設立 / 2013 年 「 か み の き の 家 」( 本 誌 1201) で 第 29 回 吉岡 賞 受賞 
Y 建築 家 情報 

1.「 西 尾 の 家 」 (愛知 県 西尾 市 / 2019 年 ) 稲沢 の 工房 と 住居 」 (愛知 県 稲沢 市 / 2019 年 ) 


杉下 均 建 築 工房  〒500-8368 岐阜 県 岐阜 市 宇佐 2-6-10 KTFLAT 201 tel.&fax. 058-274-7416 
info@sugishita-a.com http:/Wwwrsugishita-a.com 


松本 悠介 (まつ も と ・ ゆ うす け ) 

1977 年 愛媛 県 生ま れ / 2000 年 東京 理科 大 学 工学 部 建築 学科 卒業 / 2002 年 東京 理科 大 学 理 工学 研究 科 建 築 学 専 革 築 設計 学修 士 課程 修了 ノ 2003 年 中 央 アー キ 共 同 主 
宰 / 200709 年 横浜 国立 大 学 大 学院 建築 都 市 スク ー ル YGSA 設 計 助 手 プ 2011 一 12 年 東京 理科 大 学 理工 学部 建築 学科 非常 勤 講師 / 2014 年 松本 悠介 建築 設計 事務 所 
主宰 / 2005 年 SD レビ ュー 2005 入 選 / 2006 年 SD レビ ュー 2006 入 選 / 2009 年 JCD design award 2009 銀賞 受賞 / 主 な 著書 に 『 新 スケ ー プ 都市 の 異 風景 』(2007 年 、 
誠 文 堂 新光 社 ) 『7inch Project #02 CHUOARCHI』(2012 年 、 ニ ュー ハウ ス 出 版 ) 


松本 悠介 建築 設計 事務 所  〒167-0054 東京 都 杉並 区 松庵 3.40-9 永 谷 ビ ル 203 
ykmm0502@gmailcom 


趙 海光 (ちょ う ・ う み ひ こ ) 
1948 年 青森 県 生ま れ / 法 政 大 学 工学 部 建築 学科 卒業 / 著 者 に 「 現 代 町 家 」 と いう 方 法 」(2018 年 、 旭 筑 資 料 研究 社 ) 


建築 家 情報 
1.「 町 か ど プ ロジ ェクト 」 (愛知 県 犬山 市 / 2019 年 4 月 ) 


ぶら ん ・ に じゅ うい ち 〒112-0061 東京 都 品川 区 小山 台 1-11-12 ホワ イト ノイ ズ 202 tel.03-6303-0165 
umihiko@sf6.so-netne.jp http:/Www003.upp.so-netne.jp/umihjiko 


ズ / 2007 年 一 現在 、 小 泉 ア トリ エ / 2014 年 一 東京 工業 大 学 大 学院 博士 課程 在籍 / 2009 年 「ENEOS 創 エネ ハウ ス 」 で グッ ド デ ザ イン 賞 
(三原 悠子 ・ 下 ) 1983 年 大 阪 府 生ま れ / 2005 年 東京 理科 大 学 理工 学部 建築 学科 卒業 / 2007 年 同 大 学 理工 学研 究 科 修士 課程 修了 2007 一 2017 年 佐藤 淳 構造 設計 事務 
所 / 2017 年 一 三原 悠子 構造 設計 事務 所 


2018 年 「 シ ラス 洞窟 の 家 」( 本 誌 66 真 ) で 建築 九州 賞 (作品 賞 ) 佳作 


日 建設 計  〒1028117 東 京都 千代 田 区 央 田橋 2-183 
ishizawa.hideyuki@nikkenjp 


石沢 英之 (いし ざわ ・ ひ で ゆき ) 唐木 研 介 (と うき ・ け ん すけ ) 三原 悠子 (みはら ・ ゆ うこ 

(石沢 英之 ・ 上 ) 1982 年 宮崎 県 生ま れ / 2005 年 東京 理科 大 学 理工 学部 建築 学科 卒業 / 2009 年 慶応 義塾 大 学 政策 ・ メ ディ ア 研究 科 修了 現在 、 日 建設 計 設 計 部 所 属 / 
2007 年 第 14 回 空間 デザ イン コン ペティ ショ ン 銀 賞 / 2007、2008 年 経済 産 業 省 資源 エネ ルギー 庁 主催 口 ・ ハ ウス 設計 コン ペティ ショ ン , 優 秀 賞 

(唐木 研 介 ・ 中 ) 1981 年 広島 県 生ま れ / 2005 年 東京 理科 大 学 理工 学部 建築 学科 卒業 / 2005 年 東京 大 学 工学 部 社会 基盤 工学 科 景 観 研究 室 研究 生 を 経て ワー ク ヴィ ジョ ン 


三原 偽 子 構造 設計 事務 所 mihara@mykojp 


倉橋 友 行 (くら は し ・ と も ゆき ) 
1977 年 愛知 県 生ま れ / 2001 年 名 城 大 学 理工 学部 建築 学科 卒業 / 2001 一 06 年 渡邊 博史 建築 
る 地層 」 (本 誌 1608) で すま いる 愛知 住宅 賞 知事 賞 受賞 、 中 部 建築 賞 入党 受賞 


計 室 勤務 2008 年 倉橋 友 行 建築 設計 室 設立 / 2015 年 「 潜 る 地層 ・ 上 


建築 家 情 報 
1.「INH HOUSE」 (愛知 県 西尾 市 / 2019 年 秋 ) 「FTU HOUSE」 (愛知 県 豊田 市 / 2019 年 冬 ) 


倉橋 友 行 建築 設計 室 。 444-0035 愛知 県 岡崎 市 菅生 町 深沢 21-1 シ ャ ン ボ ー ル 岡崎 504 tel 090-6586-1709 
yukitmo@hotmailcojp 。 http/tkado.com https:/tkado.exblogjp 
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井上 洋介 (いのうえ ・ よ うす け ) 
1966 年 東京 都 生 まれ / 1991 年 京都 大 学 工学 部 建築 学科 卒業 / 1991 - 2000 年 坂倉 建築 研究 所 2000 年 井上 洋介 建築 研究 所 設立 / 2004 年 「 富 士 の 住宅 」 静岡 県 建設 
業 協会 優秀 賞 / 2010 年 「 諏 訪 の 住宅 」 日 本 建築 家 協 会 優秀 寺 築 選 / 2012 年 代田 の 住宅 」 日 本 建築 学会 作品 選集 / 2014 年 「| Building」 日 本 建築 家 協会 優秀 建築 選 受 党 


建築 家 情報 
2. Facebook : https:/www facebook.com/yosukeinoue.architect 


井上 洋介 建築 研究 所 。 〒165-0022 東京 都 中 野 区 江古田 2-20-53F tel.03-5913-3525 fax.03-5913-3526 
usun@golcom http/www.yosukeinoue.com 


栃 内 秋彦 (と ちな い ・ あ き ひ こ ) 佐藤 季 代 (さと う ・ き よ ) 

( 栃 内 秋彦 ・ 上 ) 1980 年 神奈 川 県 生ま れ / 2004 年 芝浦 工業 大 学 工学 部 建築 学科 卒業 / 2006 年 同 大 学 大 学院 修士 課程 修了 ノ 2006 2017 年 難波 和彦 + 界 工作 舎 勤務 ノ 
2017 年 一 級 建 築 士 事務 所 TAKiBI 共 同 設立 

(佐藤 季 代 ・ 下 ) 1981 年 福岡 県 生ま れ / 2004 年 九州 芸術 工科 大 学 ( 現 九州 大 学 ) 芸術 工学 部 環境 設計 学科 卒業 / 2006 年 九州 大 学 大 学院 芸術 工学 専攻 修士 課程 修了 ノ 
2006 10 年 商店 建築 社 勤 務 2017 年 一 級 建築 士 事務 所 TAKiBI 共 同 設立 


2016 年 「 和 田 興 産 住宅 建築 設計 アワ ー ド 」 最 優秀 賞 (共同 設計 ) ノ 2018 年 日光 の 家 」( 本 誌 90 真 ) で "日 本 エコ ハウ ス 大 賞 2018」 奨励 賞 、「 住 まい の 環境 デザ イン ・ ア ワー 
ド 2019」 優 秀 賞 受賞 / 著 書 に 『 建 築 家 の 読書 術 」 (共著 、2015 年 、 み すず 書房) 


ヤ 建築 家 情 報 

1.「 方 丈 楼 再 設計 プロ ジェ クト 」 (共同 設計 、 中 国 / 2019 年 ) 「 辻 堂 の 古 民家 リノ ベー ショ ン 」 (神奈 川 県 プ 2019 年 ) 
住ま い の 環境 デザ イン ・ ア ワー ド 2019 受賞 作品 展 (新宿 バー クタ ワー 6F バ ー ク サイ ドス クエ アノ 2 月 26 日 まで ) に て 「 日 光 の 家出 展 中 

2. Instagram : https:/wwwiinstagram.com/satokiyo_takibi 


TAKiBI 東京 オフ ィ ス 〒166.0013 東 京都 杉並 区 堀ノ内 3-49-5-404 tel.03-6325-9391 
福岡 オフ ィ ス 〒815.0032 福 岡 県 福岡 市 南 区 塩原 3-6-8-502 
jnfo@takibrarchi.com https:/takibrarchi.com 


服部 信康 (はっとり ・ の ぷ や す ) 

1964 年 愛知 県 生ま れ / 1984 年 東海 工業 専門 学校 卒業 後 、 名 巧 工芸 / 1987 一 89 年 スペ ー ス / 198992 年 総合 デザ イン 1992 一 95 年 R&S 設 計 工房 / 1995 年 服部 
信康 建築 設計 事務 所 設立 / 2003 年 「 長 浦 の 家 」 で INAX デ ザイ ンコ ン テ ス ト 銀 賞 受賞 / 2004 年 「 長 浦 の 家 」 で AWDA 2004 Award 受賞 / 2003 年 、2005 年 、2008 年 、 
2009 年 、2010 年 、2016 年 中 部 建築 賞 受賞 / 2015 年 「 み ん な の 家 づ くり 」( 本 誌 1605) で JIA 東 海 住宅 建築 賞 優秀 賞 受賞 / 2018 年 「 ハ マグ リ さ ん 家 」( 本 誌 1804) で 
JIA 東 海 住宅 建築 近 奨励 賞 受賞 / 著 害 に 『 日 本 の 住宅 を デザ イン する 方 法 建築 家 が 語る 「 和 」 の 極意 』( 共 著 、2014 年 、 エ クス ナレ ッ ジ ) 

建築 家 情報 

1.「 松 浦 邸 」( 愛 知 県 稲沢 市 / 2019 年 ) 「 杉 浦 邸 」( 愛 知 県 新城 市 / 2020 年 ) 


服部 信康 建築 設計 事務 所 。 〒480-0202 愛知 県 西春 日 井 郡 豊山 町 豊 場 下戸 40-1 サ キ ピ ル 2F tel.&fax.0568-28-1408 
hattor-1122@ouchiin https2/ourchiin 人 wa 


牧 祐子 (まき ・ ゆ うこ 

1983 年 新潟 県 生ま れ / 2006 年 東京 理科 大 学 理工 学部 建築 学科 卒業 / 2008 年 ヘル シン キ 工科 大 学 建築 学科 General Study Program (フィ ン ラ ンド ) 卒業 

2010 年 コン スト ファ ッ ク 工 芸 芸術 デザ イン 大 学 大 学院 (スウ ェ ー デ ン ) 修了 ノ 2010 て 15 年 Elding Oscarson (スウ ェ ー デ ン ) 勤務 2015 年 STUDIO YUKO MAKI 設 立 ノ 
2016 年 |CS カ レッ ジオ プア ー ツ 非常 動 講師 / 2010 年 Muuto Talent Award 3rd prize 受 党 


STUDIO YUKO MAKI  〒179-0074 東京 都 練馬 区 春日 町 6-10-12 
Yuko@studioyukomaki.com http:/studioyukomakicom 


けん いち ) 

1969 年 愛知 県 生ま れ / 1992 年 名 古屋 工業 大 学卒 業 / 1992 99 年 清水 建設 設計 本 部 / 1999 年 KEN 一 級 填 築 士 事務 所 設立 / 2015 18 年 名 古屋 工業 大 学 客員 教授 
グ 2007 年 「 森 泉山 麓 の 家 」( 本 誌 0710) で INAX デ ザイ ンコ ン テ ス ト 入 賞 、 中 部 建築 賞 受賞 / 2007 年 「 中 延 の 集合 住宅 」(「 新 建築 」0702) で グッ ド デ ザ イン 賞 受賞 、 
2009 年 「 鎌 倉山 の 家 」 (本誌 1005) で ダン トー デザ イン コン テス ト 大 賞 、 ト ステ ム 設計 コン テス ト 金 賞 / 2010 年 「 白 金 の 家 」( 本 誌 1106) で TDY コ ン テ ス ト 自 由 テー マ 部 門 
最 優秀 党 、 第 17| 比 成 シコ ク 大 賞 、 木 質 建 築 空間 デザ イン コン テス ト 受 賞 / 2015 年 平塚 の 家 」( 本 誌 1404) で も の つく り 大 学 設計 競技 最 優 秀 賞 / 2016 年 「 緑 道 の 
ある 家 」 (本誌 1610) で 神奈 川 県 建築 コン クー ル 優 秀 賞 / 2017 年 「 百 合 丘 の 家 」( 本 誌 1703) で 木材 活用 コン クー ル 和 の 文化 賞 


建築 家 情報 
1.「 四 ツ 木 の 家 」( 東 京都 葛飾 区 // 2019 年 )「 駒 沢 の 家 」( 東 京都 世田谷 区 2019 年 ) 「 熱 海 の 家 」 (静岡 県 熱海 市 / 2020 年 ) 


KEN 一 級 建築 士 事務 所  〒222-0033 神奈 川 県 横浜 市 港北 区 新横浜 2-2-8 新横浜 ナラ ビル 1F tel.045-474-2000 fax.045-474-2100 
kohmura@kenrarchitects.com http:/www.kenrarchitects.com 


高野 洋平 (た か の ・ よ う へ い ) 森田 祥子 (もりた ・ さ ちこ ) 

(高野 洋平 ・ 上 ) 1979 年 愛知 県 生ま れ / 2003 年 千葉 大 学 大 学院 修了 アノ 2003 2013 年 佐藤 総合 計画 2013 一 年 MARU。architecture 共 同 主 宰 / 2013 16 年 千葉 大 
学 大 学院 工学 研究 科 博 士 後期 課程 / 2017 年 関東 学院 大 学 非常 勤 講師 / 2017 年 一 芝浦 工業 大 学 非常 勤 講師 著書 に 『 触 発する 図書 館 一 空間 が 想像 力 を 育て る 一 』( 共 
著 、2010 年 、 青 己 社 ) 

(森田 祥子 ・ 下 ) 1982 年 茨城 県 生ま れ / 2008 年 早稲 田 大 学 大 学院 修了 イノ 2010 一 13 年 NASCA / 2010 一 年 MARU。architecture 設 立 プ 2011 一 14 年 東京 大 学 大 学院 
特 任 研究 員 / 2013 年 - MARU。 architecture 共 同 主 宰 / 2018 年 昭和 女子 大 学 非常 勤 講師 


2015 年 土佐 市 複合 文化 施設 設計 者 選定 プロ ポー ザル 最 優秀 賞 / 2017 年 松原 市 新 図書 館 設計 ・ 施 工 者 選定 プロ ポー ザル 最 優秀 賞 /「 間 の 間 の 家 」( 本 誌 120 真 ) で 2017 
年 日 本 建築 家 協 会 優秀 建築 選 2017、 2018 年 第 29 回 すま いる 愛知 住宅 賞 住宅 金融 支援 機構 東海 支店 長 賞 / 2017 年 「 二 重 窓 の 集合 住宅 」 で グッ ド デ ザ イン 賞 2017 / 2017 年 
「Around the Corner Grain」(『 新 建築 』1602) で 東京 都 建築 士 会 住宅 建築 賞 2017 入 賞 / 2018 年 「 海 の コテ ー ジ 」 で JIA 第 3 回 四国 建築 賞 優秀 賞 


(宮崎 県 都城 市 / 2019 年 3 月 ) 「 名 古屋 の 住宅 」 (愛知 県 名 古屋 市 2019 年 4 月 )「 組 戸 の 集合 住宅 」 (東京 都 江東 区 / 2019 年 5 月 ) 
「 士 佐 市 複合 文化 施設 」 (高知 県 土佐 市 / 2019 年 9 月 ) 「 池 尻 の 集合 住宅 」( 東 京都 世田谷 区 2019 年 10 月 ) 「 松 原市 新 図書 館 」( 大 阪 府 松原 市 / 2019 年 1 月) 


MARU。architecture  〒110-0002 東 京都 台東 区 上 野 桜木 1.4.5 tel.03-5246-4284 fax.03-5246-4285 
contact@maruarchi.com http:/maruarchi.com 
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浅井 裕 雄 (あさ い ・ ひ ろ お ) 吉田 澄 代 (よし だ ・ す みよ ) 

(浅井 裕 駿 ・ 上 ) 1964 年 愛知 県 生ま れ / 1989 年 中 部 大 学 大 学院 建設 工学 科 卒業 / 1997 年 国分 設計 を 経て 容 建 築 計画 を 設立 現在 、 愛 知 産業 大 学 通信 教育 非常 勤 講師 、 
中 部 大 学 非常 勤 講師 

(吉田 澄 代 ・ 下 ) 1983 年 静岡 県 生ま れ / 2005 年 名 古屋 市 立 大 学芸 術 工学 部 生活 環境 デザ イン 学科 卒業 2005 年 裕 寺 築 計画 入社 // 2016 年 「 今 池 の 家 」 で 第 28 回 すま いる 
愛知 住宅 賞 / 2017 年 「 減 築 の 家 」 第 5 回 IA 東海 住宅 建築 賞 奨励 賞 


「 工 場 か ら 家 」 で 2013 年 第 25 回 すま いる 愛知 住宅 賞 、 名 古屋 市 長 賞 、 第 21 回 愛知 まち な み 建 築 賞 、LIXIL デ ザイ ンコ ン テ ス ト 2013 銅 覚 /「 工 場 に 家 」 で 2017 年 第 49 回 中 
部 建築 賞 、 住 まい の 環境 デザ イン ・ ア ワー ド 2018 / 2018 年 「 毛 塵 母 の 家 」 (本誌 128 頁 ) で 第 6 回 JIA 東 海 住宅 建築 賞 大 賞 


Y 建築 家 情報 
1.「 大 野 町 の 家 」( 愛 知 県 常滑 市 / 2019 年 4 月 ) 


挫 建 築 計画  〒464-0804 愛知 県 名 古屋 市 千種 区 東山 元町 2-43-101 


https:/wwwhello-uu.com 


tl.052-788-7744 fax. 052-788-7761 


奥野 八 十 八 (お く の ・ や そ は ち ) 
1980 年 京都 府 生 まれ / 2002 年 京都 工芸 織 維 大 学 造形 工学 科 卒業 / 2004 年 同 大 学院 修了 2004 10 年 吉村 第 一 建築 環境 研究 所 / 2010 年 アト リエ ・ ブ プリ コラ ー ジ ュ 
設立 / 2014 年 京都 女子 大 学 非常 勤 講師 / 2009 年 紀州 材 の 家 設計 コン ペティ ショ ン 優秀 賞 受賞 / 2014 年 「 花 園 の 家 」 で 第 31 回 住ま い の リ フォ ー ム コン クー ル 優秀 党 受賞 


建築 家 情 報 


る 
A 
ck 


アト リエ ・ ブ リコ ラー ジュ 


1.「 吉 田 の 家 」 (京都 府 京都 市 / 2019 年 ) 「 頂 木町 通り の 家 」 (京都 府 京都 市 / 2019 年 ) 
2. Facebook : https:/www.facebook.comWasohachi.okuno 


info@atelierbricolagernet 


内 藤 廣 (な いと う ・ ひ ろ し ) 

1950 年 神奈 川 県 生ま れ / 1974 年 早稲 田 大 
学 理工 学部 填 築 学科 卒業 / 1976 年 同 大 学 大 
学院 ( 吉 阪 障 正 研究 室 ) 修士 課程 修 アノ 1976 
78 年 フェ ルナ ンド ・ イ ゲー ラス 建築 設計 事 
務 所 / 197981 年 菊 竹 清 訓 建築 設 計 事務 
所 / 1981 年 内 藤 謀 建築 設計 事務 所 設立 / 
2001 て 02 年 東京 大 学 大 学院 工学 系 研究 科 社 
会 基盤 学 助教 授 / 2003 一 11 年 同 大 学 大 学 
院 教授 / 2011 年 一 同 大 学名 誉 教 授 


吉武 研二 (よし た け ・ け ん じ ) 


1972 年 福岡 県 生ま れ / 1995 年 福岡 大 学 工学 部 建築 学科 卒業 / 2005 年 ヨシ タケ ケン 


馬場 正 王 (ば ば ・ ま さ た か ) 

1968 年 佐賀 県 生ま れ / 1994 年 早稲 田 大 学 大 
学院 建築 学科 修了 、 博 報 堂 入社 1998 年 早 
稲田 大 学 博士 課程 雑誌 『A』 編集 長 / 2003 
年 設計 事務 所 OpenA 設 立 、「 東 京 F 不 動産 
運営 / 2008 年 一 東北 芸術 工科 大 学 准 教授 / 
現在 、 東 北 芸術 工科 大 学 教授 


高橋 一 平 ( た か は し ・ い っ ぺい ) 

1977 年 東京 都 出身 / 2000 年 東北 大 学卒 業 
/ 2002 年 横浜 国立 大 学 大 学院 修了 ノ 2002 
て 09 年 西沢 立 衛 建築 設計 事務 所 勤務 / 2010 
年 高橋 一 平 建 築 事務 所 設立 現在 、 横 浜 国立 
大 学 助教 、 法 政 大 学 非常 勤 講師 / 2012 年 SD 
レビ ュー 入選 、2014 年 AR award、2015 年 東 
京 建築 士 会 住宅 建築 賞 、2016 年 日 本 建築 学 
会 作品 選集 新人 賞 受賞 


ジ 建 築 事務 所 設立 


info@ytake net 


高嶋 議 一 郎 (た か し ま ・ け ん いち ろう ) 
1969 年 福岡 県 生ま れ /1994 年 
日 本 大 学 工学 部 建築 学科 卒業 
ノ 1994 一 2006 年 草場 建築 構造 
計画 勤務 2006 年 Atelier742 
設立 


坂 生 卓 (さか うし ・ た く ) 

0.FD.A 共同 主宰 東京 理科 大 学 工学 部 教授 
リー テム 東京 工場 」 で 第 4 回 芦原 義信 賞 受 
資 、 学 会 作品 選 畠 /「 松 の 木 の あ る ギャ ラリ ー」 
で International Arcthiteccure Award 2015 受 
賞 /「 運 動 と 風景 」 で SD レビ ュー 2017 SD 賞 
受賞 /「 フ ジ パ ブ リッ ク 」( 宮 晶子 と 共同 設計 ) 
で SD レビ ュー 2018 入 選 。 主 な 著書 に 『 建 築 の 
規則 』(2008 年 、 ナ カニ シヤ 出版 ) Tr スペ ー ス 』 
(共著 、2010 年 、 鹿 島 出 版 会 ) 『 建 築 の 条件 』 
(2017 年 、LIXIL 出 版 ) な ど 。 


〒603-8165 京都 府 京都 市 北 区 藤野 西 御 所 田町 16-2-403 tel.& fax. 075-411-4518 
http:/www atelierbricolagernet 


1.「 宗 像 の 家 」 (福岡 県 宗像 市 2019 年 ) 「 香 椎 の 家 」 (福岡 県 福岡 市 / 2019 年 )「 大 宰 府 の 家 」 (福岡 県 太宰 府 市 / 2020 年 ) 「 上 対馬 の 家 」 (長崎 県 対馬 市 2020 年 ) 


ヨシ タケ ケン ジ 建 築 事務 所 。 〒810.0024 福 岡市 中 央 区 桜坂 3-12-78-908 tel.092-762-8616 fax.092-762-8617 


http:/Wwww ytake.net 


G 訂 正 
本 誌 2019 年 2 月 号 に お いて 、 誤 り が あり まし た 。 
下記 に 訂正 する と 共に お 詫び 申し 上 げ ま す 。 


目次 お よび 157 頁 の 表記 
正 : 石 元 秦 博 
誤 : 石本 秦 博 


今月 号 は 、 平 屋 の 住宅 を 特集 し ます 。 

平屋 か 、 そ れ と も 積層 させ る か は 、 さ ま ざ ま な 
与 件 か ら 導 か れる こと が ほど ん ど で し ょ う 。 し か 
し 今 、 さ ま ざ ま な 敷地 と 環境 で 、 地 面 に 近い 募 
らし を あえ て 選択 する 動き が 多く 見 えて きま す 。 
そこ に は 、 外 部 の アク ティ ビ ティ に 連続 する 暮 
らし を 求め た り 、 自 分 が どこ に 暮らし て いる か を 
顕在 化す る こと に 豊か さ を 感じ る 人 びと の 意識 


を 感じ ます 。 そ し て 平屋 と し て 解 か れ た 住宅 に 
は 、 平 屋 な ら で は の 思考 を 見 出す こと が で きま 
す 。 床 積層 の 立体 的 な 空間 構成 に 対し て 平屋 
は 、1 枚 の 平面 が 空間 を 決定 づけ 、 平 面 図式 
が より 実体 化し 明快 さき を 増す 一 方 、 架 構 が 純 
粋 に 屋根 の 支持 に 限定 され る こと で 覆 わ れる こ 
と も 純化 され ます 。 

今回 の 特集 を 通し て 見 えて きた の は 、 建 築 家 の 


コン セプト と の 連関 で 決定 され る 内 的 な 判断 基 
準 よ り も 、 地 面 に 拡がる よう に 建ち 、 風 土 や 外 
の 環境 に 連続 し よう と する あり 方 で す 。 地 面 に 
張り 付く よう に 建ち 自然 を 享受 し た り 、 家 の 中 
の どの 場所 か ら も すぐ 外 に 飛び 出せ る 状態 を つ 
くっ た り 、 地 形 に 沿っ て 折れ 曲がっ た り と 、 そ 
の 手法 や 背景 は さま ざま で す 。 街 や 自然 と の 閑 
係 に お いて 平屋 は 、 水 平 的 な 思考 が より 久 在 


化 され 、 家 族 や 風景 と 住 空間 が ひと つの レベ ル 
で 緊 が る 意識 を も ち ま す 。 そ の 意識 を どう 建築 
と し 、 日 本 全国 さま ざま な 場所 で どの よう な 人 
まい を 見 せ た か 、 そ の 多様 さ を 見 て いた だ きた 
いと 思い ます 。 〈⑭) 
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多様 な ライ フス タイ ル に マッ チ す る コン パク トキ ッ チ ン 
サン ワカ ン パ ニー 


パテ ィ ー ナ コン パク トキ ッ チ ン 、 施工 イメ ー ジ 。 サ イズ : w900、1.200x 
h850、900xd600mm。 価格 : 155.556 円 (税別 ) ~ー。 


(株 ) サン ワカ ン バ パー ニー は 、 コ ン パ クト キッ チン の ライ ン ナ ッ プ に 「 グ ラッ ド 45 コ ン バ クト 」、「 バ パティー 
ナコ ン パ クト キッ チン 」 を 追加 し た 。「 グ ラッ ド 45 コ ン パ クト 」 は 、 オ ー ル ステ ン レ ス の ミニ マル か つ 
洗練 され た デザ イン で 、 ど ん な 空間 に も 美しく マッ チ す る 。「 パ ティ ー ナ コン パク トキ ッ チ ン 」 は 、 木 
アイ アン を 組み 合わ せ た ビ ピン テー ジ 調 の 遊び 心 あ る デザ イン で 、 空 間 の アク セン ト と な る キッ チン 。 


(株 ) サン ワカ ン バ パニ ー 
.0120-468-838 
https:/wwwsanwacompanyrcoJjp/ 


木 叶 溢 れる 走 対応 の 挽 板 フロ ー リ ング 
_ 朝日 ウッ ド テ ッ ク 


樹種 バリ エー ショ ン は 人 気 の ブ ラッ クウ ォ ル ナッ ト と オー ク 。 
それ ぞ れ 木下 地 用 と コン クリ ー ト 下地 用 の 2 種類 、4 品 番 を ラ 
イン ナッ プ し た 。 


朝日 ウッ ド テ ッ ク (株 ) は 、 圧 倒 的 な 木 味 感 を 持っ た 本 物 志向 の 高 機能 複合 フロ ー リ ング 
「LiveNatural プレ ミア ム 」 に 、 新 た に 「RUSTIC 土 足 用 」 を 追加 発売 し た 。 天 然 木 素材 の 豊か 
な 個性 に あふ れ た RUSTIC な 表情 と 、 土 足 使用 に 適し た 強度 と 耐久 性 を 備え て お り 、 カ フェ な 
ど 店 舗 を は じ め と する 非 住宅 に 最適 な フロ ー リ ング と な っ て いる 。 


朝日 ウッ ド テッ ク (株 ) 
tel.06-6245-9238 
https:/www.woodftec.co.jp/ 
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テラ ス 、 バ ルコ ニー 向け 屋根 ・ 囲 い 商品 「 ソ ラリ ア 」 発売 
YKKAP_ 


「 ソ ラリ ア 」 囲い ( 施 エ イメージ) 。 雨 や 花粉 を 気 に せ ず 洗濯 物 
を 干す こと が で きる 。 


YKK AP (株 ) は 、 テ ラス や バル コニー な どの 窓辺 を ライ フス タイ ル に 合わ せ た 空 間 に 変化 で きる 
屋根 ・ 囲 い 商品 「 ソ ラリ ア 」 を 発売 し た 従来 商品 を ペー ス に 、 水 密 ・ 耐 風圧 な どの 性 能 、 施 工 性 、 
機能 、 デ ザイ ン 、 バ リエ ーション を 向上 。 家 事 に 役立つ だ け で な く 、 屋 外 で 余暇 を 過ごす ガー デ 
ン ル ー ム の よう な アウ トド アリ ビン グ と し て 、 よ り 充実 し た 窓辺 空間 を 実現 する 。 


YKK AP (株 ) 
設 93.0120-72-4134 
https:/www ykkap.coJjp/ 


戸 建 住 宅 用 シス テム バス ルー ム 新 「Arise」 発売 


LE 


放 エ イメージ, 価格 : 877.000 円 (税別 ) -。 


(株 ) IXIL は 、 リ フォ ー ム ・ 新 築 向け の 戸 建 住 宅 用 シス テム バス ルー ム 「Arise (アラ イズ )」 を フ 
ル モ デ ル チ ェ ンジ し 3 月 に 発売 する 。 新 た に 開発 し た 「 ミ ナ モ 浴槽 」 は 、 肩 | り が ゆっ た り と 
し た 新 形 状 の 浴槽 で リラ ックス し た 入浴 を 可能 に する 。 ま た 、 シ ャ ワー や 収納 棚 、 手 すり な ど 、 
使用 頻度 の 高い も の に 座っ た まま 楽に 手 が 届く 「 ら くら く レ イア ウト 」 を 新た に 開発 し た 。 


(株 )LIXIL 
軸 3.0120-1794-00 
http2/wwwilixil.co.jp/ 


アク リル 樹脂 と 木製 素材 を 組み 合わ せ た 家具 


WISTERIA TRELLIS」。 価格 : 408.000 円 
て (税別 )。 


スタ ジオ ノイ 新 ショ ー ル ー ム 、 所 在 地 : 東京 
都 港 区 南青山 2-18-2 竹中 ツイ ン ビ ル B Wing 
2F、 営 業 時 間 : 10:00-18:00、 定 休日 : 土 ・ 
日 ・ 祝 日 。 予 約 制 。 


新興 プラ スチ ックス (株 ) の アク リル ファ ニ 


チャ ー プ ブラ ンド 「TRANSPARENCY (トラ ン 
スペ アレ ン シ ー)」 は 、 エ ー デ ィ コ ア ・ デ ィ バ イ 
ズ と の コラ ボレー ショ ン に よる 新作 を 発表 し 
た 。3 次 曲線 で 加工 を 行う こと に より 、 和 柔 ら 
か く 温 か い 印象 の 家具 と し 、 快 適 な 座り 心地 
を 実現 。 ア クリ ル 以 外 の 素材 は ステ ン レ スス 
ティ ー ル と し 、 全 天候 型 の 家具 を 目指 し た 。 


新 尋 プ ラス チッ クス (株 ) 
tel.03-6263-0533 
https:/trans-parencyjp/ 


スタ ジオ ノイ (株 ) は 、 チ ェ コ 共和 国 の 新鋭 照 
明 ブ ラン ド 「BOOMA ( ボ マ )」 の 総 日 本 代理 
店 と な り 、 ま た 新 ショ ー ル ー ム を オー ブン し た 。 
TBOOMA」 は 、 バ パー ツ 細 部 まで 級 密 に デザ 
イン ・ 加 工 さ れ た クオ リティ の 高 さと 、 伝 統 的 
な 手 吹き 製法 で 1 点 1 点 仕上 げ られ る 流 腫 な 
ライ ン を 描い た クリ スタ ル ガ ラ ス が 特徴 で 、 高 
級 感 の ある ワン ラン ク 上 の 空間 を 演出 する 。 


スタ ジオ ノイ (株 ) 
tel.03-5843-0260 
https:/www.studio-noi.com/ 


loT 照 明 コ ント ロー ラ 「Link-Core」 発売 


岩崎 電気 


ss 


Link-Core。 本 体 の 販売 と 併せ 、 期 間 限定 の 照 
明 演出 イベ ント 向け に 、 レ ンタ ル や 演出 プロ グラ 
ム 制 作 に も 対応 する 。 


岩崎 電気 (株 ) は 、 イ ンタ ーネット を 経由 
し て 照明 を 制御 で きる loT 照 明 コ ント ロー 
ラ 「Link-Core (リン クコ ア )」 を 発売 し た 。 
API 対 応 に より 外部 機器 や サー ビス と の 連携 
の 自由 度 も 高い 。 天候 情報 を も と に 自動 選択 
し た 照明 演出 プロ グラ ム を 再生 で きた り と 、 
柔軟 な 照明 演出 が 可能 に な っ た 。 


岩崎 電気 (株) 
tel.048-554-1124 
https:/wwwriwasaki.co.jp/ 


テー ブル ウェ アシ リー ズ 「Foster」 発売 


ステ ン レ ス 、 陶 磁器 、 ガ ラス と いっ た 3 つの 
素材 の アイ テム が ライ ン ナ ッ プ 受注 発注 品 。 


(株 ) スキ ャ ン デ ックス は 、 テ ー ブ ル ウェ ア 
ブラ ンド 「Stelton (ステ ルト ン )」 と 、 ノ ー 
マン ・ フ ォ ス ター の コラ ボレー ショ ン に よ 
る 「 Foster (フォ スタ 一 )」 を 発売 し た 。 全 
14 ア イ テ ム が 揃う ミニ マル な テー ブル ウェ ア 
シリ ー ズ 。 3 種類 の 素材 が 使わ れ て いる が 、 
同様 の シル エッ ト を 描く 曲線 に より 調和 の と 
れ た テー ブル を 演出 する 。 


(株 ) スキ ャ ン デ ックス 
teL.03-3543-3453. 
https:/wwwrscandexco.jp/ 


TOPICS 


ライ カジ オシ ステ ムズ (株 ) は 、 現 況 測量 お よび 
杭 打 ち 作業 を サポ ー ト する 「Leica FlexLine」 
の 新 シ リー ズ 「TS03」、「TS07」、「TS10」 を 
発売 し た 。 旧 シリ ー ズ と 比較 し て ハー ドウ ェ ア 
の 品質 向上 を 実現 し た だ け で な く 、 ク ラウ ド へ 
の 対応 、 自 動 器械 高 測定 機能 、 操 作 性 の 改善 
な ど 、 多 く の 機能 が 新た に 追加 され て お り 、 現 
場 作業 の 生産 性 を さら に 向上 する 。 


1 ea FexLine」 の 新 シ リー ズ _ 
| ライ カジ オシ ステ ムズ 


TS03。 必 要 最 低 限 の 機能 を 搭載 し た 、 ス タ 
ンダ ー ド タイ ズ ライ カジ オシ ステ ムズ (株 ) 
tel.03-6809-4925 
https:/leica-geosystems.com 


| レス ト 

(株 ) レス ト は 、 優 れ た 調 湿 機 能 を 持つ 従来 の 
琴 藻 土 漆喰 材 に 、 植 物 由来 の 抽出 液 を 加え る 
こと で 環境 性 能 を 向上 し た 。 鉱物 主体 の 壁 材 
で は 、 有 害 物 の 吸収 は で き て も 再 放出 を 防げ 
な か っ た が 、 植 物 の 持つ 抗 酸化 ( 元 ) 作用 で 
無害 化 を 可能 に し た 。 室 内 の 空気 環境 改善 効 
果 は 半永久 的 に 持続 し 、 健 康 維 持 と スト レス 軽 
減 に 役立つ 。 


(株 ) レス ト 
tel.03-5356-8866 
http:/wwwresttime.coJjp/ 


、2019 年 モデ テル の エコ キュ ー ト 37 機 種 を 発売 
| コロ ナ 


| (株 ) コロ ナ は 、 省 エネ 給 湯 機 エ コキ ュー ト の 
2019 年 モデ ル を 4 月 か ら 発売 する 。 業 界 トッ プ 
クラ ス の 省エネ 性 能 を 誇る 「 プ レミ アム エコ キュ ー 
ト 」 や 「 高 圧 カ ハイ グレ ー ド タイ プ 」 等 の フル オー ト 
タイ ズ オー ト タ イ ブ な ど 37 機 種 を ライ ン ナ ッ ズ 。 
フル オー ト タ イ プ に は 入浴 事故 の 予防 を サポ ー ト 
する 「 入 浴 お 知ら せ 機能 」 を 搭載 する 。 


】 全 機種 に 「 ス マー トナ ビリ モコ ンプ ラス 」 を 採用 。 


ミ 価格 : 635.000 円 (税別 )。 (株 ) コロ ナ 


tel.0256-32-2111 
http:/wwwwrcoronarco.jp 


: 4 種 の ハン ド シ ャ ワー ヘッ ド を 新た に 追加 
| セラ トレ ー デ ィング 


セラ トレ ー デ ィング (株 ) は 、「CERA ORIGINAL 
COLLECTION (セラ オリ ジ ナ ルコ レク ショ ン )」 
に 4 種 の ハン ド シ ャ ワー ヘッ ド を 新た に 追加 し 
た 。 よ り 使 用 者 の リラ ックス に 繋 が る よう に 設 
計 さ れ た デザ イン で 、 そ れ ぞ れ の 入浴 スタ イル 
に 合わ せ て 、 ハ ンド シャ ワー ヘッ ド の 形状 と 吐 
水 方 法 の バリ エー ショ ン を 選ぶ こと が で きる よ 
うに な っ た 。 


i CET8003。 価 格 : 16.000 円 (税別 )。 
セラ トレ ー デ ィング (株 ) 
tel.03-3796-6151 
https:/wwwcerarcoJjp 
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新建 築 社 ホ ー ム ペー ジ 


広告 掲載 企業 YK Io 
王 当 アジ ドモ エー デ 
ユニ オン シス テム 
トピ ックス 掲載 企業 朝日 ウッ ド テッ ク スタ ジオ ノイ 
(50 音 順 ) 財 崎 電気 も ラレー の ゲ 
P166-167 
コロ チ ライ カジ オシ ステ ムズ 
サン ワカ ン パ ニー LXIL 
新興 プラ スチ ックス レス ト 
スキ ャ ン デ ックス YKK AP 
『 新 建築 住宅 特集 』 資 料 請求 方 法 に つい て 


個人 情報 保護 法 に 基づき 、 読 者 の 皆様 の 個人 情報 保護 を 図る た め 、 新 建築 社 で は ホー ムペ ー ジ 上 に 広告 掲載 
企業 を 閲覧 で きる よう に し 、 各 企業 の ホー ムペ ー ジ を リン ク い た し まし た 。 
資料 請求 を され る 際 は 、 和 名 広告 掲載 企業 へ 直接 資料 請求 を 行っ て くだ さい 。 


https://shinkenchiku.online 


新建 筑 『 机 業 住 宅 特 集 別 病 . 邪 時 増刊 


新 半 築 2017 年 1 月別 厨 
日 本 設計 立 50 周年 
thinKT+ まだ 形 に な いも の を 思い 描く 10 の スト ー リ ー 


1967 年 9 月 1 日 に 創立 し た 日 本 設計 の 創立 50 周 年 を 記念 する 特集 号 。 都 市 計画 や 建築 設 
計 、 設 備 設計 、 ラ ンド スケ ー ブ な ど 多 く の 人 が さま ざま な プロ セス で 関わ り プ ロジ ェクト を 実現 させ 
て いく 、 そ うし た 総合 設計 事務 所 の 座 を 、10 の スト ー リ ー で 紹介 する 。 日 本 設計 依 立 の きっ か け と 
な っ た [名 が 関 ビル ディ ング 」 か ら 最 新作 で ある 「 赤 坂 イン ター シテ ィ AIR」 ま で 、 さ ま ざ ま な 分 野 で 
専門 と する 担当 者 へ の イン タビ ュー 形式 で 各 プ ロジ ェクト を 経 解く 。 そ の 取り 組み 方 や プロ セス を 
紹介 する 中 で 、50 年 間 の 経験 や 記憶 が 引き 継が れ て いる こと が 見 えて くる 。 ま だ 形 に な ら な いも 
の を 思い 描き 、 考 える プロ セス を 通し 、 日 本 設計 の これ まで の 50 年 と これ か ら の ビジ ョ ン を 示 


新建 築 2017 年 10 月 別冊 
NEW VALUE, REAL VALUE 
野村 不動 産 の も の づく り 


2017 年 に 創 葉 60 周 年 を 迎え た デベ ロッ パー、 野 村 不 動産 の 特集 号 。 野 村 不 動産 の も の づく 
り の 変 勢 に 注目 し 、 取 り 組み を 紐解く も の と し て まとめ て いる 。 掲 載 す る プロ ジェ クト は 同社 が 事 
業 主として 、 設 計 者 、 旋 理 者 、 ま た は PM-CM と し て 関わ る も の な ど さ ま ざま で あり 、 誌 面 で は それ 
ら を 開発 、 企 画 、 机 計 、 施 工 、 販 売 ・ 管 理 の フェ ー ズ に 分 け 紹介 し て いる 。 吉 段 踏 で どの よう な こ 
と を 考え た の か 、 完 成 し た 建築 だ け か ら で は 分 か ら な いも の づく り の 手法 と その プロ セス を 読み 解 
く こ と を 目的 と し て まとめ て いる 。 建築 を つく る こと で 、 社 会 の 中 で 新しい 価値 を 創造 し て いく と いう 
同社 の 想い を 、 も の づく り の プロ セス を 通し て 超 介 する 。 


新建 条 2017 年 月 別 
都市 の アク ティ ビ テ イ 時 設計 の プロ セス メイ キン グ 


1960 年 代 以降 の 都市 開発 の 変遷 を 辿り な が ら 、 日 建設 計 が 都市 の アク ティ ビ テ ィ を 主体 に 、 
どの よう に 都市 の 釣 力 を 高め る 取り 組み を 行っ て きた か 、 時 代 ご と に 特徴 と な る プロ ジェ クト と 共 
に 紹介 する 。 東京 タダ ワー や パレ ス サ イ ド ビ ピル と いっ た 初期 プロ ジェ クト か ら 、 国 内 諸 都 市 で の 大 規 
開発 プロ ジェ クト 、 ま た 、 パ バル セロ ナ FC の 本 損 地 ・ カ ンプ ノウ スタ ジア ム の 改築 な どの 最新 プロ 
ジェ クト まで 、 約 70 実 件 を 綱 維 。 こ れ まで の 都市 開発 の 系 庶 と 今後 の 展開 を 見 通す 。 


URBAN 
ACTIVITY 


大 人 V2.593 由 科 
176 軸 297nmx221mm 


] 新建 築 住宅 特集 2017 年 1 月 障 時 増刊 


ShinKenchiku Plus 02 
ル ・ コ ルビ ピュ ジ エ の 住宅 と 熟 の か た ち 


2013 年 4 月 に 発行 し た 「 ル ・ コ ルビ ュ ジ エ の 住宅 と 風 の か た ち 」 
に 続く 第 2 弾 と し て 、 コ ンピュータ シミ ュ レ ーション 解析 に よっ て 見 
えて くる 建築 と 温 第 環境 の 関係 性 を 、 ル ・ コ ルビ ュ ジ エ の 作品 5 題 
より 検証 し て いく 。 実 際 は 目 に 見 えな い 弟 環 境 を 、「 親 の か た ち 」 と 
し て 可視 化し た これ ら の 解析 結果 は 、 私 た ち に と っ て 新た な 建 筑 
の 考え 方 を 生み 出す 一 助 と な る で し ょ う 。 


本 YS26 有 1 
120/210mmXx148mm 


新建 築 住宅 特集 2017 年 8 月 別 理 


日 本 の 家 
1946 年 以降 の 半 築 と 暮らし 


日 本 の 戦後 の 住宅 を 取り 上 げ る 展覧 会 と し て 過去 最大 規模 と 
な る 東京 国立 近代 美術 館 で 隔 催 され る 展覧 会 に 会 わせ て 出 
版 。56 組 の 日 本 の 建築 家 に よる 75 の 住宅 を 、 テ ー マ ご と 系 講 学 
と し て 構成 。500 を 超え る 豊富 な 写真 * 図 版 を 掲載 。 


※※2014 年 4 月 1 日 か ら 定 価 は すべ て 本 体 価格 消費 税 89% に な り ます 。 


詳細 は WEB を ご 覧 くだ さい 。 
https:/shinkenchiku.online 
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